
ル
ッ
ソ
マ
ノ
は
逃
げ
切
り
狙
い

を
０
・５
％
上
回
っ
た
。

　

８
月
の
小
売
販
売
を
け

ん
引
し
た
の
は
、
家
具
や
電

気
電
子
製
品
で
、
２
月
の

水
準
を
２
４
・
２
％
上
回
っ

た
。
建
設
資
材
も
２
月
比

で
１
９
・
２
％
増
え
、
建
設

と
車
・
部
品
も
含
め
た
拡
大

小
売
販
売
を
前
月
比
で
４
・

８
％
、
昨
年
同
月
比
で
３
・

９
％
増
に
押
し
上
げ
た
。
だ

が
、
拡
大
小
売
販
売
は
今
年

の
累
積
で
５
％
、
直
近
１
２

カ
月
間
で
１
・
７
％
の
マ
イ
ナ

ス
と
な
っ
て
い
る
。

　

８
月
は
、
家
具
や
電
気
電

子
機
器
、
建
設
資
材
な
ど
の

回
復
が
著
し
い
一
方
、
書
籍

や
雑
誌
、
学
用
品
は
２
月
比

で
約
４
０
％
少
な
い
な
ど
、

回
復
度
の
差
が
大
き
い
。

　

専
門
家
は
、
政
府
が
雇
用

維
持
に
努
め
た
事
や
緊
急
支

援
金
給
付
で
収
入
が
増
え
た

人
が
出
た
事
、
娯
楽
施
設
な

ど
が
機
能
し
て
お
ら
ず
、
娯

楽
費
に
充
て
て
い
た
金
を
家

具
購
入
な
ど
に
充
て
る
人
が

増
え
た
事
、
在
宅
勤
務
で
コ

　

９
日
よ
り
、
全
国
で
市
長
選
の
選
挙
放
送
が
始
ま
っ
た
。
選
挙
の
３
日
前
ま
で

毎
日
、
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
で
放
送
さ
れ
る
、
投
票
者
へ
の
影
響
力
が
強
い
放
送
の

開
始
で
、
選
挙
戦
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
か
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。
９
日
付
伯
字

紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

今
度
の
月
曜
日
の
１
２
日

は
、「
ノ
ッ
サ
・
セ
ニ
ョ
ー
ラ
・

ア
パ
レ
シ
ー
ダ
」
で
祝
日
と
な

る
。
毎
年
、聖
州
ア
パ
レ
シ
ー

ダ
の
聖
堂
は
女
神
像
を
拝
み

に
行
く
人
で
溢
れ
か
え
る
が
、

今
年
の
場
合
、
コ
ロ
ナ
禍
が

あ
る
の
で
行
く
の
を
控
え
る

人
も
少
な
く
な
さ
そ
う
。
だ

の
党
（
Ｐ
Ｖ
）、
自
由
党
（
Ｐ

Ｌ
）、
シ
ダ
ダ
ニ
ア
、
ポ
デ
モ

ス
な
ど
と
の
連
立
に
よ
り
、

１
０
分
の
選
挙
放
送
の
約

３
５
％
に
あ
た
る
３
分
２
９

秒
ほ
ど
を
利
用
で
き
る
。
最

新
の
ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー
リ
ャ
の
世

論
調
査
で
は
、
コ
ー
ヴ
ァ
ス

氏
は
２
１
％
の
支
持
率
で
２

位
だ
が
、
支
持
率
２
７
％
で

１
位
の
セ
ル
ソ
・
ル
ッ
ソ
マ

ノ
氏
（
共
和
者
・
Ｒ
Ｐ
）
の

５
１
秒
の
３
倍
以
上
の
時
間

で
追
い
上
げ
を
狙
う
。

　

今
年
の
場
合
、
各
放
送
局

で
行
わ
れ
る
候
補
者
た
ち
に

よ
る
討
論
会
が
、
コ
ロ
ナ
禍

を
理
由
に
続
々
キ
ャ
ン
セ
ル

さ
れ
て
い
る
た
め
、
テ
レ
ビ
で

の
ア
ピ
ー
ル
で
は
、
選
挙
放

送
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要

な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　

だ
が
、
２
０
１
８
年
の
大

統
領
選
で
、
選
挙
放
送
の
持

持
ち
時
間
豊
富
な
コ
ー
ヴ
ァ
ス

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
必
要
と
す
る
人
が
増
え
た

事
、
自
宅
で
の
食
事
が
増
え

た
事
な
ど
が
、
小
売
回
復
を

助
け
た
と
見
て
い
る
。

　

他
方
、
緊
急
支
援
金
減
額

や
支
給
期
間
終
了
が
近
づ
い

た
事
や
食
料
品
や
飲
料
の
値

上
が
り
に
慌
て
、
買
い
だ
め

０
・０
４
％
を
大
幅
に
上
回
っ

た
。
１
〜
８
月
は
昨
年
同
期

比
で
１
・
３
４
％
高
、
１
２

カ
月
間
で
は
３
・
１
４
％
高

で
、
政
府
目
標
下
限
の
２
・

５
％
を
超
え
た
。

　

９
月
の
物
価
は
、
食
料

品
費
や
交
通
運
輸
費
な

ど
、
９
分
野
中
七
つ
で
上

年
１
０
月
比
で
２
・
６
％
増

と
な
っ
た
。
３
・
４
％
と
い

う
増
加
率
は
、
今
年
の
５
〜

７
月
と
２
０
１
７
年
１
月

の
４
・
１
％
に
次
ぐ
５
番
目
。

７
〜
８
月
も
５
〜
６
月
比
で

１
１
・
３
％
増
で
、
２
カ
月

間
の
新
記
録
を
更
新
し
た
。

　

８
月
は
昨
年
同
月
比
で
も

６
・
１
％
増
と
な
っ
た
が
、
今

年
の
累
積
は
昨
年
同
期
よ

り
０
・
９
％
少
な
い
。
直
近

１
２
カ
月
間
の
累
積
は
前
期

　

地
理
統
計
院（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）

が
８
日
、
８
月
の
小
売
販
売

は
前
月
比
で
３
・
４
％
増
え
、

コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
月
と
比
べ

て
も
８
・
９
％
上
回
っ
た
と
発

表
し
た
と
８
、９
日
付
伯
字

紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

小
売
販
売
は
３
〜
４
月
に

２
・
４
％
と
１
６
・
７
％
縮
小

し
た
が
、
５
月
以
降
は
、
１

２
・７
％
、
８
・８
％
、
５
％
、

３
・
４
％
と
、
４
カ
月
連
続

で
増
え
て
い
る
。

　

８
月
は
２
０
０
０
年
の
統

計
開
始
以
来
の
好
結
果
で
、

過
去
最
高
だ
っ
た
２
０
１
４

今
年
の
累
計
で
は
ま
だ
マ
イ
ナ
ス

大
聖
市
圏
な
ど
で
外
出
規
制
緩
和

消
費
過
熱
で
イ
ン
フ
レ
も
亢
進

が
っ
た
。
食
品
・
飲
料
類
は

２
・
２
８
％
の
値
上
が
り
で
、

２
７
・
５
４
％
上
昇
し
た
大

豆
油
や
１
７
・
９
８
％
値
上

が
り
し
た
米
が
け
ん
引
。
大

豆
油
は
今
年
５
１
・
３
０
％
、

米
も
４
０
・
６
９
％
値
上

が
り
し
た
。
ト
マ
ト
は

１
１
・
７
２
％
、
ロ
ン
グ
ラ
イ

フ
牛
乳
は
６
・
０
１
％
、
牛

肉
は
４
・
５
３
％
値
上
が
り

し
た
が
、
玉
ね
ぎ
や
ジ
ャ
ガ

イ
モ
、
ニ
ン
ニ
ク
、
果
物
は

安
く
な
っ
た
。

　

交
通
運
輸
費
は
、
ガ
ソ
リ

ン
の
１
・
９
５
％
高
な
ど
で

０
・７
０
％
高
く
な
っ
た
。
ガ

ソ
リ
ン
は
９
月
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ

を
０
・
０
９
％
ポ
イ
ン
ト
押

し
上
げ
た
が
、
今
年
の
累
積

で
は
４
・
１
０
％
値
下
が
り

し
て
い
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
は
８
月
の
マ
イ

ナ
ス
０
・
４
７
％
が
、
０
・

１
７
％
高
に
転
じ
た
。

品
不
足
と
消
費
過
熱
で
４
０
％
値
上
が
り
し
た
米

（
９
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
の
記
事
の
一
部
）

ネ
ッ
ト
で
巻
き
返
す
か
ボ
ウ
ロ
ス

聖 州

ち
時
間
が
極
め
て
少
な
か
っ

た
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏
が
勝
利
し
、

持
ち
時
間
で
圧
倒
的
だ
っ
た

ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ア
ウ
キ
ミ
ン

氏
が
惨
敗
し
た
よ
う
に
、
選

挙
放
送
で
の
不
利
を
ネ
ッ
ト

展
開
で
補
う
ケ
ー
ス
も
最
近

で
は
よ
く
見
ら
れ
て
い
る
。

　

最
新
の
ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー
リ
ャ

の
聖
市
市
長
選
世
論
調
査

で
は
１
２
％
の
支
持
率
で
３

位
の
ギ
リ
ェ
ル
メ
・
ボ
ウ
ロ

ス
氏
（
社
会
主
義
自
由
党
・

Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
）
の
場
合
、
持

ち
時
間
は
わ
ず
か
１
７
秒
だ

が
、
ネ
ッ
ト
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
は

２
０
０
万
人
近
い
。

　

ま
た
、
選
挙
放
送
で
の
イ

メ
ー
ジ
戦
略
も
有
権
者
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
鍵
を

握
っ
て
い
る
。
始
ま
っ
た
ば
か

り
の
選
挙
放
送
で
は
、
ル
ッ
ソ

マ
ノ
氏
が
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統

領
、
コ
ー
ヴ
ァ
ス
市
長
は
祖

が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
に
と
っ

て
は
年
に
屈
指
の
大
事
な
日

で
あ
り
、
願
掛
け
を
し
た
お

礼
参
り
の
人
な
ど
、
感
染
リ

ス
ク
を
冒
し
て
で
も
赴
く
人

も
多
そ
う
だ
。
く
れ
ぐ
れ
も

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど
の

注
意
は
忘
れ
て
欲
し
く
な
い
。

ま
た
、
こ
の
日
は
同
時
に
子

供
の
日
で
も
あ
る
。
外
出
自

粛
規
制
緩
和
と
、
子
供
の
こ

と
を
考
え
る
と
、
外
に
連
れ

出
し
た
く
な
る
気
持
ち
も
わ

か
る
が
、
今
年
は
混
ま
な
い

場
所
で
、
家
族
が
揃
い
、
ゆ
っ

た
り
と
落
ち
着
い
た
１
日
を

過
ご
す
の
も
良
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

◎

　

こ
の
と
こ
ろ
連
日
、
最
高

気
温
が
３
７
度
台
の
猛
暑
が

続
い
て
い
た
聖
市
だ
が
、
寒

冷
前
線
の
到
達
で
８
日
は
最

低
気
温
が
１
７
度
台
に
下
が

る
な
ど
、
２
４
時
間
で
２
０

度
近
い
気
温
の
変
化
を
体
験

し
て
い
る
。
連
休
中
は
こ
の

前
線
の
影
響
が
強
く
、
１
０

日
は
最
高
気
温
が
２
３
度
、

１
１
日
も
２
５
度
前
後
ま
で

落
ち
る
と
の
予
報
も
出
て
い

る
。
こ
う
し
た
極
端
な
寒
暖

差
は
体
調
を
崩
す
原
因
に
も

な
り
や
す
い
の
で
、
注
意
が

必
要
だ
。
こ
こ
ま
で
気
温
が

下
が
る
と
、
さ
す
が
に
海
水

浴
気
分
で
は
な
く
な
る
の
で
、

コ
ロ
ナ
対
策
上
は
良
い
か
も
。

　
　
　
　
　

◎

　

サ
ッ
カ
ー
の
全
国
選
手
権

は
連
休
中
も
休
ま
ず
に
行
わ

れ
る
。
注
目
の
カ
ー
ド
は
今

日
、
聖
市
ア
リ
ア
ン
ツ
・
パ

ル
ケ
で
行
わ
れ
る
パ
ル
メ
イ

ラ
ス
対
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
伝
統

カ
ー
ド
だ
。
明
日
は
サ
ン
ト

ス
が
本
拠
地
で
グ
レ
ミ
オ
と
、

コ
リ
ン
チ
ャ
ン
ス
が
敵
地
で
セ

ア
ラ
ー
と
対
戦
す
る
。
連
休

明
け
の
１
３
日
に
は
Ｗ
杯
南

米
予
選
も
行
わ
れ
、
セ
レ
ソ

ン
は
敵
地
で
ペ
ル
ー
と
一
戦
を

交
え
る
。

　

ジ
ェ
ツ
リ
オ
・
ヴ
ァ
ル
ガ

ス
財
団
（
Ｆ
Ｇ
Ｖ
）
が
９

日
、
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
緊
急

支
援
金
支
給
に
よ
り
、
伯

国
の
貧
困
者
は
８
月
ま
で
に

１
５
０
０
万
人
減
少
し
た
と

発
表
し
た
と
同
日
付
ア
ジ
ェ
ン

シ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
が
報
じ
た
。

　

Ｆ
Ｇ
Ｖ
が
行
っ
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
や
社

会
経
済
層
な
ど
に
関
す
る

研
究
に
よ
る
と
、
８
月
末

現
在
の
貧
困
者
は
昨
年
同

期
よ
り
１
５
０
０
万
人

（
２
３
・
７
％
）
少
な
く
な
っ

た
。
Ｆ
Ｇ
Ｖ
が
い
う
貧
困
者

と
は
、
世
帯
所
得
が
１
人

あ
た
り
最
低
賃
金
の
半
分

（
５
２
２
・
５
０
レ
ア
ル
）
以

下
の
人
だ
。

　

Ｆ
Ｇ
Ｖ
に
よ
る
と
、
８
月

末
現
在
の
貧
困
者
は
ま
だ

５
千
万
人
い
る
が
、
こ
の

数
字
は
Ｆ
Ｇ
Ｖ
が
同
種
の

統
計
を
始
め
て
以
来
、
最

低
だ
。
地
域
別
の
減
少
率

は
、
北
東
部
３
０
・
４
％
、

北
部
２
７
・
５
％
、
南

部
１
３
・
９
％
、
南
東

部
１
４
・
２
％
、
中
西
部

２
１
・７
％
だ
。

　

年
末
ま
で
の
緊
急
支
援
金

支
出
額
は
３
２
２
０
億
レ
ア

ル
に
達
す
る
見
込
み
で
、
９

カ
月
で
９
年
間
の
生
活
扶

助
（
ボ
ル
サ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
）

支
給
分
を
費
や
す
事
に
な
る

と
い
う
。Ｆ
Ｇ
Ｖ
に
よ
る
と
、

こ
れ
だ
け
の
額
を
一
気
に
投

入
し
た
例
は
、
貧
困
者
が
こ

れ
ほ
ど
減
少
し
た
事
と
共
に

初
め
て
だ
と
い
う
。

　

他
方
、
世
帯
所
得
が
１
人

あ
た
り
最
低
賃
金
二
つ
ま
で

の
層
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で

４
８
０
万
人
減
っ
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
所
得
は
２
０
％
減
っ

て
お
り
、
社
会
格
差
を
示
す

ジ
ニ
指
数
は
拡
大
中
だ
。

　

貧
困
者
は
社
会
隔
離
が
困

難
な
た
め
、
コ
ロ
ナ
に
感
染

し
た
り
し
て
働
け
な
く
な

る
例
も
多
い
。
緊
急
支
援

金
受
給
者
は
最
大
時
に
は

６
７
０
０
万
人
に
達
し
、
本

来
な
ら
所
得
の
中
心
と
な
る

べ
き
給
与
所
得
は
減
少
。
所

得
が
低
い
方
か
ら
見
て
人
口

の
半
数
に
あ
た
る
人
の
所
得

は
２
８
％
減
っ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
低
所
得
者
と
高
所
得
者

が
共
に
減
っ
た
た
め
、
中
間

層
は
２
１
４
０
万
人
増
え
、

人
口
の
約
半
分
に
達
し
て
い

る
。

　

聖
州
政
府
は
９
日
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

定
例
会
見
を
開
き
、
大
聖
市

圏
を
含
む
六
つ
の
地
区
の
外

出
自
粛
規
制
の
緩
和
レ
ベ
ル

を
「
５
段
階
中
の
４
段
階
目
」

を
意
味
す
る
「
緑
」
に
上
げ

る
と
発
表
し
た
。
９
日
付
伯

字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

こ
の
日
に
発
表
さ
れ
た
規

制
緩
和
で
「
緑
」
に
上
が
る
の

は
大
聖
市
圏
、
タ
ウ
バ
テ
ー
、

カ
ン
ピ
ー
ナ
ス
、
ピ
ラ
シ
カ
ー

バ
、
ソ
ロ
カ
バ
、
サ
ン
ト
ス
海

岸
部
の
６
地
区
だ
。
こ
れ
は

聖
州
の
人
口
の
７
６
％
ま
で

を
占
め
る
地
域
だ
。

　

今
回
の
見
直
し
に
よ
り
、

こ
の
６
地
区
以
外
の
地
区
の

規
制
段
階
は
、
ほ
と
ん
ど
が

「
レ
ベ
ル
３
」
の
黄
色
の
ま

ま
維
持
さ
れ
た
が
、
バ
レ
ッ

ト
ス
の
み
は
、「
レ
ベ
ル
２
」

を
意
味
す
る
オ
レ
ン
ジ
に
逆

戻
り
し
た
。

　
こ
の
発
表
に
伴
い
、
州
は
、

「
黄
」
に
指
定
さ
れ
た
地
域

に
対
し
て
も
、商
店
街
、シ
ョッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
美
容
院

の
営
業
時
間
を
、「
収
容
人
数

の
４
０
％
ま
で
の
規
模
で
８

時
間
」
を
「
１
０
時
間
」
ま

で
延
長
す
る
こ
と
を
認
め
た
。

ス
ポ
ー
ツ
・
ジ
ム
の
営
業
も
、

「
収
容
人
数
の
３
０
％
ま
で

の
規
模
で
８
時
間
」
が
「
１
０

時
間
」
ま
で
認
め
ら
る
。

　
「
緑
」
の
地
区
で
は
、
営

業
時
間
が
「
６
０
％
ま
で
の

規
模
で
１
２
時
間
」
ま
で
認

め
ら
れ
る
。
ま
た
、
バ
ー
や

レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
は
午
後

１
０
時
で
打
ち
切
ら
れ
る
が
、

顧
客
は
午
後
１
１
時
ま
で

は
滞
在
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。

　

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
聖
州

知
事
と
共
に
会
見
に
同
席
し

た
ブ
ル
ー
ノ
・
コ
ー
ヴ
ァ
ス
聖

市
市
長
は
、「
緑
段
階
に
達
す

る
ま
で
は
再
開
は
な
し
」
と

し
て
い
た
映
画
館
や
劇
場
、

博
物
館
の
再
開
を
１
０
日
よ

り
認
め
る
こ
と
も
発
表
し
た
。

こ
れ
ら
施
設
の
再
開
は
、
黄

色
の
段
階
か
ら
認
め
ら
れ
て

い
る
が
、
聖
市
市
役
所
は
９

月
に
こ
れ
ら
の
部
門
の
業
者

と
規
定
を
と
り
交
わ
し
、
緑

に
な
っ
た
ら
解
放
と
決
め
て
い

た
。
通
常
の
営
業
規
模
の
６

割
、
最
大
で
６
０
０
人
ま
で

の
入
場
が
認
め
ら
れ
る
。
コ
ー

ヴ
ァ
ス
市
長
に
よ
る
と
、
週

末
の
公
園
の
運
営
に
関
し
て
は

　

ベ
テ
ラ
ン
俳
優
の
セ
シ
ル
・

チ
レ
ー
が
９
日
、
以
前
か
ら

患
っ
て
い
た
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

の
た
め
、
リ
オ
市
南
部
の
自

宅
で
亡
く
な
っ
た
。
７
７
歳

だ
っ
た
。
９
日
付
伯
字
紙
サ

イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

チ
レ
ー
は
１
９
４
３
年
、

リ
オ
で
画
家
の
父
親
と
女
優

の
母
親
の
間
に
生
ま
れ
た
。

こ
う
し
た
芸
術
的
な
家
庭
環

境
の
た
め
、
幼
少
時
か
ら
舞

台
に
立
っ
て
演
技
を
始
め
、

１
９
歳
の
と
き
に
は
映
画
を

制
作
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

チ
レ
ー
は
舞
台
演
出
や

映
画
制
作
も
行
っ
て
い
た

が
、
最
も
一
般
的
に
知
ら

外国為替市況
中銀サイトより

10月9日午後 4時現在
米ドル相場

売　5.5250  R$
買　5.5240  R$

円相場
売　0.0524  R$
買　0.0522  R$

緊
急
支
援
で
貧
困
者
が
減
少

８
月
ま
で
に
１
５
０
０
万
人

映
画
館
・
劇
場
も
利
用
解
禁
に

小売販売

８
月
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
レ
ベ
ル
に

セ
シ
ル
・
チ
レ
ー
が
死
去

グ
ロ
ー
ボ
の
ド
ラ
マ
の
常
連
俳
優

( 左より ) ルッソマノ、コーヴァス、ボウロス氏
（Twitter）

聖州の新たな規制緩和表（Plano SP）

　

選
挙
放
送
は
、
９
日
か
ら

１
１
月
１
２
日
ま
で
続
け
ら

れ
る
。
放
送
が
行
わ
れ
る
の

は
テ
レ
ビ
局
、
ラ
ジ
オ
局
全

般
で
、
基
本
は
１
日
２
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
か
れ
て
、
１
０
分
ず

つ
の
放
送
だ
。
テ
レ
ビ
で
は

１
３
時
か
ら
１
３
時
１
０

分
、
２
０
時
３
０
分
か
ら

４
０
分
。
ラ
ジ
オ
で
は
７
時

か
ら
７
時
１
０
分
、
１
２
時

か
ら
１
２
時
１
０
分
の
２
回

だ
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
各
局
で

１
日
７
０
分
ず
つ
与
え
ら
れ

た
選
挙
放
送
ス
ポ
ッ
ト
が
あ

る
。
こ
れ
ら
は
３
０
秒
、
も

し
く
は
６
０
秒
の
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

６
０
％
が
市
長
候
補
に
よ
る

も
の
、
４
０
％
が
市
議
候
補

に
当
て
ら
れ
る
。

　

割
り
当
て
時
間
は
、
そ
の

候
補
者
が
所
属
す
る
政
党
が

２
０
１
８
年
の
下
院
議
員
選

挙
で
得
た
議
席
数
に
比
例
し

て
決
め
ら
れ
る
が
、
副
候
補

や
連
立
政
党
の
時
間
も
プ
ラ

ス
さ
れ
る
の
で
、
多
く
の
政

党
と
連
立
を
組
む
ほ
ど
有
利

に
な
る
。
聖
市
の
場
合
は
、

現
職
の
ブ
ル
ー
ノ
・
コ
ー
ヴ
ァ

ス
氏
が
有
利
で
、
所
属
の
民

主
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
と

副
候
補
の
リ
カ
ル
ド
・
ヌ
ー

ネ
ス
氏
が
所
属
す
る
民
主
運

動
（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
の
持
ち
時
間

に
加
え
、民
主
党
（
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）、

キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ

Ｃ
）、
進
歩
党
（
Ｐ
Ｐ
）、
緑

れ
て
い
た
の
は
俳
優
業
で
、

２
０
本
以
上
の
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
に
出
演
。
と
り
わ
け
、

８
０
、９
０
年
代
の
グ
ロ
ー
ボ

局
の
も
の
が
有
名
で
、「
ソ
ル・

デ・
ヴ
ェロ
ン
」（
１
９
８
２
）、

「
ロ
ダ
・
デ
・
フ
ォ
ー
ゴ
」

（
１
９
８
６
）、「
ト
ッ
プ
・

モ
デ
ル
」（
１
９
８
９
）、「
ア・

プ
ロ
ッ
シ
マ
・
ヴ
ィ
ッ
チ
マ
」

（
１
９
９
６
）、「
セ
レ
ブ
リ

ダ
ー
デ
」（
２
０
０
４
）
な

ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
特
に

「
ロ
ダ
・
デ
・
フ
ォ
ー
ゴ
」
で

の
マ
リ
オ
・
リ
ベ
ラ
ト
、「
ア
・

プ
ロ
ッ
シ
マ
・
ヴ
ィ
チ
マ
」
で

の
ア
ダ
ル
ベ
ル
ト
役
が
当
た

り
役
だ
っ
た
。

父
の
マ
リ
オ
・
コ
ー
ヴ
ァ
ス
元

聖
州
知
事
、
１
％
ほ
ど
の
支

持
で
苦
戦
し
て
い
る
ジ
ウ
マ
ー

ル
・
タ
ッ
ト
氏
（
労
働
者
党
・

Ｐ
Ｔ
）
は
ル
ー
ラ
元
大
統
領
、

ボ
ウ
ロ
ス
氏
が
人
気
俳
優
の

ヴ
ァ
ギ
ネ
ル
・
モ
ウ
ラ
を
、

各
々
、
画
面
に
登
場
さ
せ
て

い
た
。

今後の鍵握る選挙放送開始聖 市
市長選

（１） ２０２０（令和二）年第５５９０号  １０月 １０日 （土曜日）

に
走
っ
た
事
も
小

売
販
売
増
加
に
繋

が
っ
た
よ
う
だ
。

　

消
費
過
熱
と
供

給
不
足
が
重
な
る

と
、
物
価
上
昇
を

招
く
。
こ
の
事
は
、

９
日
発
表
の
広
範

囲
消
費
者
物
価
指

数
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
）

で
も
明
ら
か
だ
。

９
月
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ

は
０
・
６
４
％
上

が
り
、
８
月
の
０
・

２
４
％
高
や
昨
年

同
月
の
マ
イ
ナ
ス

「
も
う
２
週
間
待
つ
こ
と
に

な
る
」
と
い
う
。

　

な
お
、
コ
ー
バ
ス
市
長
は
、

安
定
し
た
状
態
で
４
週
間
が

過
ぎ
た
場
合
は
、
セ
ミ
ナ
ー

や
講
演
会
な
ど
、
６
０
０
人

ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
認

め
る
意
向
で
あ
る
こ
と
を
認

め
た
が
、
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
は

当
面
の
間
、
禁
じ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
段
階
で
は
、

ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
サ
ッ
カ
ー
な

ど
で
の
大
型
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
が
許
可
さ
れ
る
の
は

「
５
段
階
中
の
５
番
目
」、
青

の
段
階
に
な
っ
て
か
ら
だ
。



選
せん

挙
きょ

運
うん

動
どう

が本
ほん

格
かく

的
てき

に開
かい

始
し

（２）２０２０（令和二）年 第５５９０号	１０月	１０日	（土曜日）

投と
う

票ひ
ょ
う

イ
メ
ー
ジ(Roberto Jaim

e TSE)

伯は
く

専せ
ん

門も
ん

ｃ
ｈ
で
日に

本ほ
ん

人じ
ん

初は
つ

デ
ビ
ュ
ー

バ
イ
レ
・
フ
ァ
ン
キ
と
盆ぼ

ん

踊お
ど

り
を
融ゆ

う

合ご
う

と
驚お

ど
ろ
き
を
隠か

く

せ
な
い
様よ

う

子す

だ
。

「
私わ

た
し
へ
の
確か

く

認に
ん

も
な
け
れ
ば

通つ
う

達た
つ

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
付つ

け
加く

わ

え
た
。

■サンパウロ市
し
議
ぎ
会
かい
議
ぎ
員
いん
立
りっ
候
こう
補
ほ
者
しゃ
。

（★＝現
げん
職
しょく
、☆＝確

かく
認
にん
待
ま
ち）

Aurélio Nomura (PSDB) – Aurélio Nomura ★

Caio Japa Morfo (Patriotas) – Caio Eiji Sirahata

Capitão Eiji Santana (PSC) – Eiji de Campoas Santana ☆

Dilza Muramoto Shiroma (PRTB) – Dilza Mieko Muramoto 

Shiroma

Doutor Tanaka (PSB) – Gustavo Hideo Tanaka

George Hato (MDB) – George Vatutin Hato ★

Helena Nobuco (PTC) – Helena Nobuco Suzuki Takadachi

Ushitaro Kamia (PODE) – Ushitaro Kamia

Léo Onoda (PSDB) – Léo Hiroshi Onoda

Luis Sato (PTC) – Luis Kiyoshi Sato

Marcela Itokazu (PP) – Marcela Shigueko Itokazu da Silva

Maria Saito (PSDB) – Maria Cazuho Saito Takiguti

Masataka Ota (PSB) – Masataka Ota ★

Patricia Kiyomi Tani (DC) – Patricia Kiyomi Tani

Professor Igarashi (PSDB) – Ricardo Noboru Igarashi

Professor Maeda (PODE) – Mario Maeda Júnior

Rodrigo Goulart (PSD) – Rodrigo Hayashi Goulart ★

Sergio Shigeeda Ambientalista (PODE) – Sergio Tuyosi Shi-

geeda

Silvia Nakano (Republicanos) – Silvia Nakano dos Santos

Yudi Watanabe (DEM) – Humberto Yudi Watanabe

■サンパウロ州
しゅう
内
ない
の日

にっ
系
けい
人
じん
の市

し
長
ちょう
・副

ふく
市
し
長
ちょう
立
りっ
候
こう
補
ほ
者
しゃ

（★＝変
へん
更
こう
の可

か
能
のう
性
せい
有
あ
り）

Adamantina: Marcelo Sato (PSD) – Vice-Prefeito

Alto Alegre: Carlinhos Sussumi (MDB) – Prefeito

Àlvaro de Carvalho (MDB) – Vice-Prefeito

Andradina: Jamil Ono (PODE) – Prefeito

Araçatuba: Reverendo Paulo (PSOL) – Prefeito

Arujá: Júlio do Kaikan (Pros) – Prefeito

Arujá: Hélio Izumi (Republicanos) – Vice-Prefeito

Atibaia: Coronel Ikeda (PTC) – Prefeito

Atibaia: Emil Ono (PSD) – Prefeito

Atibaia: Mario Inui (PODE) – Vice-Prefeito

Avaré: Luciano Japonês (Solidariedade) – Vice-Prefeito

Avanhandava: Alamares Hirata (PSDB) – Prefeito

Bastos: Yutaka Kimura (PTB) – Vice-Prefeito

Biritiba Mirim: Walter Tajiri (PTB) – Prefeito

Biritiba Mirim: Edson da Farmacia (DEM) – Vice-Prefeito

Bragança Paulista: Américo Massaki Higuti (PSD) – Vice-

Prefeito

Cafelândia: Gilberto Ohata (PL) – Vice-Prefeito

Cananeia: Naninha (PODE) – Vice-Prefeita

Capão Bonito: Roberto Kazushi Tamura (PSDB) – Vice-Pre-

feito

Colômbia: Marcelo do Posto (PSD) – Vice-Prefeito

Cosmópolis: Hiroshi (PODE) – Prefeito

Diadema: Dr. Ricardo Yoshio (PSDB) – Prefeito

Diadema: Taka Yamauchi (PSD) – Prefeito

Dracena: Jaime Nakano (PSD) – Vice-Prefeito

Estrela D’ Oeste: Pedro Itiro Koyanagi (DEM) – Prefeito

Flora Rica: Sakae Sadakane (PODE) – Vice-Prefeito

Guaiçara: Peter Mitsuomi Moroshima (Patriota) – Vice-

Prefeito

Guaraçaí: Nelson Tanaka (PP) – Prefeito

Guarantã: Lucy Leico (PSB) – Prefeita

Guaratinguetá: Regis Yasumura (PL) – Vice-Prefeito

Guariba: Dr. Dayan (MDB) – Prefeito

Guarulhos: Marcio Nakashima (PDT) – Prefeito（本
ほん

人
にん

は否
ひ

定
てい

）

Guarulhos: Maruoka (DEM) – Vice-Prefeito

Ibiúna: Paulinho Sasaki (PTB) – Prefeito

Itapecerica da Serra: Doutor Nakano (PL) – Prefeito

Itapetininga: Professor Vinicius Válio (PSOL) – Prefeito

Itariri: Sergio Kian (DC) – Vice-Prefeito

　
コ
ロ
ナ
禍か

の
影え

い

響き
ょ
うで
１
１
月が

つ

に
延え

ん

期き

と
な
っ
て
い
た
地ち

方ほ
う

統と
う

一い
つ

選せ
ん

挙き
ょ

。
選せ

ん

挙き
ょ

活か
つ

動ど
う

が
９
月が

つ

２
７
日に

ち

（
日に

ち

）
に
開か

い

始し

さ

れ
て
広こ

う

告こ
く

ポ
ス
タ
ー
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
宣せ

ん

伝で
ん

が
目め

に
付つ

く
よ
う
に
な
り
、
１
０
月が

つ

９
日か

か
ら
は
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
で
の
選せ

ん

挙き
ょ

放ほ
う

送そ
う

も
解か

い

禁き
ん

と
な
っ
た
。
猛も

う

威い

を
奮ふ

る

う
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

に
対た

い

処し
ょ

し
て
、
選せ

ん

挙き
ょ

運う
ん

動ど
う

期き

間か
ん

も
４
５
日に

ち

間か
ん

に
縮

し
ゅ
く

小し
ょ
うし
た
。
ち
な
み
に
、
聖せ

い

市し

議ぎ

選せ
ん

（
５
５
議ぎ

席せ
き

）
に
は
、
２
０
０
８
年ね

ん

以い

来ら
い

の
最さ

い

多た

、
全ぜ

ん

部ぶ

で
約や

く

２
千せ

ん

人に
ん

が

立り
っ

候こ
う

補ほ

し
て
い
る
。
ニ
ッ
パ
キ
紙し

が
取し

ゅ

材ざ
い

し
た
候こ

う

補ほ

者し
ゃ

リ
ス
ト
を
一い

っ

挙き
ょ

公こ
う

開か
い

す
る
。

店
てん

舗
ぽ

でのガネッシュさん

　
「
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
も
う
８

年ね
ん

ほ
ど
過す

ご
し
ま
し
た
。
そ

ろ
そ
ろ
他ほ

か

の
土と

地ち

で
仕し

事ご
と

を

し
た
い
と
い
う
気き

持も

ち
も
あ

り
、
日に

本ほ
ん

も
訪た

ず

ね
て
み
た
い

で
す
」。
“
世せ

界か
い

で
武む

者し
ゃ

修し
ゅ

行ぎ
ょ
う”
と
い
う
言こ

と

葉ば

が
し
っ
く

り
来く

る
の
が
、
ネ
パ
ー
ル
の

タ
ナ
フ
ン
郡ぐ

ん

出し
ゅ
っ
し
ん身の
ガ
ネ
ッ
シ

ュ
・
プ
ラ
サ
ダ
・
グ
ル
ン
さ
ん

（
４
２
）。

　

２
０
０
６
年ね

ん

か
ら
サ
ン
パ

ウ
ロ
で
イ
ン
ド
衣い

料り
ょ
う

品ひ
ん

を
販は

ん

売ば
い

し
て
い
た
お
じ
を
頼た

よ

っ
て
、

２
０
１
２
年ね

ん

に
新あ

た
ら
し
い
仕し

事ご
と

を
求も

と

め
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
来き

た
。

今こ

年と
し

３
月が

つ

に
コ
ロ
ナ
で
外が

い

出
し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
くと
な
る
ま
で
は
、
ブ
ラ

ス
区く

の
イ
ン
ド
服ふ

く

飾し
ょ
く

雑ざ
っ

貨か

店て
ん

が
集あ

つ

ま
る
ビ
ル
の
一い

っ

角か
く

で
イ

ン
ド
服ふ

く

の
卸お

ろ
し
・
小こ

売う

り
販は

ん

売ば
い

を
行お

こ
な
う
『O

M
-G

an
esh

』

を
営え

い

業ぎ
ょ
うし
て
い
た
。

　
「
こ
の
半は

ん

年と
し

は
閉へ

い

店て
ん

。
６
月が

つ

に
入は

い

っ
て
４
時じ

間か
ん

営え
い

業ぎ
ょ
うが
認み

と

め
ら
れ
て
か
ら
は
、
倉そ

う

庫こ

に
お
客き

ゃ
く

さ
ん
が
商

し
ょ
う

品ひ
ん

を
購こ

う

入に
ゅ
うし

に
来く

る
よ
う
に
な
り
、
９
月が

つ

末ま
つ

か
ら
は
よ
う
や
く
店み

せ

も
再さ

い

開か
い

で
き
る
見み

通と
お

し
が
出で

て
き

ま
し
た
」
と
落お

ち
着つ

い
た
口く

調ち
ょ
うの
ガ
ネ
ッ
シ
ュ
さ
ん
。

　

イ
ン
ド
で
買か

い
付つ

け
る
商

し
ょ
う

品ひ
ん

の
入

に
ゅ
う

荷か

も
滞

と
ど
こ
お
っ
て
い
た
が
、

９
月が

つ

中ち
ゅ
う

旬じ
ゅ
んに
は
パ
ラ
グ
ア
イ

に
商

し
ょ
う

品ひ
ん

が
届と

ど

き
、
再ふ

た
た
び
国こ

っ

境
き
ょ
う

を
越こ

え
て
商

し
ょ
う

品ひ
ん

を
受う

け
取と

り

に
行い

く
事こ

と

が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

ガ
ネ
ッ
シ
ュ
さ
ん
は
ネ
パ
ー

ル
で
は
本ほ

ん

の
販は

ん

売ば
い

や
米こ

め

、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
を
栽さ

い

培ば
い

す

る
農の

う

耕こ
う

に
従

じ
ゅ
う

事じ

し
て
い
た
が
、

ネ
パ
ー
ル
の
国こ

く

内な
い

経け
い

済ざ
い

だ
け

で
は
食た

べ
て
い
く
の
は
厳き

び

し

く
、
よ
り
良よ

い
仕し

事ご
と

を
求も

と

め

て
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
来く

る
前ま

え

は

ア
ジ
ア
各か

っ

国こ
く

で
就

し
ゅ
う

職し
ょ
くし
て
き

た
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
警け

い

備び

の
仕し

事ご
と

を
４
年ね

ん

、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
で
は
イ
ギ
リ
ス
企き

業ぎ
ょ
うで
傭よ

う

兵へ
い

を
３
年ね

ん

、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
で
は
市い

ち

場ば

の
経け

い

営え
い

管か
ん

理り

を

４
年ね

ん

ほ
ど
務つ

と

め
、
そ
の
後ご

ブ

ラ
ジ
ル
に
来き

た
。

　

１
３
年ね

ん

ま
で
ネ
パ
ー
ル
に

は
ブ
ラ
ジ
ル
大た

い

使し

館か
ん

が
設せ

っ

置ち

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
ビ
ザ
な
し
で
入

に
ゅ
う

国こ
く

で
き

る
ボ
リ
ビ
ア
に
一い

っ

旦た
ん

移い

動ど
う

し
、

現げ
ん

地ち

の
ブ
ラ
ジ
ル
大た

い

使し

館か
ん

で

短た
ん

期き

滞た
い

在ざ
い

ビ
ザ
を
取し

ゅ

得と
く

し
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
に
バ
ス
で
向む

か
っ

た
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
到と

う

着ち
ゃ
く

後ご

は
連れ

ん

邦ぽ
う

警け
い

察さ
つ

で
難な

ん

民み
ん

申し
ん

請せ
い

を
行お

こ
ない
、

プ
ロ
ト
コ
ー
ル
を
取し

ゅ

得と
く

。
プ
ロ

ト
コ
ー
ル
の
取し

ゅ

得と
く

と
同ど

う

時じ

に

労ろ
う

働ど
う

手て

帳ち
ょ
うも
得え

ら
れ
、
会か

い

社し
ゃ

番ば
ん

号ご
う

（
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｊ
）
や
納の

う

税ぜ
い

者し
ゃ

番ば
ん

号ご
う

（
Ｃ
Ｐ
Ｆ
）
も
得え

て
、

こ
れ
ま
で
の
生せ

い

活か
つ

に
は
何な

ん

の

問も
ん

題だ
い

も
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
今い

ま

も
難な

ん

民み
ん

認に
ん

定て
い

は
さ
れ
ず
、
永え

い

住じ
ゅ
う

権け
ん

を
得え

る

こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
お
じ

は
７
年ね

ん

過す

ご
し
た
こ
こ
を
後あ

と

に
し
、
１
３
年ね

ん

に
は
米べ

い

国こ
く

に

再さ
い

移い

住じ
ゅ
うし
た
。

　

第だ
い

一い
ち

言げ
ん

語ご

は
ネ
パ
ー
ル
語ご

、

次つ

い
で
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語ご

、
そ
し

て
英え

い

語ご

を
使し

用よ
う

し
て
来き

た
ガ

ネ
ッ
シ
ュ
さ
ん
。
ブ
ラ
ジ
ル
に

来き

た
当と

う

初し
ょ

こ
そ
ポ
ル
ト
ガ
ル

語ご

に
不ふ

自じ

由ゆ
う

し
た
が
、
今い

ま

は

慣な

れ
た
と
言い

う
。

　

深し
ん

夜や

に
ブ
ラ
ス
地ち

区く

を
歩あ

る

い
て
い
た
時と

き

に
泥ど

ろ

棒ぼ
う

に
遭あ

い
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
の
治ち

安あ
ん

の
悪わ

る

さ

を
改あ

ら
た
め
て
実じ

っ

感か
ん

し
た
も
の
の
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
の
生せ

い

活か
つ

は
満ま

ん

足ぞ
く

し

て
い
る
。
ア
ジ
ア
各か

っ

国こ
く

を
渡わ

た

り
歩あ

る

い
て
き
た
度ど

胸き
ょ
うが
財ざ

い

産さ
ん

で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
仕し

事ご
と

が

ス
ト
ッ
プ
し
た
の
も
人じ

ん

生せ
い

の
一ひ

と

こ
ま
と
捉と

ら

え
、
落お

ち
込こ

む
こ

と
も
な
い
。

い
も
あ
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
支し

部ぶ

で
は
、
病

び
ょ
う

気き

な
ど
大た

い

変へ
ん

な
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
あ
っ

て
も
自じ

己こ

資し

金き
ん

の
な
い
人ひ

と

に

は
、
皆み

ん
な
で
少

し
ょ
う

額が
く

を
出だ

し
あ
っ

て
助た

す

け
合あ

い
、
８
月が

つ

に
は
ど

う
し
て
も
帰き

国こ
く

す
る
必ひ

つ

要よ
う

の

あ
る
メ
ン
バ
ー
に
飛ひ

行こ
う

機き

チ
ケ

ッ
ト
代だ

い

を
購こ

う

入に
ゅ
うし
た
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以い

降こ
う

、
仕し

事ご
と

が
減げ

ん

少し
ょ
うし
て
時じ

間か
ん

が
で
き

た
事こ

と

か
ら
、
ガ
ネ
ッ
シ
ュ
さ
ん

は
海か

い

外が
い

在ざ
い

住じ
ゅ
うネ
パ
ー
ル
人じ

ん

協
き
ょ
う

会か
い

の
代だ

い

表ひ
ょ
うと
し
て
、
難な

ん

民み
ん

と

移い

民み
ん

を
支し

援え
ん

す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
参さ

ん

加か

し
、

仕し

事ご
と

が
停て

い

滞た
い

し
た
ネ
パ
ー
ル

人じ
ん

の
た
め
に
も
セ
ス
タ
・
バ
ジ

カ
の
配は

い

布ふ

に
取と

り
組く

ん
で
き

た
。

　
「
将

し
ょ
う

来ら
い

の
夢ゆ

め

は
家か

族ぞ
く

と
ネ

　

１
２
日に

ち

（
月げ

つ

）
が
「
ノ
ッ

サ
・
セ
ニ
ョ
ー
ラ
・
ア
パ
レ

シ
ー
ダ
の
日ひ

」
祝

し
ゅ
く

日じ
つ

の
た
め
、

翌よ
く

１
３
日に

ち

（
火か

）
付づ

け

本ほ
ん

紙し

は

休き
ゅ
う

刊か
ん

に
な
り
ま
す
。
１
４
日か

（
水す

い

）
付づ

け

か
ら
通つ

う

常じ
ょ
う

通と
お

り
発は

っ

刊か
ん

さ
れ
ま
す
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

内な
い

６
４
５
自じ

治ち

体た
い

中ち
ゅ
う、
８
０
の
自じ

治ち

体た
い

か

ら
日に

っ

系け
い

人じ
ん

候こ
う

補ほ

者し
ゃ

が
出

し
ゅ
つ

馬ば

し

て
い
る
。
サ
ン
ロ
レ
ン
ソ
・
ダ
・

セ
ラ
で
は
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ジ
ャ

パ
・
ド
バ
シ
、
ジ
ョ
ル
ジ
・
ド
・

バ
ン
デ
イ
ラ
の
２
人り

が
副ふ

く

市し

長ち
ょ
うに
名な

乗の

り
を
あ
げ
て
い
る
。

　
一い

っ

方ぽ
う

で
、
本ほ

ん

人に
ん

の
意い

に
反は

ん

し
て
立り

っ

候こ
う

補ほ

登と
う

録ろ
く

さ
れ
た
と

い
う
事じ

例れ
い

も
発は

っ

生せ
い

し
て
い
る
。

グ
ア
ル
ー
リ
ョ
ス
市し

の
市し

長
ち
ょ
う

候こ
う

補ほ

と
し
て
高こ

う

等と
う

選せ
ん

挙き
ょ

裁さ
い

判ば
ん

所し
ょ

（
Ｔ
Ｓ
Ｅ
）
に
登と

う

録ろ
く

さ
れ

た
マ
ル
シ
オ
・
ナ
カ
シ
マ
氏し

（
現げ

ん

役え
き

聖せ
い

州し
ゅ
う

議ぎ

）
は
、「
無む

許き
ょ

可か

で
登と

う

録ろ
く

」
さ
れ
た
事こ

と

を

表ひ
ょ
う

明め
い

す
る
文ぶ

ん

を
ニ
ッ
パ
ク
紙し

へ
送お

く
っ
て
い
る
。

　
「
私わ

た
し
の
立り

っ

候こ
う

補ほ

登と
う

録ろ
く

が
完か

ん

了り
ょ
うし
て
い
る
と
ニ
ュ
ー
ス
で
見み

た
と
き
は
目め

を
疑う

た
がい
ま
し
た
」

聖せ
い

市し

で
奮ふ

ん

闘と
う

す
る
新し

ん

来ら
い

移い

民み
ん

ア
ジ
ア
系け

い

コ
ミ
ュ
ニ
ティ
の
今い

ま

ネパール編
へん
〈２〉

世せ

界か
い

で
仕し

事ご
と

を
見み

つ
け
る

パ
ー
ル
で
一い

っ

緒し
ょ

に
生せ

い

活か
つ

す
る

こ
と
」。
ガ
ネ
ッ
シ
ュ
さ
ん
は

１
２
年ね

ん

に
ブ
ラ
ジ
ル
に
来き

て

以い

来ら
い

、
一い

ち

度ど

も
ネ
パ
ー
ル
に
は

戻も
ど
っ
て
い
な
い
。

　

妻つ
ま（
３
８
歳さ

い

）と
娘む

す
め（
２
０

歳さ
い

）
は
両

り
ょ
う

親し
ん

と
と
も
に
ネ
パ

ー
ル
で
暮く

ら
し
、
３
人に

ん

い
る

妹い
も
う
との
内う

ち

、
一ひ

と

人り

は
韓か

ん

国こ
く

で
働

は
た
ら

い
て
い
る
。
今こ

年と
し

１
月が

つ

に
長

ち
ょ
う

日に
っ

系け
い

候こ
う

補ほ

今こ
ん

回か
い

も
乱ら

ん

立り
つ

ぎ
み

系け
い

市し

議ぎ

４
人に

ん

も
立り

っ

候こ
う

補ほ

し
て

い
る
。
現げ

ん

職し
ょ
く

最さ
い

長ち
ょ
うは
７
期き

目め

を
目め

指ざ

す
野の

村む
ら

ア
ウ
レ
リ

オ
氏し

（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
や
、
現げ

ん

在ざ
い

２
期き

目め

を
務つ

と

め
る
太お

お

田た

正ま
さ

高た
か

氏し

（
Ｐ
Ｓ
Ｂ
）
と
羽は

藤と
う

ジ

ェ
オ
ル
ジ
氏し

（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）、

初は
つ

再さ
い

選せ
ん

を
目め

指ざ

す
ゴ
ウ
ラ
ル

ト・ハ
ヤ
シ・ロ
ド
リ
ゴ
氏し

（
Ｐ

Ｓ
Ｄ
）
だ
。

　

市し

長ち
ょ
う・
副ふ

く

市し

長ち
ょ
うの
候こ

う

補ほ

は

　

聖せ
い

市し

議ぎ

会か
い

選せ
ん

挙き
ょ

に
は
、
日に

っ

系け
い

候こ
う

補ほ

だ
け
で
も
な
ん
と

２
０
人に

ん

が
立り

っ

候こ
う

補ほ

し
て
お
り
、

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

で
も
候こ

う

補ほ

者し
ゃ

乱ら
ん

立り
つ

が
続つ

づ

い
て
い
る
。
今こ

年と
し

は
選せ

ん

挙き
ょ

運う
ん

動ど
う

期き

間か
ん

が
短み

じ
かい
上う

え

、
イ

ベ
ン
ト
で
人ひ

と

を
集あ

つ

め
る
こ
と

が
難む

ず
か
し
い
た
め
、
実じ

っ

績せ
き

と
知ち

名め
い

度ど

の
あ
る
現げ

ん

職し
ょ
くに
比ひ

較か
く

的て
き

に
有ゆ

う

利り

と
い
わ
れ
る
。

　

そ
れ
も
あ
っ
て
、
現げ

ん

役え
き

日に
っ

助た
す

け
合あ

う
ネ
パ
ー
ル
人じ

ん

コ
ミ
ュ
ニ
ティ
ー

　

現げ
ん

在ざ
い

、
ガ
ネ
ッ
シ
ュ
さ
ん
は

国こ
く

際さ
い

的て
き

な
ネ
パ
ー
ル
人じ

ん

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
海か

い

外が
い

在ざ
い

住
じ
ゅ
う

ネ
パ
ー
ル
人じ

ん

協き
ょ
う

会か
い

（N
o

n
-

R
e
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ブ
ラ
ジ
ル
支し

部ぶ

代だ
い

表ひ
ょ
うを
務つ

と

め
、
定て

い

期き

的て
き

に

サ
ン
パ
ウ
ロ
で
生せ

い

活か
つ

す
る
ネ
パ

ー
ル
人じ

ん

と
連れ

ん

絡ら
く

を
取と

り
合あ

い
、

近き
ん

況き
ょ
うを
確か

く

認に
ん

し
合あ

う
。

　

同ど
う

協き
ょ
う

会か
い

は
、
外が

い

国こ
く

で
蓄ち

く

積せ
き

さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
資し

本ほ
ん

を

ネ
パ
ー
ル
に
還か

ん

元げ
ん

し
、
ネ
パ
ー

ル
の
平へ

い

和わ

と
繁は

ん

栄え
い

、
発は

っ

展て
ん

に

貢こ
う

献け
ん

す
る
目も

く

的て
き

で
２
０
０
３

年ね
ん

に
ネ
パ
ー
ル
政せ

い

府ふ

公こ
う

認に
ん

で

設せ
つ

立り
つ

さ
れ
た
。
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うの
在ざ

い

外が
い

ネ
パ
ー
ル
人じ

ん

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
つ
な
が
り
を
強

き
ょ
う

化か

す
る
狙ね

ら

Itu: Dr Renato Koga (PRTB) – Prefeito

Jandira: Doutor Sato (PSDB) – Pefeito

Jarinu: Juliano Kochi (PMN) – Prefeito

Jundiaí: Paulo Matsushita (PSOL) – Vice-Prefeito

Juquiá: Gilberto Matsusue (PSB) – Prefeito

Juquiá: Cida Tamada (PL) – Vice-Prefeita

Lavínia: Salvador Matsunaka (PSDB) – Prfeeito

Lavínia: Koiti (PL) – Vice-Prefeito

Mairiporã: Aiacyda (PSD) – Prefeito

Mariápolis: Ricardo Watanabe (PV) – Prefeito

Martinópolis: Marisa Fisioterapeuta (PV) – Vice-Prefeita

Mogi das Cruzes: Priscila Yamagami (PODE) – Vice-Prefeita

Mogi das Cruzes: Sadao Sakai (PL) – Vice-Prefeito

Monte Alto: Dr. Ehidi Kondo (PSDB) – Vice-Prefeito

Murutinga do Sul: Sergio Yamazaki (PL) – Vice-Prefeito

Nova Luzitânia: Nobor (PSDB) – Vice-Prefeito

Orindiuva: Professora Silvia Outi (PSD) – Vice-Prefeita

Ouroeste: Dr Alex (PP) – Prefeito

Ouroeste: San Vet (PSDB) – Prefeito

Palmital: Dr Carlos (PSDB) – Prefeito

Paraguaçu Paulista: Antian (PSD) – Prefeito

Paraguaçu Paulista: Cesar Kikei (PV) – Viuce-Prefeito

Penapolis: Rubinho Bertolini (Republicanos) – Prefeito

Pereira Barreto: Dr. Herminio Komatsu (PL) – Vice-Prefeito

Pilar do Sul: Takao (PTB) – Prefeito

Poá: Mário Sumirê (PSD) – Prefeito

Pompeia: Oscar Yasuda (PSD) – Prefeito

Porto Feliz: Julio Yamamoto ((PT) – Vice-Prefeito

Potim: Tanaka (MDB) – Prefeito

Presidente Bernardes: Inacio Makyama (PSDB) – Prefeito

Presidente Prudente: Fabio Sato (MDB) – Prefeito

Presidente Venceslau: Fernando Hamada (Pros) – Prefeito

Registro: Professor Nilton Hirota (PSDB) – Prefeito

Ribeirão do Sul: Lenita do Carlão PSD) – Vice-Prefeita

Ribeirão Pires: Toninho Muraki (Solidariedade) – Vice-Pre-

feito

Rio Grande da Serra: Akira Auriani (PSB) – Prefeito

Salesópolis: Dr. Nilson (PSDB) – Vice-Prefeito

Salesópolis: Gervasio Warikoda (PDT) – Vice-Prefeito

Santa Isabel: Shibata (Avante) – Vice-Prefeito

Santana do Parnaíba: Magno Mori (PSB) – Vice-Prefeito

Santa Rosa de Viterbo: João Yamashita do Pesqueiro (Re-

publicanos) – Prefeito

Santo Antonio de Posse: Hiroshi Japonês da Serraria (Soli-

dariedade) – Prefeito

São Francisco: Issau (PSDB) – Prefeito

São Lourenço da Serra: Washington Japa (MDB) – Prefeito

São Lourenço da Serra: Jorge da Bandeira (MDB) – Vice-

Prefeito

Sete Barras: Sergio Miyashita (PV) – Vice-Prefeito

Sete Barras: Jorge Kiyoharu (MDB) – Vice-Prefeito

Suzano: Rodrigo Ashiuchi (PL) – Prefeito

Tapiraí: Oscar Fujihara (MDB) – Prefeito

Tupã: Caio Aoqui (PSD) – Prefeito

Tupã: Klio Hirano (PRTB) – Prefeita

Ubatuba: Sato (PSD) – Prefeito

Ubatuba: Mauricio (PT) – Prefeito

Urânia: Robertop Toshio Miura (Republicanos) – Vice-Prefei-

to

Valparaiso: Luiz Sakae (PSDB) – Prefeito

Valparaiso: Cleber Saito (PODE) – Vice-Prefeito

男な
ん

（
２
４
歳さ

い

）
が
父ち

ち

親お
や

を
訪た

ず

ね
て
ブ
ラ
ジ
ル
を
見け

ん

聞ぶ
ん

す
る

目も
く

的て
き

で
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
来き

て
、

短た
ん

期き

で
帰き

国こ
く

す
る
予よ

定て
い

だ
っ

た
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
思お

も

い

が
け
ず
９
月が

つ

に
ネ
パ
ー
ル
の

国こ
く

際さ
い

空く
う

港こ
う

が
再さ

い

開か
い

す
る
ま
で

の
滞た

い

在ざ
い

と
な
っ
た
。（
つ
づ
く
、

大お
お

浦う
ら

智と
も

子こ

さ
ん
取し

ゅ

材ざ
い

・
寄き

稿こ
う

）

し
て
初は

じ

め
て
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ

デ
オ
が
公こ

う

開か
い

さ
れ
る
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
で
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ
れ
る
楽が

っ

曲き
ょ
くは
今こ

ん

月げ
つ

１
日た

ち

発は
つ

売ば
い

さ
れ
た
「B

aile d
e 

Tokyo (

バ
イ
レ
・
ジ
・
ト

ー
キ
ョ
ー)

」
で
、
フ
ァ
ベ
ー

ラ
発は

つ

の
音お

ん

楽が
く

ジ
ャ
ン
ル
「
バ
イ

レ
・
フ
ァ
ン
キ
」
に
盆ぼ

ん

踊お
ど

り
を

融ゆ
う

合ご
う

さ
せ
た
「
盆ぼ

ん

フ
ァ
ン
キ
」

と
い
っ
た
と
こ
ろ
。「V

am
os 

com
eçar u

m
a n

ova 
vid

a

」
と
い
う
歌か

詞し

に
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

と
デ
ビ
ュ

ー
を
夢ゆ

め

見み

続つ
づ

け
て
き
た
と
い

う
Ｒ
Ｅ
Ｉ
さ
ん
の
気き

持も

ち
が

込こ

め
ら
れ
て
い
る
。

　

コ
ン
ド
ジ
ラ
チ
ャ
ン
ネ
ル

は
同ど

う

名め
い

の
脚

き
ゃ
く

本ほ
ん

家か

・
監か

ん

督と
く

が

立た

ち
上あ

げ
た
フ
ァ
ン
キ
専せ

ん

門も
ん

チ
ャ
ン
ネ
ル
。
専せ

ん

門も
ん

チ
ャ
ン

ネ
ル
で
あ
り
な
が
ら
登と

う

録ろ
く

者し
ゃ

は
６
千せ

ん

万ま
ん

を
越こ

え
、
世せ

界か
い

で

３
番ば

ん

目め

の
規き

模ぼ

を
誇ほ

こ

る
所い

わ
ゆ
る謂

「
モ
ン
ス
タ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

だ
。（
６
日か

現げ
ん

在ざ
いSo

cial 
blade

サ
イ
ト
よ
り
）

　
「B

aile de T
okyo (

バ
イ
レ
・
ジ
・
ト
ー
キ
ョ
ー)

」

は
下か

記き

デ
ジ
タ
ル
ス
ト
ア
か

ら
購こ

う

入に
ゅ
うが
可か

能の
う

（lin
k

co
.

■
休き

ゅ
う

刊か
ん

告こ
く

知ち

■

　

日に

本ほ
ん

で
ブ
ラ
ジ
ル
を
テ
ー

マ
に
様さ

ま

々ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
の
音お

ん

楽が
く

を
盛も

り
込こ

ん
だ
楽が

っ

曲き
ょ
くを
制せ

い

作さ
く

、
音お

ん

楽が
く

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と

し
て
も
活か

つ

躍や
く

し
て
い
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ラ
ッ
パ
ー
Ｒ
Ｅ
Ｉ 

Ｃ
Ａ
Ｐ

Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｐ
さ
ん
の
新し

ん

曲
き
ょ
く

が
、
登と

う

録ろ
く

者し
ゃ

６
千せ

ん

万ま
ん

人に
ん

を
超こ

え
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
フ
ァ
ン
キ
専せ

ん

門も
ん

ユ
ー
チュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

「K
o

n
d

Z
illa

（
コ
ン
ド
ジ

ラ
）」
に
１
１
日に

ち

、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と

re/U
zC

C
Q

x8
T

）

　

K
o

n
d

Z
illa

チ
ャ
ン
ネ

ル
（y

o
u

tu
b

e
.co

m
/

channel/U
C

ff
D

X
n7

y 
cA

zw
L2

LD
lbyW

O
T

）



　

米べ
い

国こ
く

で
は
ミ
ネ
ソ
タ
州し

ゅ
う
で
の
白は

く

人じ
ん

警け
い

官か
ん

に
よ
る
黒こ

く

人じ
ん

暴ぼ
う

行こ
う

死し

を
き
っ
か
け
に
暴ぼ

う

動ど
う

が
続つ

づ

き
、「
建け

ん

国こ
く

の
父ち

ち

」
初し

ょ

代だ
い

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
像ぞ

う

ま
で
「
黒こ

く

人じ
ん

奴ど

隷れ
い

の
所し

ょ

有ゆ
う

者し
ゃ

だ
っ
た
」
と
い
う
理り

由ゆ
う

で
暴ぼ

う

徒と

に
倒た

お

さ
れ
ま
し
た
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
は
確た

し

か
に
大お

お

地じ

主ぬ
し

と
し
て
奴ど

隷れ
い

を
所し

ょ

有ゆ
う

し
て

い
ま
し
た
が
、
当と

う

時じ

の
慣か

ん

習し
ゅ
うか
ら
み
れ
ば
、
は
る
か
に
温お

ん

情
じ
ょ
う

あ
る
扱あ

つ
か
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
奴ど

隷れ
い

制せ
い

度ど

は
何な

ん

と
か
し
た
い

と
考か

ん
が
え
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
ま
ず
は
新し

ん

国こ
っ

家か

建け
ん

設せ
つ

が
当と

う

時じ

の
最さ

い

重じ
ゅ
う

要よ
う

事じ

で
し
た
。

　

そ
の
後ご

の
米べ

い

国こ
く

民み
ん

の
様さ

ま

々ざ
ま

な
努ど

力り
ょ
くが
積つ

み
重か

さ

な
っ
て
、
今こ

ん

日に
ち

、
法ほ

う

的て
き

政せ
い

治じ

的て
き

に
は
ま
っ
た
く
差さ

別べ
つ

の
な
い
制せ

い

度ど

が
築き

ず

か

れ
た
わ
け
で
、
世せ

界か
い

の
中な

か

で
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
、
こ
の
問も

ん

題だ
い

に

苦く

闘と
う

を
続つ

づ

け
て
き
た
国こ

く

民み
ん

は
い
な
い
と
思お

も

い
ま
す
。

　

当と
う

時じ

の
時じ

代だ
い

背は
い

景け
い

も
、
本ほ

ん

人に
ん

の
苦く

悩の
う

も
、
ま
た
米べ

い

国こ
く

民み
ん

の
２
世せ

い

紀き

に
わ
た
る
苦く

闘と
う

の
足あ

し

跡あ
と

を
も
一い

っ

顧こ

だ
に
せ
ず
、

２
０
０
年ね

ん

後ご

の
今こ

ん

日に
ち

の
価か

値ち

観か
ん

か
ら
、
奴ど

隷れ
い

を
持も

っ
て
い
た

と
い
う
だ
け
で
「
建け

ん

国こ
く

の
父ち

ち

」
ま
で
否ひ

定て
い

す
る
、
と
い
う
の

で
は
、
人じ

ん

種し
ゅ

対た
い

立り
つ

を
燃も

え
上あ

が
ら
せ
て
、
米べ

い

国こ
く

社し
ゃ

会か
い

の
亀き

裂れ
つ

を
深ふ

か

め
る
だ
け
で
す
。
黒こ

く

人じ
ん

の
生せ

い

活か
つ

を
今い

ま

よ
り
良よ

く
す
る
は

ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

旧
き
ゅ
う

来ら
い

の
マ
ル
ク
ス
主し

ゅ

義ぎ

は
階か

い

級き
ゅ
う

対た
い

立り
つ

の
憎ぞ

う

悪お

を
燃も

え
上あ

が
ら
せ
て
暴ぼ

う

力り
ょ
く

革か
く

命め
い

を
も
た
ら
そ
う
と
し
ま
し
た
が
、
先せ

ん

進し
ん

国こ
く

で
は
失し

っ

敗ぱ
い

。
そ
の
後こ

う

継け
い

た
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学が

く

派は

は
、

女じ
ょ

性せ
い

差さ

別べ
つ

、
人じ

ん

種し
ゅ

差さ

別べ
つ

、
性せ

い

的て
き

少し
ょ
う

数す
う

者し
ゃ

差さ

別べ
つ

な
ど
社し

ゃ

会か
い

的て
き

な

不ふ

満ま
ん

に
火ひ

を
つ
け
て
、
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

を
弱

じ
ゃ
く

体た
い

化か

さ
せ
、
現げ

ん

体た
い

制せ
い

の

政せ
い

治じ

権け
ん

力り
ょ
くを
弱よ

わ

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
［
Ａ
］。
今こ

ん

回か
い

の
黒こ

く

人じ
ん

暴ぼ
う

動ど
う

も
そ
の
手て

口ぐ
ち

の
よ
う
で
す
。

　

同ど
う

様よ
う

に
、
我わ

が
国く

に

で
は
部ぶ

落ら
く

、
蝦え

夷ぞ

、
ア
イ
ヌ
、
沖お

き

縄な
わ

な

ど
の
歴れ

き

史し

が
糾

き
ゅ
う

弾だ
ん

さ
れ
、「
和わ

の
国く

に

」
の
「
根ね

っ
こ
」
が
攻こ

う

撃げ
き

さ
れ
て
い
ま
す
。
蝦え

夷ぞ

、
ア
イ
ヌ
、
沖お

き

縄な
わ

は
、
す
で
に
史し

実じ
つ

を
辿た

ど

っ
て
考こ

う

察さ
つ

し
ま
し
た
［
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
］。
今こ

ん

回か
い

は
部ぶ

落ら
く

の
問も

ん

題だ
い

を
史し

実じ
つ

か
ら
見み

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

東と
う

京き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

の
中

ち
ゅ
う

学が
く

歴れ
き

史し

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

は
、
江え

戸ど

時じ

代だ
い

の
え
た

身み

分ぶ
ん

等な
ど

に
つ
い
て
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
説せ

つ

明め
い

し
て
い
ま
す
。

え
た
身み

分ぶ
ん

差さ

別べ
つ

解か
い

消し
ょ
う

へ
の
理り

想そ
う

２０２０年
ねん

７月
がつ

１９日
にち

版
はん

　
【
厳き

び

し
い
身み

分ぶ
ん

に
よ
る
差さ

別べ
つ

】
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
う、
町

ち
ょ
う

人に
ん

と
は
別べ

つ

に
、

え
た
身み

分ぶ
ん

、
ひ
に
ん
身み

分ぶ
ん

な
ど
の
人ひ

と

々び
と

が
い
ま
し
た
。
え
た

身み

分ぶ
ん

は
、
農の

う

業ぎ
ょ
うを
行

お
こ
な

っ
て
年ね

ん

貢ぐ

を
納お

さ

め
た
ほ
か
、
死し

ん
だ
牛

ぎ
ゅ
う

馬ば

の
解か

い

体た
い

や
皮ひ

革か
く

業ぎ
ょ
う、
雪せ

っ

駄た

作づ
く

り
、
雑ざ

つ

業ぎ
ょ
うな
ど
を
し
て
生せ

い

活か
つ

し
ま
し
た
。
ま
た
、
犯は

ん

罪ざ
い

者し
ゃ

を
と
ら
え
る
こ
と
や
牢ろ

う

番ば
ん

な
ど

の
役や

く

人に
ん

の
下し

た

働ば
た
らき
も
役や

く

目め

と
し
て
務つ

と

め
ま
し
た
。
ひ
に
ん
身み

分ぶ
ん

も
役や

く

人に
ん

の
下し

た

働ば
た
らき
や
芸げ

い

能の
う

、
雑ざ

つ

業ぎ
ょ
うな
ど
で
生せ

い

活か
つ

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
身み

分ぶ
ん

の
人ひ

と

々び
と

は
、
他た

の
身み

分ぶ
ん

の
人ひ

と

々び
と

か
ら
厳き

び

し

く
差さ

別べ
つ

さ
れ
、
村む

ら

の
運う

ん

営え
い

や
祭ま

つ

り
に
も
参さ

ん

加か

で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
幕ば

く

府ふ

や
藩は

ん

は
、
住す

む
場ば

所し
ょ

や
職

し
ょ
く

業ぎ
ょ
うを
制せ

い

限げ
ん

し
、
服ふ

く

装そ
う

な
ど
の
規き

制せ
い

を
行お

こ
な
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
身み

分ぶ
ん

の
人ひ

と

々び
と

に
対た

い

す
る
差さ

別べ
つ

意い

識し
き

が
強つ

よ

ま
り
ま
し
た
。［
東と

う

京
き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

、
Ｐ
１
１
５
］

　

こ
の
記き

述じ
ゅ
つに
は
、
以い

下か

の
３
つ
の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
史し

実じ
つ

が
書か

か
れ

て
い
ま
せ
ん
。

１
）
江え

戸ど

時じ

代だ
い

以い

前ぜ
ん

は
、
え
た
身み

分ぶ
ん

の
人ひ

と

々び
と

は
、
常

じ
ょ
う

民み
ん

に
は

不ふ

可か

能の
う

な
「
穢け

が

れ
」
を
清き

よ

め
る
仕し

事ご
と

を
持も

ち
、
皇こ

う

室し
つ

や
寺じ

社し
ゃ

に
直

ち
ょ
く

属ぞ
く

す
る
特と

っ

権け
ん

職し
ょ
く

能の
う

集し
ゅ
う

団だ
ん

で
し
た
。

２
）
江え

戸ど

時じ

代だ
い

に
は
差さ

別べ
つ

は
さ
れ
つ
つ
も
、
独ど

く

占せ
ん

的て
き

な
職

し
ょ
く

業
ぎ
ょ
う

収し
ゅ
う

入に
ゅ
うに
よ
っ
て
通つ

う

常じ
ょ
うの
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うよ
り
も
豊ゆ

た

か
な
人ひ

と

々び
と

が
珍め

ず
ら
し

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

３
）
江え

戸ど

時じ

代だ
い

後こ
う

半は
ん

に
は
、
え
た
身み

分ぶ
ん

も
同お

な

じ
人に

ん

間げ
ん

で
あ
り
、

差さ

別べ
つ

す
る
の
は
お
か
し
い
と
い
う
社し

ゃ

会か
い

常じ
ょ
う

識し
き

が
広ひ

ろ

ま
っ
て

い
ま
し
た
。

　

以い

下か

、
こ
れ
ら
の
点て

ん

を
史し

実じ
つ

で
見み

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
な

お
、
え
た
身み

分ぶ
ん

ひ
に
ん
身み

分ぶ
ん

に
は
職

し
ょ
く

能の
う

毎ご
と

、
地ち

方ほ
う

毎ご
と

に
多お

お

く

の
名め

い

称し
ょ
うが
あ
り
、
本ほ

ん

稿こ
う

で
は
引い

ん

用よ
う

を
除の

ぞ

い
て
、
え
た
身み

分ぶ
ん

と

一い
っ

括か
つ

し
て
呼よ

び
ま
す
。

　
「
鎌か

ま

倉く
ら

時じ

代だ
い

に
は
非ひ

人に
ん

に
対た

い

す
る
体た

い

制せ
い

的て
き

な
賤せ

ん

視し

・
差さ

別べ
つ

は
決け

っ

し
て
出

し
ゅ
つ

現げ
ん

し
て
い
な
い
、
と
私わ

た
し
は
考か

ん
が
え
て
い
る
」
と
は
、

中ち
ゅ
う

世せ
い

日に

本ほ
ん

史し

の
研け

ん

究き
ゅ
う

者し
ゃ

・
網あ

み

野の

善よ
し

彦ひ
こ

氏し

の
言げ

ん

で
す
［
網あ

み

野の

、

６
０
８
］。
氏し

は
こ
う
指し

摘て
き

し
ま
す
。

　
…
非ひ

人に
ん

集し
ゅ
う

団だ
ん

は
、
そ
れ
自じ

体た
い

、
基き

本ほ
ん

的て
き

に
は
「
清き

よ

目め

」
を

職し
ょ
く

能の
う

と
す
る
座ざ

的て
き

構こ
う

成せ
い

を
持も

つ
「
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

」
を
形け

い

成せ
い

し
て
お

り
、
そ
の
存そ

ん

在ざ
い

形け
い

態た
い

が
、
自じ

立り
つ

的て
き

な
集

し
ゅ
う

団だ
ん

を
な
し
、
究

き
ゅ
う

極
き
ょ
く

的て
き

に
は
天て

ん

皇の
う

の
支し

配は
い

権け
ん

に
基も

と

づ
く
課か

役え
き

・
交こ

う

通つ
う

税ぜ
い

免め
ん

除じ
ょ

の
特と

っ

権け
ん

を
保ほ

証し
ょ
うさ
れ
つ
つ
、
寺じ

社し
ゃ

等な
ど

の
権け

ん

門も
ん

に
「
芸げ

い

能の
う

」
を
通つ

う

じ

て
奉ほ

う

仕し

す
る
一い

っ

般ぱ
ん

の
「
職

し
ょ
く

人に
ん

」
と
全ま

っ
たく
同ど

う

様よ
う

で
あ
る
こ
と
も
、

ま
た
事じ

実じ
つ

で
あ
る
。［
網あ

み

野の

、
５
６
６
］

　

た
と
え
ば
鎌か

ま

倉く
ら

幕ば
く

府ふ

時じ

代だ
い

の
「
河か

わ

原ら

者も
の

」
は
え
た
身み

分ぶ
ん

の

一い
っ

種し
ゅ

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
禁き

ん

裏り

御お

庭に
わ

者も
の

」
と
し
て
清き

よ

め

の
白は

く

砂さ

を
用も

ち

い
て
庭に

わ

造づ
く

り
に
携た

ず
さ
わ
り
、
天て

ん

皇の
う

に
直

ち
ょ
く

属ぞ
く

し
て
、

四し

条じ
ょ
う

河が
わ

原ら

に
「
祓

は
ら
え

田だ

」
と
い
う
田で

ん

地ち

を
支し

給き
ゅ
うさ
れ
て
い
ま
し

た
。
後ご

醍だ
い

醐ご

天て
ん

皇の
う

が
鎌か

ま

倉く
ら

幕ば
く

府ふ

打だ

倒と
う

に
立た

ち
上あ

が
っ
た
建け

ん

武む

の
新し

ん

政せ
い

で
は
、
河か

わ

原ら

者も
の

も
そ
の
武ぶ

力り
ょ
くの

一い
ち

部ぶ

と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

戦せ
ん

国ご
く

時じ

代だ
い

に
主し

ゅ

要よ
う

な
街か

い

道ど
う

の
坂さ

か

道み
ち

に
多お

お

く
住す

ん
だ
「
坂さ

か

者も
の

」
は
、
諸し

ょ

国こ
く

を
自じ

由ゆ
う

に
往お

う

来ら
い

し
て
塩し

お

を
売う

る
権け

ん

利り

を
天て

ん

皇の
う

か
ら
与あ

た

え
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
商

し
ょ
う

売ば
い

を
し
て
い
ま
し
た
。

塩し
お

が
清き

よ

め
の
働は

た
ら
き
を
持も

つ
こ
と
か
ら
、
彼か

れ

ら
も
「
清き

よ

目め

」
の

職し
ょ
く

能の
う

を
持も

つ
人ひ

と

々び
と

で
し
た
。

　

こ
う
し
た
人ひ

と

々び
と

は
、「
清き

よ

目め

」
の
職

し
ょ
く

能の
う

を
も
っ
て
、
皇こ

う

室し
つ

や
寺じ

社し
ゃ

な
ど
「
聖せ

い

な
る
も
の
」
を
背は

い

景け
い

と
す
る
特と

っ

権け
ん

職し
ょ
く

能の
う

集し
ゅ
う

団だ
ん

で
し
た
。

　

し
か
し
、
南な

ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
うの
動ど

う

乱ら
ん

以い

降こ
う

、
武ぶ

力り
ょ
くや
世せ

俗ぞ
く

的て
き

な
政せ

い

治じ

力り
ょ
くが
も
の
を
言い

う
時じ

代だ
い

に
な
り
、
天て

ん

皇の
う

や
神し

ん

仏ぶ
つ

の
権け

ん

威い

が
低て

い

下か

す
る
と
、
職

し
ょ
く

能の
う

民み
ん

の
地ち

位い

も
下さ

が
っ
て
い
き
ま
す
。
特と

く

に

死し

ん
だ
牛

ぎ
ゅ
う

馬ば

の
解か

い

体た
い

の
よ
う
な
「
穢け

が
れ
」
に
関か

か

わ
る
職

し
ょ
く

能の
う

民み
ん

は
、

か
つ
て
の
特と

っ

権け
ん

が
差さ

別べ
つ

の
要よ

う

因い
ん

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

江え

戸ど

時じ

代だ
い

に
入は

い

る
と
、
幕ば

く

府ふ

の
政せ

い

策さ
く

で
職

し
ょ
く

能の
う

に
基も

と

づ
く

「
身み

分ぶ
ん

制せ
い

」
が
確か

く

立り
つ

さ
れ
、
武ぶ

士し

、
町

ち
ょ
う

人に
ん

（
都と

市し

に
住す

む
商

し
ょ
う

人に
ん

や
職

し
ょ
く

人に
ん

）、
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
う（
農の

う

民み
ん

）
と
分わ

け
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
大だ

い

工く

、
鍛か

冶じ

屋や

、
薬

く
す
り

屋や

な
ど
、
同お

な

じ
職

し
ょ
く

種し
ゅ

を
同ど

う

一い
つ

区く

画か
く

に

集あ
つ

め
て
住す

ま
わ
せ
る
集

し
ゅ
う

住じ
ゅ
う

政せ
い

策さ
く

が
と
ら
れ
ま
し
た
。

　

江え

戸ど

幕ば
く

府ふ

が
こ
う
し
た
身み

分ぶ
ん

制せ
い

を
確か

く

立り
つ

さ
せ
た
の
は
、
社し

ゃ

会か
い

の
安あ

ん

定て
い

を
保た

も

つ
た
め
で
し
ょ
う
。
戦せ

ん

国ご
く

時じ

代だ
い

の
よ
う
に
、

農の
う

民み
ん

が
武ぶ

装そ
う

し
て
、
い
つ
領

り
ょ
う

主し
ゅ

に
反は

ん

抗こ
う

す
る
か
分わ

か
ら
な
い

よ
う
で
は
、
平へ

い

和わ

な
社し

ゃ

会か
い

は
保た

も

て
ま
せ
ん
。
ま
た
大だ

い

工く

、
鍛か

冶じ

屋や

な
ど
を
集

し
ゅ
う

住じ
ゅ
うさ
せ
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

し
ょ
く

能の
う

毎ご
と

に
あ

る
程て

い

度ど

の
自じ

治ち

を
行お

こ
な
わ
せ
、
幕ば

く

府ふ

も
管か

ん

理り

し
や
す
く
な
り
ま

す
。
中

ち
ゅ
う

世せ
い

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ギ
ル
ド
と
同ど

う

様よ
う

の
現げ

ん

象し
ょ
うに
見み

え
ま

す
。

　

こ
の
政せ

い

策さ
く

の
も
と
で
、
皮ひ

革か
く

業ぎ
ょ
うや
革か

わ

を
用も

ち

い
た
草ぞ

う

履り

を
作つ

く

る
職

し
ょ
く

能の
う

民み
ん

な
ど
が
村む

ら

の
一い

っ

角か
く

に
集あ

つ

ま
り
、
こ
れ
が
そ
の
後ご

の

「
部ぶ

落ら
く

」
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

当と
う

時じ

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
つ
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
商

し
ょ
う

館か
ん

付づ

き
の
医い

師し

シ
ー
ボ
ル
ト
が
、
文ぶ

ん

政せ
い

９
（
１
８
２
６
）
年ね

ん

の
長な

が

崎さ
き

か
ら
江え

戸ど

へ
の
旅た

び

に
も
と
づ
い
て
書か

い
た
『
江え

戸ど

参さ
ん

府ぷ

紀き

行こ
う

』
に
こ

う
記し

る

し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
は
も
っ
ぱ
ら
皮か

わ

の
加か

工こ
う

に
従

じ
ゅ
う

事じ

す
る
い
わ
ゆ
る
え

た
が
た
く
さ
ん
住す

ん
で
い
る
。
こ
の
人ひ

と

た
ち
は
一い

っ

般ぱ
ん

に
き
ら

わ
れ
て
い
て
、
非ひ

常じ
ょ
うに
低ひ

く

い
一い

っ

種し
ゅ

独ど
く

特と
く

の
階か

い

級き
ゅ
うに
属ぞ

く

し
、
普ふ

通つ
う

は
隔か

く

離り

さ
れ
た
町ま

ち

に
住す

み
、
他た

の
村む

ら

人び
と

と
は
公こ

う

民み
ん

と
し
て

協き
ょ
う

同ど
う

体た
い

を
つ
く
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
村む

ら

人び
と

の
住

じ
ゅ
う

居き
ょ

に
は
い
る
こ

と
す
ら
許ゆ

る

さ
れ
て
い
な
い
。［
斉さ

い

藤と
う

、
Ｐ
１
０
４
］

　

一い
っ

方ぽ
う

、
江え

戸ど

時じ

代だ
い

に
入は

い

っ
て
皮ひ

革か
く

の
需じ

ゅ

要よ
う

が
高た

か

ま
り
、
西に

し

日に

本ほ
ん

各か
く

地ち

か
ら
原げ

ん

皮ぴ

を
集あ

つ

め
る
大お

お

阪さ
か

の
渡わ

た

辺な
べ

村む
ら

が
成せ

い

長ち
ょ
うし
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
年ね

ん

間か
ん

１
０
万ま

ん

枚ま
い

も
の
原げ

ん

皮ぴ

を
扱

あ
つ
か

っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
裕ゆ

う

福ふ
く

な
皮ひ

革か
く

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

も

生う

ま
れ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
文ぶ

ん

化か

１
３
（
１
８
１
６
）
年ね

ん

に
書か

か
れ
た
『
世せ

事じ

見け
ん

聞ぶ
ん

録ろ
く

』
に
は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
伝つ

た

え
て

い
ま
す
。

　
大お

お

坂さ
か

渡わ
た

辺な
べ

の
え
た
に
太た

い

鼓こ

屋や

又ま
た

兵べ

衛え

と
い
え
る
は
、
お
よ

そ
七な

な

十じ
ゅ
う

万ま
ん

両り
ょ
う

程ほ
ど

の
分ぶ

ん

限げ
ん

に
て
、
和わ

漢か
ん

の
珍ち

ん

器き

倉そ
う

庫こ

に
充

じ
ゅ
う

満ま
ん

し
、著ち

ょ

侈し

お
お
か
た
な
ら
ず
、美び

妾し
ょ
うも
七し

ち

、八は
ち

人に
ん

あ
り
と
い
う
。

［
斉さ

い

藤と
う

、
Ｐ
１
２
５
］

　

嘉か

永え
い

３
（
１
８
５
０
）
年ね

ん

に
履は

き
物も

の

の
原げ

ん

材ざ
い

料り
ょ
うで
あ
る
竹た

け

皮か
わ

の
値ね

段だ
ん

が
急

き
ゅ
う

騰と
う

し
た
際さ

い

に
は
、
大お

お

阪さ
か

周し
ゅ
う

辺へ
ん

１
７
カ
村む

ら

の
え

た
身み

分ぶ
ん

の
人ひ

と

々び
と

が
団だ

ん

結け
つ

し
て
、
市し

中ち
ゅ
うの
竹た

け

皮か
わ

問ど
ん

屋や

と
交こ

う

渉し
ょ
うし
、

卸お
ろ
し

売う

り
値ね

段だ
ん

の
値ね

下さ

げ
に
成せ

い

功こ
う

し
た
と
い
う
記き

録ろ
く

も
見み

ら

れ
ま
す
。［
斉さ

い

藤と
う

、
Ｐ
１
２
９
］

　

え
た
身み

分ぶ
ん

の
人ひ

と

々び
と

は
、
封ほ

う

建け
ん

的て
き

な
身み

分ぶ
ん

制せ
い

の
も
と
で
日に

ち

常
じ
ょ
う

的て
き

な
差さ

別べ
つ

は
受う

け
つ
つ
も
、
そ
れ
を
跳は

ね
返か

え

す
よ
う
に
、
皮ひ

革か
く

加か

工こ
う

や
履は

き
物も

の

製せ
い

造ぞ
う

な
ど
特と

く

定て
い

の
職

し
ょ
く

能の
う

を
通つ

う

じ
て
相そ

う

当と
う

の

経け
い

済ざ
い

力り
ょ
く、
交こ

う

渉し
ょ
う

力り
ょ
くを
持も

つ
に
至い

た

っ
た
の
で
す
。

　

え
た
身み

分ぶ
ん

の
中な

か

に
は
、
農の

う

地ち

を
所し

ょ

有ゆ
う

し
て
農の

う

業ぎ
ょ
うを
営い

と
な
む

人ひ
と

々び
と

も
現あ

ら
わ
れ
ま
し
た
。
当と

う

時じ

の
安あ

ん

定て
い

・
確か

く

実じ
つ

な
生せ

い

産さ
ん

手し
ゅ

段だ
ん

は
農の

う

業ぎ
ょ
うだ
っ
た
の
で
、
金き

ん

銭せ
ん

的て
き

な
余よ

裕ゆ
う

が
で
き
る
と
農の

う

地ち

を

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

え
た
身み

分ぶ
ん

の
人ひ

と

々び
と

、
志

こ
こ
ろ
ざ
しあ
る
人ひ

と

々び
と

が
、
差さ

別べ
つ

解か
い

消し
ょ
う

に
向む

け
て

　
　
　
　

地じ

道み
ち

な
努ど

力り
ょ
く

を
続つ

づ

け
て
き
た
。
彼か

れ

ら
の
目め

指ざ

し
た
理り

想そ
う

と
は
？

買か

っ
た
よ
う
で
す
。
河か

わ

内ち

国こ
く

更さ
ら

池い
け

村む
ら

で
は
「
か
わ
た
」
と
呼よ

ば
れ
た
、
え
た
身み

分ぶ
ん

が
２
８
戸こ

あ
り
、
す
べ
て
農の

う

地ち

を
持も

っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
平へ

い

均き
ん

は
８
・４
石ご

く

で
、
一い

っ

般ぱ
ん

農の
う

民み
ん

の
６
・

５
石ご

く

よ
り
多お

お

か
っ
た
と
い
う
記き

録ろ
く

が
残の

こ

さ
れ
て
い
ま
す
。

［
斉さ

い

藤と
う

、
Ｐ
１
５
４
］

　

江え

戸ど

時じ

代だ
い

の
中ち

ゅ
う
・
後こ

う

期き

に
な
る
と
、
え
た
身み

分ぶ
ん

の
人ひ

と

々び
と

に

農の
う

地ち

を
売う

る
こ
と
を
禁き

ん

止し

す
る
藩は

ん

も
出で

て
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

え
た
身み

分ぶ
ん

の
農の

う

地ち

取し
ゅ

得と
く

が
拡か

く

大だ
い

し
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
を
阻そ

止し

し
よ
う
と
し
た
動う

ご

き
、
と
見み

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
中な

か

で
も
、
え
た
身み

分ぶ
ん

の
人ひ

と

々び
と

が
堂ど

う

々ど
う

と
領

り
ょ
う

主し
ゅ

に
訴う

っ
た
え
て
争

あ
ら
そ

っ
た

事じ

例れ
い

も
記き

録ろ
く

さ
れ
て
い
ま
す
。［
斉さ

い

藤と
う

、
Ｐ
１
５
７
］

　

江え

戸ど

時じ

代だ
い

の
人じ

ん

口こ
う

は
前ぜ

ん

半は
ん

は
急

き
ゅ
う

激げ
き

に
増ぞ

う

加か

し
ま
す
が
、
中

ち
ゅ
う

期き

か
ら
後こ

う

期き

に
か
け
て
は
停て

い

滞た
い

し
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
地ち

球き
ゅ
うが

寒か
ん

冷れ
い

期き

を
迎む

か

え
て
、
享

き
ょ
う

保ほ

、
天て

ん

明め
い

、
天て

ん

保ぽ
う

と
大だ

い

飢き

饉き
ん

が
続つ

づ

い

た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
間か

ん

も
、
え
た
身み

分ぶ
ん

の
人じ

ん

口こ
う

は

ほ
ぼ
順

じ
ゅ
ん

調ち
ょ
うに
増ふ

え
続つ

づ

け
ま
し
た
。
そ
の
理り

由ゆ
う

と
し
て
は
、
農の

う

業ぎ
ょ
うと
と
も
に
皮ひ

革か
く

業ぎ
ょ
うそ
の
他ほ

か

の
職

し
ょ
く

業ぎ
ょ
うを
も
っ
て
お
り
、
農の

う

業
ぎ
ょ
う

一い
っ

本ぽ
ん

槍や
り

の
農の

う

民み
ん

よ
り
も
生せ

い

活か
つ

は
安あ

ん

定て
い

し
て
い
た
、
と
考か

ん
が
え
ら

れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事じ

実じ
つ

か
ら
、
え
た
身み

分ぶ
ん

の
人ひ

と

々び
と

は
社し

ゃ

会か
い

的て
き

な
差さ

別べ
つ

は
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
す
べ
て
経け

い

済ざ
い

的て
き

に
も
窮

き
ゅ
う

迫は
く

し
て
い
た
、
と
い
う
見み

方か
た

は
成な

り
立た

た
な
い
よ

う
で
す
。［
斉さ

い

藤と
う

、
Ｐ
１
１
５
］

　

江え

戸ど

時じ

代だ
い

後こ
う

期き

に
は
、
え
た
身み

分ぶ
ん

へ
の
差さ

別べ
つ

を
批ひ

判は
ん

す
る

考か
ん
がえ
が
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
広ひ

ろ

ま
っ
て
い
き
ま
す
。
尊そ

ん

皇の
う

攘じ
ょ
う

夷い

論ろ
ん

者し
ゃ

だ
っ

た
加か

賀が

藩は
ん

士し

・
千せ

ん

秋し
ゅ
う

藤ふ
じ

篤あ
つ

は
、『
穢え

多た

を
治お

さ
む
む
る
議ぎ

』
の
な

か
で
、
え
た
身み

分ぶ
ん

の
人ひ

と

々び
と

を
「
醜

し
ゅ
う

類る
い

」
と
み
な
し
て
差さ

別べ
つ

す

る
人ひ

と

々び
と

を
批ひ

判は
ん

し
て
、「
い
ず
く
ん
ぞ
人じ

ん

体た
い

に
し
て
、
獣

じ
ゅ
う

性せ
い

の
者も

の

あ
ら
ん
や
」
と
指し

摘て
き

し
て
い
ま
す
。
こ
の
『
議ぎ

』
は
部ぶ

落ら
く

解か
い

放ほ
う

論ろ
ん

の
先さ

き

駆が

け
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
ち
ょ
う

州し
ゅ
うの
高た

か

杉す
ぎ

晋し
ん

作さ
く

が
組そ

織し
き

し
た
奇き

兵へ
い

隊た
い

は
、
身み

分ぶ
ん

制せ
い

度ど

に

と
ら
わ
れ
ず
、
農の

う

民み
ん

や
町

ち
ょ
う

人に
ん

の
み
な
ら
ず
、
え
た
身み

分ぶ
ん

も
兵へ

い

隊た
い

に
取と

り
立た

て
て
い
ま
し
た
。
軍ぐ

ん

隊た
い

で
活か

つ

躍や
く

す
る
こ
と
は
、

世せ

界か
い

各か
く

地ち

で
見み

ら
れ
る
差さ

別べ
つ

打だ

破は

の
早は

や

道み
ち

で
す
。
第だ

い

２
次じ

大た
い

戦せ
ん

で
は
米べ

い

国こ
く

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

部ぶ

隊た
い

が
欧お

う

州し
ゅ
う

戦せ
ん

線せ
ん

で
大だ

い

活か
つ

躍や
く

し
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

差さ

別べ
つ

を
跳は

ね
返か

え

す
き
っ
か
け
を
作つ

く

り
ま
し
た
。

　

千せ
ん

秋し
ゅ
う

藤ふ
じ

篤あ
つ

に
し
ろ
、
高た

か

杉す
ぎ

晋し
ん

作さ
く

に
し
ろ
、
尊そ

ん

皇の
う

派は

が
差さ

別べ
つ

に
反は

ん

対た
い

し
た
こ
と
は
偶ぐ

う

然ぜ
ん

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高た

か

杉す
ぎ

晋し
ん

作さ
く

の

師し

・
吉よ

し

田だ

松し
ょ
う

陰い
ん

は
、
古こ

代だ
い

日に

本ほ
ん

の
理り

想そ
う

か
ら
、
天て

ん

皇の
う

の
も

と
万ば

ん

民み
ん

は
平

び
ょ
う

等ど
う

と
い
う
「
一い

っ

君く
ん

万ば
ん

民み
ん

」
を
唱と

な

え
て
い
ま
し
た
。

身み

分ぶ
ん

差さ

別べ
つ

政せ
い

策さ
く

は
徳と

く

川が
わ

幕ば
く

府ふ

の
封ほ

う

建け
ん

制せ
い

度ど

の
一い

ち

部ぶ

で
あ
り
、

我わ

が
国く

に

で
は
「
一い

っ

君く
ん

万ば
ん

民み
ん

」
こ
そ
本ほ

ん

来ら
い

の
理り

想そ
う

で
、
民た

み

は
す

べ
て
平

び
ょ
う

等ど
う

な
「
大お

お

御み

宝た
か
ら」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考か

ん
が
え
る

か
ら
で
す
。

　

た
と
え
ば
古こ

代だ
い

律り
つ

令り
ょ
う

国こ
っ

家か

で
は
、
す
べ
て
の
土と

地ち

と
人じ

ん

民み
ん

を
国こ

っ

家か

が
直

ち
ょ
く

接せ
つ

お
さ
め
る
公こ

う

地ち

公こ
う

民み
ん

の
原げ

ん

則そ
く

が
打う

ち
立た

て
ら

れ
、
人ひ

と

々び
と

に
土と

地ち

を
分わ

け
る
班は

ん

田で
ん

収し
ゅ
う

受じ
ゅ

法ほ
う

が
制せ

い

定て
い

さ
れ
ま
し

た
。

　

唐と
う

の
均き

ん

田で
ん

法ほ
う

に
似に

て
い
ま
す
が
、
根こ

ん

本ぽ
ん

的て
き

に
違ち

が

う
の
は
、

唐と
う

で
は
１
８
歳さ

い

以い

上じ
ょ
う５
９
歳さ

い

以い

下か

の
男だ

ん

子し

に
し
か
口く

分ぶ
ん

田で
ん

を

与あ
た

え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日に

本ほ
ん

で
は
満ま

ん

６
歳さ

い

以い

上じ
ょ
うの
男だ

ん

子し

に

１
．「
建け

ん

国こ
く

の
父ち

ち

」
ジ
ョ
ー
ジ
・

        

ワ
シ
ン
ト
ン
の
像ぞ

う

ま
で

        

倒た
お

す
黒こ

く

人じ
ん

暴ぼ
う

動ど
う

は
２
段だ

ん

（
現げ

ん

在ざ
い

の
約や

く

２
３
０
０
平へ

い

米べ
い

）、
女じ

ょ

子し

に
は
そ
の
３

分ぶ
ん

の
２
、
奴ぬ

婢ひ

に
は
良

り
ょ
う

民み
ん

の
男だ

ん

女じ
ょ

の
そ
れ
ぞ
れ
３
分ぶ

ん

の
１
の

口く

分ぶ
ん

田で
ん

が
与あ

た

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
唐と

う

に
比く

ら

べ
れ
ば
、

は
る
か
に
国こ

く

民み
ん

の
基き

本ほ
ん

的て
き

人じ
ん

権け
ん

に
配は

い

慮り
ょ

し
た
制せ

い

度ど

で
し
た
。

　

幕ば
く

末ま
つ

の
混こ

ん

乱ら
ん

期き

に
、「
え
た
」「
ひ
に
ん
」
の
「
賤せ

ん

称し
ょ
う」
廃は

い

止し

に
貢こ

う

献け
ん

し
た
の
が
え
た
身み

分ぶ
ん

を
率ひ

き

い
た
弾だ

ん

左ざ

衛え

門も
ん

で
し

た
。
弾だ

ん

左ざ

衛え

門も
ん

は
関か

ん

東と
う

一い
ち

円え
ん

の
６
千せ

ん

軒け
ん

も
の
皮ひ

革か
く

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

を
統と

う

制せ
い

す
る
強

き
ょ
う

大だ
い

な
権け

ん

限げ
ん

を
幕ば

く

府ふ

か
ら
与あ

た

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

薩さ
っ

長ち
ょ
うに
追お

い
つ
め
ら
れ
た
幕ば

く

府ふ

を
助た

す

け
よ
う
と
、
弾だ

ん

左ざ

衛え

門も
ん

は
え
た
身み

分ぶ
ん

の
者も

の

で
歩ほ

兵へ
い

一い
ち

大だ
い

隊た
い

を
作つ

く

り
、
幕ば

く

府ふ

か
ら
人に

ん

数ず
う

分ぶ
ん

の
鉄て

っ

砲ぽ
う

を
借か

り
た
い
と
嘆た

ん

願が
ん

し
て
い
ま
す
。

　

食
し
ょ
く

費ひ

だ
け
で
も
月つ

き

二に

千せ
ん

両り
ょ
うも
か
か
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
皮ひ

革か
く

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

、
芸げ

い

人に
ん

、
吉よ

し

原は
ら

の
遊ゆ

う

女じ
ょ

な
ど
、
え
た
身み

分ぶ
ん

に
一い

っ

定て
い

の

税ぜ
い

を
か
け
て
ま
か
な
う
。「
え
た
」
と
い
う
「
賤せ

ん

称し
ょ
う」
を
廃は

い

止し

し
て
も
ら
う
こ
と
を
条

じ
ょ
う

件け
ん

と
し
て
、
こ
の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
幕ば

く

府ふ

に

申も
う

し
出で

た
の
で
し
た
。
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

の
許ゆ

る

し
も
出で

て
、
幕ば

く

府ふ

は
手て

始は
じ

め
と
し
て
弾だ

ん

左ざ

衛え

門も
ん

と
手て

代だ
い

６
５
名め

い

の
身み

分ぶ
ん

を
「
士し

分ぶ
ん

」
に

引ひ

き
上あ

げ
ま
し
た
。［
塩し

お

見み

］

　

し
か
し
、
そ
こ
で
幕ば

く

府ふ

が
崩ほ

う

壊か
い

し
、
明め

い

治じ

維い

新し
ん

と
な
り
ま

し
た
。
明め

い

治じ

４
（
１
８
７
１
）
年ね

ん

、
新し

ん

政せ
い

府ふ

は
解か

い

放ほ
う

令れ
い

に
て

「
穢え

多た

非ひ

人に
ん

ノ
称し

ょ
う
ヲ
廃は

い

シ
身み

分ぶ
ん

職し
ょ
く

業ぎ
ょ
う

共と
も

平へ
い

民み
ん

同ど
う

様よ
う

ト
ス
」
と

定さ
だ

め
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
反は

ん

対た
い

す
る
平へ

い

民み
ん

た
ち
が
、

各か
く

地ち

で
暴ぼ

う

動ど
う

を
起お

こ
し
ま
し
た
。
人ひ

と

の
意い

識し
き

は
す
ぐ
に
は
変か

わ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
後ご

も
差さ

別べ
つ

撤て
っ

廃ぱ
い

に
向む

け
、
長

ち
ょ
う

期き

間か
ん

の
地じ

道み
ち

な
努ど

力り
ょ
くが
続つ

づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

弾だ
ん

左ざ

衛え

門も
ん

は
同ど

う

年ね
ん

、
私し

財ざ
い

を
投と

う

じ
て
ア
メ
リ
カ
の
靴く

つ

職し
ょ
く

人に
ん

を
高こ

う

給き
ゅ
うで
呼よ

び
寄よ

せ
、
配は

い

下か

の
皮ひ

革か
く

職し
ょ
く

人に
ん

た
ち
に
、
西せ

い

洋よ
う

的て
き

な
軍ぐ

ん

装そ
う

に
必ひ

つ

要よ
う

な
靴く

つ

や
ベ
ル
ト
な
ど
を
作つ

く

る
技ぎ

術じ
ゅ
つを
身み

に
つ

け
さ
せ
ま
し
た
。
皮ひ

革か
く

職し
ょ
く

人に
ん

た
ち
に
国こ

っ

家か

の
必ひ

つ

要よ
う

な
も
の
を

作つ
く

ら
せ
、
国こ

く

民み
ん

と
し
て
処と

こ
ろ
を
得え

さ
せ
る
た
め
の
手し

ゅ

段だ
ん

で
し
た
。

　

こ
う
し
て
「
和わ

の
国く

に

」
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
差さ

別べ
つ

は
、
え

た
身み

分ぶ
ん

の
側が

わ

の
努ど

力り
ょ
く、
国こ

く

民み
ん

の
有ゆ

う

志し

の
言げ

ん

挙あ

げ
、
国こ

っ

家か

の
政せ

い

策さ
く

を
通つ

う

じ
て
、
一い

っ

歩ぽ

一い
っ

歩ぽ

改か
い

善ぜ
ん

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
特と

く

定て
い

の
人じ

ん

種し
ゅ

や
職

し
ょ
く

種し
ゅ

に
対た

い

し
て
差さ

別べ
つ

を
す
る
の
は
、
ど
こ
の
国く

に

に

も
あ
る
こ
と
で
す
が
、
大た

い

切せ
つ

な
の
は
、
そ
の
解か

い

消し
ょ
うの
た
め
の

努ど

力り
ょ
くが
ど
れ
ほ
ど
な
さ
れ
た
か
で
す
。
こ
れ
は
同ど

う

時じ

代だ
い

の
他た

国こ
く

と
比く

ら

べ
る
こ
と
で
分わ

か
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

で
は
や
は
り
皮ひ

革か
く

業ぎ
ょ
うを
行お

こ
な
う
「
白は

く

丁て
い

」
が
最さ

い

下か

級き
ゅ
うの
賤せ

ん

民み
ん

と
さ
れ
、
文も

字じ

を
知し

る
こ
と
、
葬そ

う

式し
き

で
棺か

ん

桶お
け

を
つ
か
う
こ
と
、
墓ぼ

碑ひ

を
建た

て
る
こ
と
ま
で
禁き

ん

止し

さ

れ
、
こ
の
差さ

別べ
つ

は
１
９
０
９
年ね

ん

の
日に

本ほ
ん

統と
う

治ち

時じ

代だ
い

に
よ
う
や

く
撤て

っ

廃ぱ
い

さ
れ
ま
し
た
。
身み

分ぶ
ん

解か
い

放ほ
う

さ
れ
た
白し

ろ

丁て
い

も
学が

っ

校こ
う

に
通か

よ

う
こ
と
が
許き

ょ

可か

さ
れ
ま
し
た
が
、
貴き

族ぞ
く

階か
い

級き
ゅ
うの
両

り
ゃ
ん

班ば
ん

は
抵て

い

抗こ
う

活か
つ

動ど
う

を
繰く

り
広ひ

ろ

げ
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
こ
れ
を
断だ

ん

固こ

と
し
て
鎮ち

ん

圧あ
つ

し
ま
し
た
。［
Ｗ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ａ
］

　

差さ

別べ
つ

は
、
人に

ん

間げ
ん

が
他た

者し
ゃ

を
見み

下く
だ

す
事こ

と

で
虚き

ょ

栄え
い

心し
ん

を
満ま

ん

足ぞ
く

さ

せ
よ
う
と
す
る
人に

ん

間げ
ん

心し
ん

理り

の
醜み

に
く
い
面め

ん

か
ら
出で

て
き
て
い
る
よ

う
で
す
。
そ
れ
を
克こ

く

服ふ
く

す
る
に
は
人ひ

と

々び
と

に
正た

だ

し
い
方ほ

う

向こ
う

を
指さ

・
斎さ

い

藤と
う

洋よ
う

一い
ち

、
大お

お

石い
し

慎し
ん

三さ
ぶ

郎ろ
う

『
身み

分ぶ
ん

差さ

別べ
つ

社し
ゃ

会か
い

の
真し

ん

実じ
つ

』

★
★
、
講こ

う

談だ
ん

社し
ゃ

現げ
ん

代だ
い

新し
ん

書し
ょ

、

Ｈ
７

・
塩し

お

見み

鮮せ
ん

一い
ち

郎ろ
う

『
解か

い

放ほ
う

令れ
い

の

明め
い

治じ

維い

新し
ん

―
賤せ

ん

称し
ょ
う

廃は
い

止し

を

め
ぐ
っ
て
』
★
★
、河か

わ

出で

ブ
ッ

ク
ス
（
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｅ
版は

ん

）、

Ｈ
２
３

・
東と

う

京き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

、『
新し

ん

編ぺ
ん

新あ
た
らし

い
社し

ゃ

会か
い

歴れ
き

史し　
［
平へ

い

成せ
い

２
８

年ね
ん

度ど

採さ
い

用よ
う

］』
★
、
Ｈ
２
７

し
示し

め

す
理り

想そ
う

が
必ひ

つ

要よ
う

な
の
で
し
ょ
う
。
我わ

が
国く

に

に
お
い
て
は

「
一い

っ

君く
ん

万ば
ん

民み
ん

」
と
い
う
「
和わ

の
国く

に

」
の
理り

想そ
う

が
、
差さ

別べ
つ

解か
い

消
し
ょ
う

に
向む

け
て
人ひ

と

々び
と

を
覚か

く

醒せ
い

さ
せ
る
力ち

か
ら
と
な
っ
た
と
言い

え
そ
う
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
０
８
８
）　

ゆ
が
ん
だ
リ
ベ
ラ
ル
思し

想そ
う

を
正た

だ

す
道み

ち

「
和わ

の
国く

に

」
日に

本ほ
ん

に
は
、
リ
ベ
ラ
ル
の
ゆ
が
ん
だ
思し

想そ
う

を
正た

だ

す
力ち

か
ら
が
あ
る
。

Ｂ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
６
３
５
）　

ア
イ
ヌ
と
の
同ど

う

化か

・
融ゆ

う

和わ

・

共き
ょ
う

生せ
い

の
歴れ

き

史し

「
も
の
の
わ
か
っ
た
人ひ

と

は
、
私わ

た
し
た
ち
ア
イ
ヌ
を
本ほ

ん

当と
う

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
尊そ

ん

敬け
い

し
て
く
れ
ま
し
た
」

Ｃ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
１
７
２
）　

か
く
て
蝦え

夷ぞ

は
「
和わ

の
国く

に

」

に
迎む

か

え
入い

れ
ら
れ
た

　

坂さ
か

上
の
う
え
の

田た

村む
ら

麻ま

呂ろ

に「
征せ

い

服ふ
く

」さ
れ
た
蝦え

夷ぞ

の
子し

孫そ
ん

た
ち
は
、

な
ぜ
彼か

れ

を
称た

た

え
、
思し

慕ぼ

す
る
の
か
？

Ｄ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
９
５
８
）　

日に

本ほ
ん

を
守ま

も

る
沖お

き

縄な
わ

の
戦た

た
か

い　

～　

我が

那な

覇は

真ま
さ

子こ

さ
ん
、
国こ

く

連れ
ん

で
の
言げ

ん

論ろ
ん

戦せ
ん

　

翁お
き

長な

知ち

事じ

の
国こ

く

連れ
ん

を
利り

用よ
う

し
た
米べ

い

軍ぐ
ん

基き

地ち

移い

転て
ん

反は
ん

対た
い

に
、

若わ
か

き
沖お

き

縄な
わ

女じ
ょ

性せ
い

が
立た

ち
上あ

が
っ
た
。

Ｅ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
８
２
３
）　

歴れ
き

史し

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

読よ

み
比く

ら

べ

（
１
２
）　

：
奈な

良ら

時じ

代だ
い

、
公こ

う

地ち

公こ
う

民み
ん

か
階か

い

級き
ゅ
う

社し
ゃ

会か
い

か

　

唐と
う

に
倣な

ら

っ
た
平へ

い

城じ
ょ
う

京き
ょ
うも
口く

分ぶ
ん

田で
ん

も
、
そ
の
内な

い

実じ
つ

は
ま
る
で

違ち
が

っ
て
い
た
。

Ｂ
．
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
比ひ

較か
く　

中
ち
ゅ
う

学が
く

歴れ
き

史し

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

―
国こ

く

際さ
い

派は

日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
育そ

だ

て
る
』、
勉べ

ん

誠せ
い

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

、
Ｈ
３
０

ア
マ
ゾ
ン
「
中

ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
社し

ゃ

会か
い

」
１
位い

、「
教

き
ょ
う

科か

教き
ょ
う

育い
く　

社し
ゃ

会か
い

」

１
位い

、「
日に

本ほ
ん

史し

」
１
１
位い

、
総そ

う

合ご
う

２
５
２
位い

（
Ｈ
３
０
／

１
１
／
１
０
調し

ら

べ
）

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

・Ｗ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ａ　
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
．　

＂
白は

く

丁て
い

．
＂　

Ｗ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ａ
．　

Ｗ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
Ｅ

Ｄ
Ｉ
Ａ
，　

１
１　

Ｊ
Ｕ
Ｌ
．　

２
０
２
０
．　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
．　

１
１　
Ｊ
Ｕ
Ｌ
．　

２
０
２
０
．

・
網あ

み

野の

善よ
し

彦ひ
こ

『
中

ち
ゅ
う

世せ
い

の
非ひ

人に
ん

と
遊ゆ

う

女じ
ょ

』
★
、
講こ

う

談だ
ん

社し
ゃ

学が
く

術じ
ゅ
つ

文ぶ
ん

庫こ

（
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｅ
版ば

ん

）、
Ｈ
１
７

２
．
中ち

ゅ
う

学が
く

歴れ
き

史し

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

に

        

書か

か
れ
て
い
な
い
こ
と

３
．「
清き

よ

目め

」
の
職し

ょ
く

能の
う

を
も
っ
て

        

皇こ
う

室し
つ

や
寺じ

社し
ゃ

に
直ち

ょ
く

属ぞ
く

す
る    

        

特と
っ

権け
ん

職し
ょ
く

能の
う

階か
い

級き
ゅ
う

（３） ２０２０（令和二）年第５５９０号 	１０月	１０日	（土曜日）

９
．
差さ

別べ
つ

解か
い

消し
ょ
う

に
向む

け
て
人ひ

と

々び
と

を

         

覚か
く

醒せ
い

さ
せ
る
理り

想そ
う

４
．
天て

ん

皇の
う

や
神し

ん

仏ぶ
つ

の
権け

ん

威い

低て
い

下か

に
よ
っ
て

        

差さ

別べ
つ

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

８
．
え
た
身み

分ぶ
ん

の
「
賤せ

ん

称し
ょ
う

」
廃は

い

止し

６
．
飢き

饉き
ん

も
逞た

く
ま

し
く
生い

き
抜ぬ

い
た
人ひ

と

々び
と

５
．
封ほ

う

建け
ん

社し
ゃ

会か
い

の
差さ

別べ
つ

、

        

市し

場じ
ょ
う

経け
い

済ざ
い

で
得え

た
実じ

つ

力り
ょ
く

７
．
尊そ

ん

皇の
う

派は

か
ら
の
「
一い

っ

君く
ん

万ば
ん

民み
ん

」の

        

理り

想そ
う

に
よ
る
差さ

別べ
つ

批ひ

判は
ん



《補
ほ

講
こう

》	 日
にち

露
ろ

戦
せん

争
そう

を戦
たたか

った日
に

本
ほん

人
じん

（４）２０２０（令和二）年 第５５９０号	１０月	１０日	（土曜日）

日に
ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

時じ

の
様よ

う

子す

（Original uploader and author w
as Dustandshadow

 at en.w
ikipedia / Public dom

ain

）

秋
あき

山
やま

真
さね

之
ゆき

は海
かい

軍
ぐん

中
ちゅう

将
じょう

、大
だい

日
にっ

本
ぽん

帝
てい

国
こく

海
かい

軍
ぐん

。本
ほん

日
じつ

天
てん

気
き

晴
せい

朗
ろう

ナレドモ波
なみ

タカ
シの電

でん

文
ぶん

を起
き

案
あん

した（photographer 
is unknown / Public domain）

画か
っ

期き

的て
き

だ
っ
た
日に

ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

　
ロ
シ
ア
は
１
９
世せ

い

紀き

の
末す

え

、

不ふ

凍と
う

港こ
う

を
求も

と

め
て
、
東ひ

が
し

ア
ジ

ア
に
目め

を
向む

け
始は

じ

め
た
。
ロ

シ
ア
の
東と

う

方ほ
う

政せ
い

策さ
く

と
し
て
、

１
８
９
１
年ね

ん

に
は
大た

い

陸り
く

横お
う

断だ
ん

鉄て
つ

道ど
う

の
建け

ん

設せ
つ

に
取と

り
か
か
り
、

太た
い

平へ
い

洋よ
う

岸が
ん

に
あ
る
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ッ
ク
に
至い

た

る
シ
ベ
リ
ア
鉄て

つ

道ど
う

の
建け

ん

設せ
つ

を
始は

じ

め
た
。

　
「
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
」
と

は
ロ
シ
ア
語ご

で
「
東と

う

方ほ
う

を
征せ

い

服ふ
く

せ
よ
」
と
い
う
意い

味み

で
あ

る
。
１
８
９
５
年ね

ん

に
は
西せ

い

部ぶ

シ
ベ
リ
ア
鉄て

つ

道ど
う

が
完か

ん

成せ
い

、

１
９
０
０
年ね

ん

に
は
バ
イ
カ
ル

鉄て
つ

道ど
う

が
完か

ん

成せ
い

し
、
１
９
０
１

年ね
ん

に
は
満ま

ん

州し
ゅ
うの

ハ
ル
ピ
ン
ま

で
到と

う

達た
つ

し
た
。
１
９
１
６
年ね

ん

に
は
、
つ
い
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ッ
ク
に
達た

っ

し
た
。
次つ

い
で

東と
う

清し
ん

鉄て
つ

道ど
う

を
延え

ん

長ち
ょ
うし

て
ハ
ル

ピ
ン
か
ら
大だ

い

連れ
ん

（
港み

な
と

）
ま
で

鉄て
つ

道ど
う

で
結む

す

び
、
ロ
シ
ア
は
不ふ

凍と
う

港こ
う

を
確か

く

保ほ

し
た
。

　

１
９
０
０
年ね

ん

、
清し

ん

国こ
く

で
は

義ぎ

和わ

団だ
ん

事じ

件け
ん

が
起お

こ
っ
た
。

始は
じ

め
は
山さ

ん

東と
う

省し
ょ
うの

武ぶ

術じ
ゅ
つの

集
し
ゅ
う

団だ
ん

が
暴あ

ば

れ
出だ

し
、
後の

ち

に
清し

ん

国こ
く

の
首し

ゅ

都と

、
北ぺ

き
ん京

に
ま
で
押お

し

寄よ

せ
た
。
そ
の
頃こ

ろ

北ぺ
き
ん京

に
は

欧お
う

米べ
い

日に
ち

８
ヵ
国こ

く

の
外が

い

国こ
く

軍ぐ
ん

軍ぐ
ん

隊た
い

が
駐

ち
ゅ
う

留り
ゅ
うし

て
い
た
が
、
義ぎ

和わ

団だ
ん

は
北ぺ

き
ん京

を
取と

り
囲か

こ

み
、

戦せ
ん

闘と
う

が
行お

こ
なわ

れ
た
。

　

そ
の
戦せ

ん

闘と
う

の
際さ

い

、
日に

本ほ
ん

の
柴し

ば

五ご

郎ろ
う

中ち
ゅ
う

佐さ

の
率ひ

き

い
る
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

の
戦た

た
か

い
ぶ
り
と
規き

律り
つ

の
良よ

さ
と
強つ

よ

さ
が
目め

立だ

っ
た
。
こ

れ
が
機き

縁え
ん

と
な
り
、
日に

本ほ
ん

は

黄お
う

色し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

で
あ
り
な
が
ら
、

英え
い

国こ
く

の
信し

ん

頼ら
い

を
得え

て
、
１
９ 

０
２
年ね

ん

に
欧お

う

州し
ゅ
うの

大た
い

国こ
く

・
英え

い

国こ
く

と
軍ぐ

ん

事じ

同ど
う

盟め
い

を
締て

い

結け
つ

し

た
。

　
こ
の
日に

ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

が
、
や
が

て
起お

こ
る
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

に
お
い

て
重

じ
ゅ
う

大だ
い

な
役や

く

目め

を
果は

た
し
、

日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

に
勝

し
ょ
う

利り

を
導み

ち
び

く
大お

お

き

な
要よ

う

因い
ん

と
な
っ
た
。
こ
の
同ど

う

盟め
い

は
第だ

い

１
次じ

世せ

界か
い

大た
い

戦せ
ん

後ご

の

１
９
２
３
年ね

ん

に
解か

い

消し
ょ
うさ

れ
る

ま
で
続つ

づ

い
た
が
、
当と

う

時じ

、
世せ

界か
い

最さ
い

大だ
い

の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

を
持も

つ
英え

い

国こ
く

と
の
提て

い

携け
い

は
、
日に

本ほ
ん

に
と
っ

て
数か

ず

々か
ず

の
素す

晴ば

ら
し
い
結け

っ

果か

を
引ひ

き
出だ

し
た
。

　

１
９
０
４
年ね

ん

、
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

が
始は

じ

ま
っ
た
。
日に

本ほ
ん

の
１
０

倍ば
い

の
国こ

っ

家か

予よ

算さ
ん

と
軍ぐ

ん

事じ

力
り
ょ
く

を
持も

つ
ロ
シ
ア
は
、
満ま

ん

州し
ゅ
うで

建け
ん

設せ
つ

中ち
ゅ
うの

鉄て
つ

道ど
う

沿え
ん

線せ
ん

の
保ほ

護ご

の
た
め
兵へ

い

力り
ょ
くを

増ぞ
う

強き
ょ
うし

、
鴨お

う

緑り
ょ
く

江こ
う

河か

口こ
う

に
軍ぐ

ん

事じ

基き

地ち

を
建け

ん

設せ
つ

し
た
。

　

こ
の
ま
ま
黙も

く

認に
ん

す
れ
ば
ロ

シ
ア
は
、
更さ

ら

に
兵へ

い

員い
ん

を
増ぞ

う

伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

（Unknown author / 
Public domain）

柴
しば

五
ご

郎
ろう

中
ちゅう

佐
さ

（Unknown author / 
Public domain）

（１６）

第だ
い

４
節せ

つ	

近き
ん

代だ
い

産さ
ん

業ぎ
ょ
う

と
近き

ん

代だ
い

文ぶ
ん

化か

の
形け

い

成せ
い

国こ
っ

家か

を
持も

つ
べ
き
で
、
人じ

ん

種し
ゅ

差さ

別べ
つ

を
な
く
そ
う
と
い
う
機き

運う
ん

が
高た

か

ま
っ
た
。
こ
の
件け

ん

は
、

黄お
う

色し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

は
将

し
ょ
う

来ら
い

、
白は

く

色
し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

の
脅

き
ょ
う

威い

と
な
る
と
い
う

黄お
う

禍か

論ろ
ん

が
欧お

う

米べ
い

に
広ひ

ろ

が
る

き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。

世せ

界か
い

列れ
っ

強き
ょ
うの
仲な

か

間ま

入い

り
を
果は

た
し
た
日に

本ほ
ん

　

１
９
０
５
年ね

ん

、
ア
メ
リ
カ

と
「
桂か

つ
ら

・
タ
フ
ト
協

き
ょ
う

定て
い

」
を

結む
す

び
、
日に

本ほ
ん

は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
が
ア
メ
リ
カ
の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

で

あ
る
こ
と
を
認み

と

め
、
ア
メ
リ

カ
は
日に

本ほ
ん

が
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

と
満ま

ん

州し
ゅ
うで

の
指し

導ど
う

的て
き

地ち

位い

を
持も

つ
こ
と

を
認み

と

め
た
。

　

日に
ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

後ご

の
１
９
０
７

年ね
ん

に
は
、
日に

本ほ
ん

は
ロ
シ
ア
と

第だ
い

１
次じ

日に
ち

露ろ

協き
ょ
う

約や
く

を
結む

す

び
、

相そ
う

互ご

の
権け

ん

益え
き

を
互た

が

い
に
認み

と

め

合あ

っ
た
。
こ
う
し
て
日に

本ほ
ん

は
小し

ょ
う

学が
く

生せ
い

に
ア
メ
リ
カ
国こ

っ

歌か

を

歌う
た

わ
せ
る
な
ど
、
日に

本ほ
ん

は
政せ

い

府ふ

、
民み

ん

間か
ん

を
挙あ

げ
て
、
ア
メ

リ
カ
へ
の
友ゆ

う

好こ
う

の
姿し

勢せ
い

を
必ひ

っ

死し

に
な
っ
て
示し

め

し
た
。
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

で
ロ
シ
ア
を
西に

し

へ
押お

し

返か
え

し
た
と
た
ん
に
太た

い

平へ
い

洋よ
う

を

挟は
さ

ん
で
生う

ま
れ
た
新あ

ら

た
な
緊き

ん

張ち
ょ
うを

象
し
ょ
う

徴ち
ょ
うす

る
出で

来き

事ご
と

だ
っ

た
。

　

１
９
１
０
年ね

ん

、
日に

本ほ
ん

は
韓か

ん

国こ
く

の
韓か

ん

国こ
く

国こ
く

民み
ん

党と
う

の
必ひ

っ

死し

の

願ね
が

い
を
入は

い

れ
、
諸し

ょ

外が
い

国こ
く

の
賛さ

ん

意い

を
得え

た
上う

え

で
韓か

ん

国こ
く

の
併へ

い

合ご
う

を
断だ

ん

行こ
う

し
た
（
韓か

ん

国こ
く

併へ
い

合ご
う

）。

併へ
い

合ご
う

政せ
い

策さ
く

の
一い

っ

環か
ん

と
し
て
①

は
ロ
シ
ア
よ
り
戦せ

ん

争そ
う

賠ば
い

償し
ょ
う

金き
ん

は
得え

る
こ
と
が
出で

来き

な
か
っ

た
。

　

日に
ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

は
日に

本ほ
ん

の
生い

き
残の

こ

り
を
か
け
た
大だ

い

戦せ
ん

争そ
う

で

あ
っ
た
。
日に

本ほ
ん

は
こ
れ
に
勝か

っ

て
自じ

国こ
く

の
安あ

ん

全ぜ
ん

保ほ

障し
ょ
うを

確か
く

立り
つ

し
た
。

　
こ
の
勝

し
ょ
う

利り

は
、
西せ

い

洋よ
う

列れ
っ

強
き
ょ
う

の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

に
さ
れ
て
い
た
ア

ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
諸し

ょ

民み
ん

族ぞ
く

に
独ど

く

立り
つ

の
気き

運う
ん

と
夢ゆ

め

を
抱だ

か

せ
た
。
ま
た
ト
ル
コ
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

人ひ
と

々び
と

に
は
、
国こ

っ

家か

防ぼ
う

衛え
い

の
大た

い

切せ
つ

さ
と
そ
の
勇ゆ

う

気き

を
与あ

た

え
た
。

　

ま
た
一い

っ

方ぽ
う

で
は
、
白は

く

色し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

優ゆ
う

先せ
ん

主し
ゅ

義ぎ

が
、
間ま

違ち
が

い
で

あ
り
、
有ゆ

う

色し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

も
独ど

く

立り
つ

勝し
ょ
う

利り

を
得え

た
（
日に

本ほ
ん

海か
い

海か
い

戦せ
ん

）。
こ
の
戦た

た
かい

で
日に

本ほ
ん

の
勝

し
ょ
う

利り

が
確か

く

定て
い

し
た
。
９
月が

つ

に
は
、

ア
メ
リ
カ
の
仲

ち
ゅ
う

介か
い

で
日に

ち

露ろ

間か
ん

で
ポ
ー
ツ
マ
ス
条

じ
ょ
う

約や
く

が
結む

す

ば

れ
た
。

　

日に

本ほ
ん

は
戦せ

ん

費ぴ

が
不ふ

足そ
く

し
、

ロ
シ
ア
は
専せ

ん

制せ
い

政せ
い

治じ

に
対た

い

す

る
不ふ

満ま
ん

か
ら
戦せ

ん

争そ
う

の
中

ち
ゅ
う

止し

の

機き

運う
ん

が
高た

か

ま
っ
た
。

　

日に

本ほ
ん

は
、
①
朝ち

ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

の
主し

ゅ

導ど
う

権け
ん

は
日に

本ほ
ん

が
持も

つ
こ

と
を
ロ
シ
ア
に
認み

と

め
さ
せ
た
。

②
日に

本ほ
ん

は
ロ
シ
ア
が
持も

つ
遼

り
ょ
う

東と
う

半は
ん

島と
う

の
租そ

借し
ゃ
く

権け
ん

を
得え

た
。

③
南み

な
み

満ま
ん

州し
ゅ
うに

ロ
シ
ア
が
建け

ん

設せ
つ

し
た
鉄て

つ

道ど
う

の
権け

ん

益え
き

を
譲ゆ

ず

り
受う

け
た
。
④
日に

本ほ
ん

の
南

み
な
み

樺か
ら

太ふ
と

領
り
ょ
う

有ゆ
う

を
認み

と

め
さ
せ
た
。
⑤
日に

本ほ
ん

海
か い

戦
せ ん

で海
か い

軍
ぐ ん

参
さ ん

謀
ぼ う

として完
か ん

璧
ぺ き

な戦
せ ん

術
じゅつ

を作
つ く

りました。「本
ほ ん

日
じ つ

天
て ん

気
き

晴
せ い

朗
ろ う

ナレドモ波
な み

高
た か

シ」と大
だ い

本
ほ ん

営
え い

に打
だ

電
で ん

し、そして日
に

本
ほ ん

海
か い

海
か い

戦
せ ん

が始
は じ

ま
り、世

せ い

紀
き

の大
だ い

勝
しょう

利
り

を導
みちび

きました。
久
ひ さ

松
ま つ

５勇
ゆ う

士
し

―宮
み や

古
こ

島
じ ま

の若
わ か

い猟
りょう

師
し

達
た ち

。彼
か れ

らは、バルチック艦
か ん

隊
た い

を
最
さ い

初
し ょ

に発
は っ

見
け ん

し、荒
あ ら

海
う み

を死
し

にもの
狂
ぐ る

いで漕
こ

ぎ渡
わ た

り１５時
じ

間
か ん

掛
か

かっ
て、石

い し

垣
が き

島
じ ま

に着
つ

きました。さらに
３０ｋｍの山

や ま

道
み ち

を走
は し

り、八
や

重
え

山
や ま

通
つ う

信
し ん

局
きょく

に飛
と

び込
こ

み、「敵
て き

艦
か ん

見
み

ゆ」
の情

じょう

報
ほ う

を大
だ い

本
ほ ん

営
え い

に知
し

らせました。

《資
し

料
りょう

》日
に

本
ほん

が英
えい

国
こく

と同
どう

盟
めい

を
結
むす

んだ理
り

由
ゆう

１）－英
え い

国
こ く

は領
りょう

土
ど

拡
か く

張
ちょう

の野
や

心
し ん

を持
も

たない。通
つ う

商
しょう

利
り

益
え き

と現
げ ん

状
じょう

維
い

持
じ

を望
の ぞ

む。
２）－日

に ち

英
え い

同
ど う

盟
め い

は平
へ い

和
わ

防
ぼ う

衛
え い

的
て き

なものとして、国
こ く

際
さ い

世
よ

論
ろ ん

からも支
し

持
じ

される。
３）－英

え い

国
こ く

と結
む す

ぶと清
し ん

国
こ く

が益
ま す

々
ま す

日
に

本
ほ ん

を侮
あなど

れなくなる。
４）－英

え い

国
こ く

が中
な か

に入
は い

るとロシアが大
お と な

人しくなり、話
は な

しやすくなる。
５）－ロシア海

か い

軍
ぐ ん

は英
え い

国
こ く

海
か い

軍
ぐ ん

より弱
よ わ

い。
６）－通

つ う

商
しょう

的
て き

に見
み

ると、イギリスの方
ほ う

がロシアよりはるかに上
う え

であること。

横よ
こ

浜は
ま

間か
ん

の
鉄て

つ

道ど
う

を
開か

い

通つ
う

さ
せ

た
。全ぜ

ん

国こ
く

に
も
鉄て

つ

道ど
う

が
広ひ

ろ

が
っ

て
ゆ
き
、
道ど

う

路ろ

の
整せ

い

備び

も
進す

す

め
ら
れ
た
。
交こ

う

通つ
う

の
整せ

い

備び

が

進す
す

み
、
特と

く

に
駅え

き

周し
ゅ
う

辺へ
ん

が
開か

い

発は
つ

さ
れ
発は

っ

展て
ん

し
だ
す
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
副ふ

く

業ぎ
ょ
うが

出で

来き

る
よ
う

に
な
り
、
農の

う

村そ
ん

に
ま
で
そ
の

影え
い

響き
ょ
うが

及お
よ

ん
だ
。
全ぜ

ん

国こ
く

で
農の

う

業ぎ
ょ
うか

ら
工こ

う

業ぎ
ょ
うへ

移い

行こ
う

し
、
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

全ぜ
ん

体た
い

が
活か

っ

気き

づ
い
た
。

　

１
９
０
１
年ね

ん

に
は
官か

ん

営え
い

の

八や

幡わ
た

製せ
い

鉄て
つ

が
開か

い

業ぎ
ょ
う、

大だ
い

々だ
い

的て
き

な
鉄て

っ

鋼こ
う

の
生せ

い

産さ
ん

が
始は

じ

ま
り
、

１
９
０
５
年ね

ん

に
は
１
万ま

ん

ト
ン

ク
ラ
ス
の
船ふ

ね

も
造つ

く

れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
こ
れ
ら
産さ

ん

業ぎ
ょ
うの

近き
ん

代だ
い

化か

は
、

江え

戸ど

時じ

代だ
い

か
ら
の
民み

ん

衆し
ゅ
うの

高た
か

い
教

き
ょ
う

育い
く

水す
い

準じ
ゅ
ん、

勤き
ん

勉べ
ん

の
精せ

い

神し
ん

、
努ど

力り
ょ
くと

工く

夫ふ
う

、
自じ

分ぶ
ん

の

人じ
ん

生せ
い

を
独ど

く

自じ

に
つ
く
ろ
う
と

い
う
国こ

く

民み
ん

の
意い

欲よ
く

な
ど
が
国こ

く

民み
ん

の
間あ

い
だ

で
満み

ち
あ
ふ
れ
、
産さ

ん

業ぎ
ょ
うの

近き
ん

代だ
い

化か

に
大お

お

き
な
勢い

き
おい

を
つ
け
た
。

　

こ
の
頃こ

ろ

に
は
街ま

ち

角か
ど

に
は
時と

計け
い

が
置お

か
れ
、
正せ

い

確か
く

な
時じ

刻こ
く

に
合あ

わ
せ
る
生せ

い

活か
つ

習し
ゅ
う

慣か
ん

が
広ひ

ろ

が
り
、
工こ

う

場じ
ょ
う

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

な
ど
も

時じ

間か
ん

で
管か

ん

理り

さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
反は

ん

面め
ん

、
社し

ゃ

会か
い

的て
き

な

問も
ん

題だ
い

も
起お

こ
り
始は

じ

め
、
工こ

う

場
じ
ょ
う

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

の
低て

い

賃ち
ん

金ぎ
ん

、
長

ち
ょ
う

時じ

間か
ん

労ろ
う

働ど
う

な
ど
も
問も

ん

題だ
い

に
な
り
始は

じ

め
た
。
労ろ

う

働ど
う

組く
み

合あ
い

運う
ん

動ど
う

も
盛さ

か

ん
に
な
り
、
公こ

う

害が
い

や
鉱こ

う

毒ど
く

問も
ん

題だ
い

な
ど
も
起お

こ
っ
た
。

《補
ほ

講
こう

》明
めい

治
じ

国
こっ

家
か

を背
せ

負
お

った
政
せい

治
じ

家
か

・伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

　伊
い

藤
と う

博
ひ ろ

文
ぶ み

は、明
め い

治
じ

の３傑
け つ

と言
い

われる。西
さ い

郷
ご う

隆
た か

盛
も り

、 大
お お

久
く

保
ぼ

利
と し

通
み ち

、木
き

戸
ど

孝
た か

允
よ し

の３人
に ん

が１８７７
年
ね ん

ごろ相
あ い

次
つ

いで没
ぼ っ

した後
あ と

を継
つ

い
で、明

め い

治
じ

時
じ

代
だ い

を作
つ く

りあげた政
せ い

治
じ

家
か

です。日
に っ

清
し ん

、日
に ち

露
ろ

の大
お お

きな戦
せ ん

争
そ う

を戦
たたか

い、憲
け ん

法
ぽ う

を制
せ い

定
て い

し、議
ぎ

会
か い

政
せ い

治
じ

を発
ほ っ

足
そ く

させ、条
じょう

約
や く

改
か い

定
て い

など
明
め い

治
じ

時
じ

代
だ い

の重
じゅう

要
よ う

な事
こ と

柄
が ら

を遂
す い

行
こ う

し
ました。
①彼

か れ

は、岩
い わ

倉
く ら

視
し

察
さ つ

団
だ ん

で欧
お う

米
べ い

を
廻
め ぐ

った時
と き

、一
い っ

行
こ う

を代
だ い

表
ひょう

し、「日
ひ

の
丸
ま る

演
え ん

説
ぜ つ

」を行
お こ

ないました。「廃
は い

藩
は ん

《補
ほ

講
こう

》日
に

本
ほん

の実
じつ

業
ぎょう

家
か

の
伝
でん

統
とう

を作
つく

った渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

　超
ちょう

有
ゆ う

能
の う

な明
め い

治
じ

時
じ

代
だ い

の
実
じ つ

業
ぎょう

家
か

で、『論
ろ ん

語
ご

と算
そ ろ

盤
ば ん

』を著
あ ら

わし、日
に

本
ほ ん

の
実
じ つ

業
ぎょう

家
か

の模
も

範
は ん

となりまし
た。「一

い っ

身
し ん

一
い っ

家
か

を繁
は ん

栄
え い

させ公
こ う

益
え き

をもたらし日
に

本
ほ ん

を豊
ゆ た

かにすべし」「商
しょう

人
に ん

は信
し ん

用
よ う

を第
だ い

一
い ち

にすべし」
「道

ど う

徳
と く

と経
け い

済
ざ い

を統
と う

一
い つ

し
公
こ う

共
きょう

心
し ん

を重
お も

んじよ」「富
と み

は社
し ゃ

会
か い

に還
か ん

元
げ ん

し、弱
じゃく

者
し ゃ

を救
きゅう

済
さ い

せよ」等
と う

々
と う

、名
め い

文
も ん

句
く

を数
か ず

々
か ず

残
の こ

しました。

国こ
っ

家か

の
命め

い

運う
ん

を
か
け
た
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

強き
ょ
うし

、
満ま

ん

州し
ゅ
う

全ぜ
ん

土ど

を
支し

配は
い

す
る
恐お

そ

れ
が
あ
っ
た
。
ま
た

１
８
９
５
年ね

ん

の
日に

っ

清し
ん

戦せ
ん

争そ
う

の

あ
と
、
ロ
シ
ア
は
ド
イ
ツ
と
フ

ラ
ン
ス
と
打う

ち
合あ

わ
せ
、
日に

本ほ
ん

に
遼

り
ょ
う

東と
う

半は
ん

島と
う

の
返へ

ん

還か
ん

を

迫せ
ま

っ
た
（
３
国こ

く

干か
ん

渉し
ょ
う）。

　

そ
の
後ご

、
日に

本ほ
ん

が
返へ

ん

還か
ん

し

た
遼

り
ょ
う

東と
う

半は
ん

島と
う

を
ロ
シ
ア
は
そ

の
ま
ま
領

り
ょ
う

有ゆ
う

し
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

の
兵へ

い

力り
ょ
くを

増ふ

や
し
続つ

づ

け
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

に
対た

い

す
る
政せ

い

治じ

的て
き

干か
ん

渉し
ょ
うを

繰く

り
返か

え

し
、
属ぞ

っ

国こ
く

化か

を
果は

た

し
て
い
た
。
ま
た
旅り

ょ

順じ
ゅ
ん

港こ
う

に

は
、
巨き

ょ

大だ
い

な
永え

い

久き
ゅ
う

軍ぐ
ん

事じ

基き

地ち

を
造つ

く

っ
た
。
日に

本ほ
ん

は
ロ
シ

ア
の
東と

う

方ほ
う

政せ
い

策さ
く

を
恐お

そ

れ
、
満ま

ん

州し
ゅ
う

鉄て
つ

道ど
う

が
完か

ん

成せ
い

す
る
前ま

え

に
、

ロ
シ
ア
と
の
決け

っ

戦せ
ん

を
決け

つ

断だ
ん

せ

ざ
る
を
得え

な
か
っ
た
。

　

１
９
０
４
年ね

ん

２
月が

つ

に
、
日に

本ほ
ん

は
ロ
シ
ア
に
国こ

っ

交こ
う

断だ
ん

絶ぜ
つ

を

宣せ
ん

言げ
ん

し
、
開か

い

戦せ
ん

を
通つ

う

告こ
く

し
た
。

戦せ
ん

場じ
ょ
うに

な
っ
た
の
は
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

と

満ま
ん

州し
ゅ
う。

乃の

木ぎ

大た
い

将し
ょ
う

率ひ
き

い
る
陸り

く

軍ぐ
ん

は
、
旅り

ょ

順じ
ゅ
ん

要よ
う

塞さ
い

を
攻こ

う

略り
ゃ
く、

そ
の
後ご

、
旅り

ょ

順じ
ゅ
ん

港こ
う

内な
い

の
ロ
シ

ア
太た

い

平へ
い

洋よ
う

艦か
ん

隊た
い

を
全ぜ

ん

滅め
つ

さ
せ

た
。

　

１
９
０
５
年ね

ん

３
月が

つ

の
奉ほ

う

天て
ん

会か
い

戦せ
ん

で
は
、
勝

し
ょ
う

利り

を
収お

さ

め
た

が
損そ

ん

耗も
う

が
激は

げ

し
く
、
追つ

い

撃げ
き

で

き
ず
、
陸り

く

の
戦せ

ん

闘と
う

は
引ひ

き
分わ

け
と
な
っ
た
。
１
９
０
５
年ね

ん

５
月が

つ

２
７
日に

ち

、
東と

う

郷ご
う

平へ
い

八は
ち

郎ろ
う

司し

令れ
い

長ち
ょ
う

官か
ん

の
下も

と

、
対つ

し

馬ま

海か
い

峡き
ょ
うで

ロ
シ
ア
の
バ
ル
チ
ッ
ク
艦か

ん

隊た
い

を
全ぜ

ん

滅め
つ

さ
せ
た
。

　

世せ

界か
い

の
海か

い

戦せ
ん

史し

に
残の

こ

る
大だ

い

　秋
あ き

山
や ま

好
よ し

古
ふ る

（１８５９- １９３０）＝奉
ほ う

天
て ん

会
か い

戦
せ ん

で騎
き

兵
へ い

隊
た い

指
し

揮
き

者
し ゃ

として、ロシアのコサック騎
き

兵
へ い

団
だ ん

と戦
たたか

いました。日
に

本
ほ ん

騎
き

兵
へ い

の父
ち ち

と謳
う た

われました。
　好

よ し

古
ふ る

の弟
おとうと

・秋
あ き

山
や ま

真
さ ぬ

之
ゆ き

（１８６８- １９１９）は、日
に

本
ほ ん

海
か い

鉄て
つ

道ど
う

の
敷ふ

設せ
つ

、
②
灌か

ん

漑が
い

施し

設せ
つ

の
整せ

い

備び

、
③
土と

地ち

調ち
ょ
う

査さ

の

実じ
っ

施し

、
④
学が

っ

校こ
う

の
開か

い

設せ
つ

（
併へ

い

合ご
う

時と
き

に
は
１
０
０ 

校こ
う

し
か

な
か
っ
た
が
、
８
年ね

ん

後ご

に
は

４
６
０
０
校こ

う

）、
⑤
日に

本ほ
ん

式し
き

教き
ょ
う

育い
く

と
ハ
ン
グ
ル
文も

字じ

の
導ど

う

入に
ゅ
うな

ど
が
行お

こ

な
わ
れ
た
。

　

清し
ん
 
こ
く国

は
日に

っ

清し
ん

戦せ
ん

争そ
う

に
敗や

ぶ

し
、
民み

ん

間か
ん

の
手て

で
運う

ん

営え
い

さ
せ
、

綿め
ん

糸し

、
生き

糸い
と

、
綿め

ん

織お
り

物も
の

な
ど

重じ
ゅ
う

要よ
う

な
輸ゆ

出し
ゅ
つ

産さ
ん

品ぴ
ん

を
作つ

く

り

出だ

し
、
海か

い

外が
い

に
向む

け
て
輸ゆ

出
し
ゅ
つ

し
た
。

　

１
８
８
９
年ね

ん

に
は
新し

ん

橋ば
し

～

れ
た
こ
と
で
、
武ぶ

力り
ょ
くの

弱よ
わ

さ

を
露ろ

呈て
い

し
義ぎ

和わ

団だ
ん

の
乱ら

ん

に
よ

り
、
列れ

っ

強き
ょ
うに

よ
る
中

ち
ゅ
う

国ご
く

大た
い

陸り
く

へ
の
進し

ん

出し
ゅ
つが

進す
す

み
、
清し

ん
 
こ
く国

の

威い

信し
ん

は
地ち

に
落お

ち
た
。
非ひ

征せ
い

服ふ
く

民み
ん

族ぞ
く

で
あ
る
漢か

ん

民み
ん

族ぞ
く

は
、

２
６
０
年ね

ん

も
の
間あ

い
だ、

征せ
い

服ふ
く

さ

れ
続つ

づ

け
た
清し

ん
 
こ
く国

を
倒た

お

す
機き

会か
い

を
得え

た
。

　

１
９
１
１
年ね

ん

１
０
月が

つ

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
武ぶ

昌し
ょ
うで

武ぶ

力り
ょ
く

蜂ほ
う

起き

が

お
き
、
各か

く

地ち

に
波は

及き
ゅ
う、

共
き
ょ
う

和わ

制せ
い

の
国こ

っ

家か

を
造つ

く

ろ
う
と
す
る

孫そ
ん

文ぶ
ん

ら
の
グ
ル
ー
プ
が
出で

て
、

清し
ん
 
こ
く国

の
打だ

倒と
う

の
波な

み

が
起お

こ

っ
た
。

そ
の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
っ
た
の
が
日に

本ほ
ん

に
留

り
ゅ
う

学が
く

し
て
い
た
２
万ま

ん

人に
ん

を
超こ

え
る
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

で
あ
っ
た
。 　

孫そ
ん

文ぶ
ん

は
１
９
１
２
年ね

ん

１

月が
つ

、
中

ち
ゅ
う

華か

民み
ん

国こ
く

の
成せ

い

立り
つ

を
宣せ

ん

言げ
ん

し
た
。
２
月が

つ

に
は
清し

ん
 
こ
く国

の

宣せ
ん

統と
う

帝て
い

が
退た

い

位い

し
、
満ま

ん

州
し
ゅ
う

族ぞ
く

が
作つ

く

っ
た
清し

ん
 
こ
く国

は
滅め

つ

亡ぼ
う

し

た
。
こ
れ
を
辛し

ん

亥が
い

革か
く

命め
い

と
い

う
。

近き
ん

代だ
い

産さ
ん

業ぎ
ょ
う

の
発は

っ

展て
ん

と
そ
の
背は

い

景け
い

置
ち

県
け ん

」について、「日
に

本
ほ ん

は数
す う

百
ひゃく

年
ね ん

続
つ づ

いた古
ふ る

い制
せ い

度
ど

を一
い っ

発
ぱ つ

の弾
だ ん

丸
が ん

も撃
う

たず、一
い っ

滴
て き

の血
ち

も流
な が

さず、撤
て っ

廃
ぱ い

した。こんな国
く に

が世
せ

界
か い

のどこにあるだろうか！」と胸
む ね

を張
は

りました。
②更

さ ら

に、日
に

本
ほ ん

の国
こ っ き

旗を指
さ

して「あの赤
あ か

い丸
ま る

は、今
い ま

正
ま さ

に昇
の ぼ

ろ
うとする太

た い

陽
よ う

を象
しょう

徴
ちょう

し、日
に

本
ほ ん

が欧
お う

米
べ い

文
ぶ ん

明
め い

のただ中
な か

に向
む

かっ
て躍

や く

進
し ん

する印
しるし

であります」と締
し

めくくり、万
ば ん

雷
ら い

の拍
は く

手
し ゅ

を浴
あ

び
ました。
③伊

い

藤
と う

が残
の こ

した最
もっと

も大
お お

きな業
ぎょう

績
せ き

は、憲
け ん

法
ぽ う

制
せ い

定
て い

と国
こ っ

会
か い

の
開
か い

設
せ つ

です。１８８２年
ね ん

より １年
ね ん

余
あ ま

り、ヨーロッパに留
りゅう

学
が く

し、ドイツの憲
け ん

法
ぽ う

学
が く

者
し ゃ

から講
こ う

義
ぎ

を受
う

けました。帰
き

国
こ く

後
ご

の
１８８５年

ね ん

には、４５歳
さ い

で初
し ょ

代
だ い

の内
な い

閣
か く

総
そ う

理
り

大
だ い

臣
じ ん

に就
しゅう

任
に ん

し、
憲
け ん

法
ぽ う

を発
は っ

布
ぷ

し、アジアで唯
た だ

一
ひ と

つの憲
け ん

法
ぽ う

に基
も と

づく議
ぎ

会
か い

政
せ い

治
じ

を
行
おこな

う国
こ っ

家
か

を創
つ く

り上
あ

げました。
④１９０９年

ね ん

、日
に ち

露
ろ

戦
せ ん

争
そ う

後
ご

の極
きょく

東
と う

問
も ん

題
だ い

をロシアと協
きょう

議
ぎ

す
る途

と

上
じょう

、満
ま ん

州
しゅう

国
こ く

ハルピン駅
え き

頭
と う

で、大
だ い

韓
か ん

帝
て い

国
こ く

の民
み ん

族
ぞ く

運
う ん

動
ど う

家
か

に暗
あ ん

殺
さ つ

され、波
は

乱
ら ん

の人
じ ん

生
せ い

を閉
と

じました。生
しょう

涯
が い

、伊
い

藤
と う

の行
こ う

動
ど う

を支
さ さ

えていたのは、｢ 日
に

本
ほ ん

という国
こ っ

家
か

を思
お も

う心
こころ

｣ でした。

世せ

界か
い

の
列れ

っ

強き
ょ
うの

一い
ち

員い
ん

と
な
っ
た
が
、

世せ

界か
い

中じ
ゅ
うか

ら
警け

い

戒か
い

の
目め

で
見み

ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

１
９
０
８
年ね

ん

１
０
月が

つ

、
ア
メ
リ

カ
は
大た

い

西せ
い

洋よ
う

艦か
ん

隊た
い

の
１
６
隻せ

き

の
白し

ろ

く

塗ぬ

っ
た
艦か

ん

船せ
ん

を
横よ

こ

浜は
ま

に
入

に
ゅ
う

港こ
う

さ
せ
た
。

日に
っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
こ
れ

を
威い

嚇か
く

外が
い

交こ
う

だ
と

察さ
っ

知ち

し
た
が
、
国く

に

を
挙あ

げ
て
歓か

ん

迎げ
い

す

る
こ
と
で
、
そ
の

無む

言ご
ん

の
脅お

ど

し
を
受う

け
流な

が

す
こ
と
に
し

た
。

　

彼か
れ

ら
を
載の

せ
た

列れ
っ

車し
ゃ

が
新し

ん

橋ば
し

駅え
き

に

着つ

い
た
時と

き

に
は
、

１ 
０
０
０
人に

ん

も
の

　１８４０年
ね ん

生
う

まれ、６歳
さ い

で中
ちゅう

国
ご く

の古
こ

典
て ん

を読
よ

みこ
なし、１８６４年

ね ん

、２４歳
さ い

で武
ぶ

士
し

の身
み

分
ぶ ん

を得
え

、第
だ い

１５代
だ い

将
しょう

軍
ぐ ん

徳
と く

川
が わ

慶
よ し

喜
の ぶ

に仕
つ か

えました。１８６７年
ね ん

、
板
い た

倉
く ら

使
し

節
せ つ

団
だ ん

に選
え ら

ばれ、欧
お う

米
べ い

を視
し

察
さ つ

、一
い ち

年
ね ん

間
か ん

英
え い

仏
ぶ つ

蘭
ら ん

を見
み

て廻
め ぐ

り見
け ん

聞
ぶ ん

を広
ひ ろ

めました。
　銀

ぎ ん

行
こ う

家
か

が将
しょう

校
こ う

達
た ち

と歓
か ん

談
だ ん

しているのを見
み

て、日
に

本
ほ ん

にもやがてそのような時
じ

代
だ い

が来
く

ること、また商
しょう

売
ば い

人
に ん

は誇
ほ こ

りを持
も

って仕
し

事
ご と

をするべきこと、株
か ぶ

式
し き

会
が い

社
し ゃ

の形
け い

態
た い

が社
し ゃ

会
か い

の発
は っ

展
て ん

の基
も と

になること、など日
に

本
ほ ん

の経
け い

済
ざ い

界
か い

の将
しょう

来
ら い

の姿
すがた

を考
かんが

えたと言
い

われています。
　１８７３年

ね ん

、第
だ い

一
い ち

国
こ く

立
り つ

銀
ぎ ん

行
こ う

を創
そ う

設
せ つ

以
い

来
ら い

、次
つ ぎ

々
つ ぎ

に
東
と う

京
きょう

ガス、帝
て い

国
こ く

ホテル、キリンビール、など株
か ぶ

式
し き

会
が い

社
し ゃ

を興
お こ

しました。
　この他

ほ か

、東
と う

京
きょう

養
よ う

育
い く

院
い ん

、沢
た く

山
さ ん

の慈
じ

善
ぜ ん

団
だ ん

体
た い

、病
びょう

院
い ん

な
どを造

つ く

り、商
しょう

業
ぎょう

学
が っ

校
こ う

の設
せ つ

立
り つ

や社
し ゃ

会
か い

教
きょう

育
い く

救
きゅう

済
さ い

団
だ ん

体
た い

な
ど、生

しょう

涯
が い

に 600 以
い

上
じょう

の会
か い

社
し ゃ

や団
だ ん

体
た い

を創
つ く

ったと言
い

わ
れています。

渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

（Unknown author 
/ Public domain）

金き
ん

融ゆ
う

制せ
い

度ど

を
整と

と
の

え
た
。

　

ま
た
官か

ん

営え
い

の
工こ

う

場じ
ょ
うを

造つ
く

り
、
軌き

道ど
う

に
乗の

る
と
民み

ん

営え
い

化か

習な
ら

っ
て
進す

す

め
ら
れ
た
。
１
８ 

８
０
年ね

ん

頃ご
ろ

よ
り
約や

く

２
０
年ね

ん

間か
ん

に
、
日に

本ほ
ん

銀ぎ
ん

行こ
う

を
設せ

つ

立り
つ

し
、

　
日に

本ほ
ん

の
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

革か
く

命め
い

は
、
明め

い

治じ

政せ
い

府ふ

の
手て

に
よ
っ
て
海か

い

外が
い

で
発は

っ

展て
ん

し
て
い
る
工こ

う

業ぎ
ょ
うを

見み



聖せ
い

市し

イ
ピ
ラ
ン
ガ
区く

在ざ
い

住じ
ゅ
う

　
　
小こ

池い
け 

庸つ
ね

夫お

特
とく

別
べつ

寄
き

稿
こう

３
女じ

ょ

マ
リ
ア
、
そ
の
下し

た

エ
レ
ナ
の
４
人に

ん

。
そ
の
下し

た

に
何な

に

も
し
な

い
１
４
～
１
５
歳さ

い

の
極ご

く

道ど
う

息む
す

子こ

が
１
人り

居い

た
。

　
さ
て
運う

ん

命め
い

の
い
た
ず
ら
と
も
言い

う
べ
き
か
。
私わ

た
しが
一い

ち

番ば
ん

心こ
こ
ろ

引ひ

か
れ
て
い
た
レ
ジ
ー
ナ
長

ち
ょ
う

女じ
ょ

は
、
何な

ん

と
私わ

た
しよ
り
年と

し

上う
え

。
そ
れ
ば

か
り
か
彼か

の

女じ
ょ

は
既す

で

に
婚こ

ん

約や
く

者し
ゃ

が
居い

て
、
近ち

か

い
う
ち
に
結け

っ

婚こ
ん

の

運は
こ

び
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

私わ
た
し
に
と
っ
て
青せ

い

春し
ゅ
ん

時じ

代だ
い

は
、
こ
の
時と

き

以い

外が
い

は
な
く
、
人ひ

と

の

世よ

と
言い

う
も
の
は
な
か
な
か
思お

も

い
通ど

お

り
に
は
行い

か
な
い
も
の
だ

と
苦に

が

い
思お

も

い
を
か
み
締し

め
た
。。
も
し
こ
の
時と

き

、
レ
ジ
ー
ナ
が

婚こ
ん

約や
く

し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
我わ

が
人じ

ん

生せ
い

も
全ま

っ
た
く
異こ

と

な
っ
て
い
た

で
あ
ろ
う
。

　

問も
ん

題だ
い

は
、
三さ

ん

女じ
ょ

マ
リ
ア
は
マ
ル
セ
ナ
リ
ア
の
ジ
ェ
レ
ン
テ

(

支し

配は
い

人に
ん)

で
父ち

ち

親お
や

以い

上じ
ょ
うの
権け

ん

限げ
ん

が
与あ

た

え
ら
れ
て
い
て
、
体た

い

格か
く

も
私わ

た
しよ
り
大お

お

き
く
、
年と

し

は
同ど

う

年ね
ん

代だ
い

。

　

父ち
ち

親お
や・社し
ゃ

長ち
ょ
うは
名な

ば
か
り
で
、
体か

ら
だ
も
よ
わ
く
、
午ご

前ぜ
ん

中ち
ゅ
うち
ょ
っ

と
顔か

お

を
出だ

し
図ず

面め
ん

を
書か

い
た
り
書し

ょ

類る
い

に
目め

を
通と

お

す
だ
け
。
午ご

後ご

に
な
る
と
さ
っ
さ
と
引ひ

き
上あ

げ
て
ジ
ョッ
キ
ー(

競け
い

馬ば)

に
い

り
び
た
り
。

　

そ
う
言い

っ
た
こ
と
で
、
住

じ
ゅ
う

居き
ょ

が
一い

っ

緒し
ょ

な
の
で
、
た
ま
に
は
親お

や

父じ

さ
ん
の
車く

る
まで
マ
リ
ア
と
一い

っ

緒し
ょ

に
送お

く

り
迎む

か

え
し
て
も
ら
う
事こ

と

も

あ
っ
た
。
が
大た

い

抵て
い

の
日ひ

は
午ご

後ご

に
な
る
と
「
庸つ

ね

夫お

、頼た
の

ん
だ
ぞ
」

と
い
っ
て
、
先さ

き

に
帰か

え

っ
て
し
ま
う
。
仕し

方か
た

な
く
マ
リ
ア
と
工こ

う

場
じ
ょ
う

を
閉し

め
て
一い

っ

緒し
ょ

に
帰か

え

る
日ひ

が
多お

お

く
、
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
教

き
ょ
う

会か
い

の
近ち

か

く
に
ロ
ッ
タ
ソ
ン
の
ポ
ン
ト
が
あ
り
、
そ
こ
ま
で
テ
オ
ド
ロ
・
サ

ン
パ
イ
オ
通と

お

り
を
歩あ

る

く
。

　

土ど

曜よ
う

日び

と
も
な
れ
ば
、
朝あ

さ

か
ら
マ
リ
ア
は
美び

容よ
う

院い
ん

に
い
っ
て
、

最さ
い

高こ
う

の
お
し
ゃ
れ
を
施ほ

ど
こ
し
、
太ふ

と

っ
て
大お

お

柄が
ら

だ
が
、
ど
こ
の
お
嬢

じ
ょ
う

様さ
ま

で
あ
ろ
う
か
と
思お

も

わ
れ
る
ば
か
り
の
厚あ

つ

化げ

粧し
ょ
うを
し
て
、
さ
っ

そ
う
と
私わ

た
しを
用よ

う

心じ
ん

棒ぼ
う

の
如ご

と

く
従し

た
が
え
て
、
ま
る
で
番ば

ん

犬け
ん

の
扱あ

つ
かい
。

　

道み
ち

行い

く
人ひ

と

の
中な

か

に
は
知し

り
合あ

い
が
挨あ

い

拶さ
つ

を
交か

わ
す
。
そ
ん

な
と
き
に
冗

じ
ょ
う

談だ
ん

に
で
も
「
メ
ウ
・
ナ
モ
ラ
ー
ダ
」
と
言い

っ
て
く

れ
て
い
た
な
ら
、又ま

た

微ほ
ほ
え笑
ま
し
く
も
あ
っ
た
ろ
う
け
れ
ど
、「Ele 
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彼か
の

女じ
ょ

の
父ち

ち

親お
や

は
マ
ル
セ
ナ
リ
ア
を
や
っ
て
居い

て
、
今い

ま

職し
ょ
く

人に
ん

を
探さ

が

し
て
い
る
。
パ
パ
イ
な
ら
２
０
コ
ン
ト
ス
払は

ら

う
だ
ろ
う
と
言い

う
。

運う
ん

命め
い

的て
き

出で

会あ

い
。
こ
の
レ
ジ
ー
ナ
と
言い

う
女じ

ょ

性せ
い

に
出で

会あ

っ
た
事こ

と

か
ら
始は

じ

ま
る
。

　

ま
だ
そ
の
時と

き

は
そ
の
ま
ま
別わ

か

れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
家い

え

に

帰か
え
っ
て
考か

ん
が
え
る
う
ち
、
我わ

が
将

し
ょ
う

来ら
い

独ど
く

立り
つ

す
る
た
め
に
は
、
色い

ろ

ん

な
技ぎ

術じ
ゅ
つを
身み

に
付つ

け
、
金か

ね

も
貯た

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ブ

ラ
ジ
ル
ま
で
来き

て
一い

っ

生し
ょ
う

他た

人に
ん

に
使つ

か

わ
れ
る
身み

で
あ
り
た
く
は
な

い
。
外そ

と

に
出で

て
も
っ
と
社し

ゃ

会か
い

に
揉も

ま
れ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
に
愛あ

い

嬌き
ょ
うよ
く
清す

が

々す
が

し
い
日に

っ

系け
い

女じ
ょ

性せ
い

レ
ジ
ー
ナ
に
心

こ
こ
ろ

引ひ

か
れ
た
所と

こ
ろ
も

あ
り
、
後ご

日じ
つ

、
父ち

ち

親お
や

の
マ
ル
セ
ナ
リ
ア
へ
行い

っ
て
見み

る
こ
と
に

す
る
。

　

ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
の
テ
オ
ド
ロ
・
サ
ン
パ
イ
オ
街ま

ち

を
の
ぼ
っ
た
左

ひ
だ
り

側が
わ

、
マ
テ
ウ
ス
・
グ
ロ
ウ
通と

お

り
の
角か

ど

に
あ
っ
た
。
父ち

ち

親お
や

の
名な

前ま
え

の
ブ
ラ
ジ
ル
名め

い

を
取と

っ
て
「
マ
ル
セ
ナ
リ
ア
・
サ
ン
ト
ア
ン
ト

ニ
オ
」。
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
、
そ
う
し
て
月げ

っ

給き
ゅ
う

料り
ょ
う２
０
コ
ン
ト
ス
で
約や

く

束そ
く

。
そ
こ
で
働は

た
ら

け
ば
住

じ
ゅ
う

居き
ょ

も
パ
ト
ロ
ン
の
住す

ま
い
の
裏う

ら

に
部へ

屋や

が
あ
り
、
木も

っ

工こ
う

所じ
ょ

の
塗と

装そ
う

を
主お

も

に
雇や

と

わ
れ
て
居い

た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
お

じ
い
さ
ん
と
一い

っ

緒し
ょ

に
住す

ま
わ
せ
て
貰も

ら

う
こ
と
、
住す

み
込こ

み
食

し
ょ
く

事じ

代だ
い

と
し
て
月つ

き

４
コ
ン
ト
ス
払は

ら

う
事こ

と

で
話は

な

し
合あ

い
は
成せ

い

立り
つ

し
た
。

　
い
よ
い
よ
我わ

が
独ど

く

立り
つ

の
チ
ャ
ン
ス
が
巡め

ぐ

り
来き

た
か
の
気き

分ぶ
ん

で

あ
っ
た
。

　

優や
さ

し
い
心こ

こ
ろを
持も

っ
た
女じ

ょ

性せ
い

と
結む

す

ば
れ
、
ど
ん
な
小ち

い

さ
な
家い

え

で

い
い
か
ら
、
家や

賃ち
ん

を
払は

ら

わ
な
く
て
よ
い
我わ

が
家や

を
持も

ち
、
ど
ん

な
ボ
ロ
車ぐ

る
まで
も
い
い
か
ら
自じ

家か

用よ
う

車し
ゃ

を
手て

に
入い

れ
る
。
そ
れ
が

そ
の
頃こ

ろ

の
我わ

が
夢ゆ

め

で
あ
っ
た
。

　

ま
だ
一い

ち

年ね
ん

も
務つ

と

め
て
居い

な
い
ロ
ー
パ
ス
・
レ
ジ
ェ
ン
シ
ヤ
を
辞や

め
る
に
あ
た
り
、
そ
の
事こ

と

を
申も

う

し
出で

る
。
職

し
ょ
く

長ち
ょ
うジ
ェ
レ
ン
テ
か

ら
「
何な

故ぜ

辞や

め
る
。
給

き
ゅ
う

料り
ょ
うの
問も

ん

題だ
い

な
ら
も
っ
と
払は

ら

う
よ
う
に
す

る
か
ら
辞や

め
る
な
」
と
言い

う
。「
い
や
そ
う
で
は
な
く
、
自じ

信し
ん

の
将

し
ょ
う

来ら
い

の
た
め
だ
」
と
言い

う
こ
と
で
、
後う

し

ろ
髪が

み

を
引ひ

か
れ
る
思お

も

い
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
納な

っ

得と
く

し
て
も
ら
う
。

　

だ
が
今こ

ん

度ど

は
宿

し
ゅ
く

泊は
く

し
て
い
た
橋は

し

詰づ
め

氏し

だ
。
無む

理り

を
願ね

が
っ
て
親お

や

代が

わ
り
に
も
な
っ
て
く
れ
て
い
た
。
一い

ち

年ね
ん

に
も
満み

た
な
い
内う

ち

に

辞や

め
る
な
ど
と
言い

え
ば
簡か

ん

単た
ん

に
は
行い

く
ま
い
。
だ
が
何な

に

と
て
も

我わ

が
夢ゆ

め

実じ
つ

現げ
ん

の
た
め
の
第だ

い

一い
っ

歩ぽ

で
あ
る
こ
と
を
何な

ん

と
か
言い

い
含ふ

く

め
、
こ
こ
で
も
有あ

り

難が
た

い
言こ

と

葉ば

「
ど
こ
へ
も
行い

く
所と

こ
ろ
が
無な

く
な
っ

た
ら
帰か

え
っ
て
こ
い
」
と
言い

っ
て
送お

く

り
出だ

し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

カ
ッ
ポ
ン
ボ
ニ
ー
ト
山や

ま

下し
た

家け

を
去さ

る
時と

き

と
同お

な

じ
よ
う
に
、
こ

う
し
て
私わ

た
し
の
運う

ん

命め
い

は
前ま

え

へ
前ま

え

へ
と
運は

こ

ば
れ
て
行い

っ
た
の
で
あ
っ

た
！

「
マ
ル
セ
ナ
リ
ア
・
サ
ン
ト
ア
ン
ト
ニ
オ
」
へ

　

そ
う
し
て
、
い
よ
い
よ
山や

ま

田だ

家け(

仮か

名め
い)

に
引ひ

っ
越こ

す
。「
マ

ル
セ
ナ
リ
ア
・
サ
ン
ト
ア
ン
ト
ニ
オ
」
で
働は

た
ら
く
よ
う
に
な
る
。

こ
の
山や

ま

田だ

家け

に
は
ご
夫ふ

妻さ
い

に
年と

し

頃ご
ろ

の
女お

ん
な
ば
か
り
２
０
歳さ

い

前ぜ
ん

後ご

の
娘む

す
め
４
人に

ん

が
い
て
、
長

ち
ょ
う

女じ
ょ

が
レ
ジ
ー
ナ
、
次じ

女じ
ょ

が
既す

で

に
結け

っ

婚こ
ん

、

　

そ
う
し
て
そ
の
日に

ち

語ご

学が
っ

校こ
う

は
、
田い

な
か舎
の
農の

う

家か

の
子こ

供ど
も

を
預あ

ず

か
り
、
日に

ち

語ご

だ
け
で
は
な
く
日に

本ほ
ん

精せ
い

神し
ん

を
学ま

な

ぶ
た
め
、
経け

い

費ひ

と
し
て
は
各お

の

々お
の

の
農の

う

家か

で
取と

れ
た
生せ

い

産さ
ん

物ぶ
つ

を
持も

ち
よ
っ
て
、
食

し
ょ
く

事じ

代だ
い

と
し
て
宿

し
ゅ
く

泊は
く

費ひ

は
無む

料り
ょ
うで
子こ

供ど
も

達た
ち

を
預あ

ず

か
っ
て
い
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
中な

か

で
大お

と
な人
は
私わ

た
し
た
だ
一ひ

と

人り

。
特と

く

別べ
つ

に
宿や

ど

代だ
い

、
食

し
ょ
く

事じ

代だ
い

と
し
て
月つ

き

４
コ
ン
ト
を
支し

払は
ら

う
こ
と
で
話は

な

し
合あ

い

は
成せ

い

立り
つ

し
た
。

　

や
っ
と
今い

ま

ま
で
培

つ
ち
か
っ
て
来き

た
自じ

分ぶ
ん

の
腕う

で

が
発は

っ

揮き

出で

来き

る
と
き

が
や
っ
て
来き

た
の
だ
。
念ね

ん

願が
ん

が
叶か

な

っ
た
喜よ

ろ
こ
び
に
勇い

さ

み
、
意い

気き

揚よ
う

々よ
う

と
カ
ッ
ポ
ン
ボ
ニ
ー
ト
に
引ひ

き
返か

え

す
。
そ
し
て
一い

ち

部ぶ

始し

終
じ
ゅ
う

を
話は

な

し
、
お
許ゆ

る

し
を
乞こ

う
。

　

先さ
き

に
奥お

く

様さ
ま

と
も
話は

な

し
合あ

っ
て
居い

た
こ
と
で
も
あ
り
、
パ
ト
ロ

ン
の
言こ

と

葉ば

「
お
前ま

え

が
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
行い

く
こ
と
に
つ
い
て
、
何な

に

も
反は

ん

対た
い

は
し
な
い
。
呼よ

び
寄よ

せ
る
に
当あ

た
っ
て
費ひ

用よ
う

も
か
か
っ

て
い
る
の
で
、
何な

に

も
援え

ん

助じ
ょ

は
出で

来き

な
い
。
し
か
し
、
も
し
サ
ン

パ
ウ
ロ
で
職し

ょ
く
に
あ
ぶ
れ
行い

く
所と

こ
ろ
が
無な

く
な
っ
た
（
！
）
時と

き

は
、

こ
こ
が
我わ

が
家や

と
思お

も

っ
て
何い

時つ

で
も
帰か

え

っ
て
こ
い
」
と
言い

う
有あ

り

難が
た

い
言こ

と

葉ば

を
頂い

た
だ
き
、
そ
し
て
「
決け

っ

し
て
変へ

ん

な
女お

ん
な
（
！
）
に
引ひ

っ

掛か

か
る
な
よ
。
日に

本ほ
ん

の
親お

や

に
申も

う

し
訳わ

け

な
い
か
ら
」
と
も
。

　

立た

つ
鳥と

り

後あ
と

を
濁に

ご

さ
ず
―
と
言い

う
こ
と
わ
ざ
通と

お

り
、
日ひ

頃ご
ろ

出で

来き

な
か
っ
た
家い

え

の
回ま

わ

り
、
寝ね

起お

き
し
て
い
た
小こ

屋や

の
回ま

わ

り
を
キ

レ
イ
に
カ
ル
ピ(

草く
さ

刈か

り)

掃そ
う

除じ

し
て
、
身み

の
回ま

わ

り
の
品し

な

を
ま

と
め
、
予

あ
ら
か
じめ
お
願ね

が

い
し
て
い
た
ト
ラ
ッ
ク
に
乗の

せ
て
も
ら
い
サ

ン
パ
ウ
ロ
へ
。

　

日に

本ほ
ん

か
ら
来き

て
ま
だ
１
年ね

ん

と
８
カ
月げ

つ

。
録ろ

く

な
ポ
ル
ト
ガ
ル

語ご

も
は
な
せ
な
い
ま
ま
カ
シ
ン
ギ
区く

ロ
ー
パ
ス
・
レ
ジ
ェ
ン
シ
ア

の
あ
る
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

の
橋は

し

詰づ
め

さ
ん
宿

し
ゅ
く

舎し
ゃ
へ
。
そ
し
て
最さ

い

初し
ょ

の
出

し
ゅ
っ

社し
ゃ

日び

、
あ
の
気き

難む
ず
かし
い
橋は

し

詰づ
め

氏し

が
私わ

た
しに
同ど

う

行こ
う

し
て
く
れ
た
。

　

ま
る
で
息む

す

子こ

の
門か

ど

出で

の
ご
と
く
、
門も

ん

番ば
ん(

ポ
ル
テ
イ
ロ)

に

向む

か
っ
て
「
こ
の
青せ

い

年ね
ん

は
我わ

が
息む

す

子こ

同ど
う

然ぜ
ん

に
扱あ

つ
か
う
様よ

う

に
頼た

の

む
」

と
ご
挨あ

い

拶さ
つ

に
行い

っ
て
下く

だ

さ
る
。
有あ

り
難が

た

く
も
あ
り
、
又ま

た

微ほ
ほ
え笑
ま

し
い
情

じ
ょ
う

景け
い

で
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
会か

い

社し
ゃ

の
マ
ル
セ
ナ
リ
ア
部ぶ

で
働は

た
ら
く
よ
う
に
な
っ
て
知し

っ

た
事こ

と

は
、
紳し

ん

士し

服ふ
く

専せ
ん

門も
ん

ロ
ー
ジ
ャ
・
ガ
ル
ボ
専せ

ん

用よ
う

の
縫ほ

う

製せ
い

工こ
う

場じ
ょ
うで
、
女じ

ょ

工こ
う

さ
ん
ば
か
り
約や

く

３
０
０
人に

ん

、
工こ

う

場じ
ょ
う

内な
い

設せ
つ

備び

の
棚だ

な

を
作つ

く
っ
た
り
、
女じ

ょ

工こ
う

さ
ん
の
座す

わ

る
椅い

子す

を
直な

お

し
た
り
し
た
。
私

わ
た
し

以い

外が
い

に
も
う
一ひ

と

人り

ロ
シ
ア
人じ

ん

の
職

し
ょ
く

人に
ん

が
居い

た
。

　

何な
ん

と
か
身み

ぶ
り
手て

振ぶ

り
で
の
会か

い

話わ

で
馴な

れ
始は

じ

め
た
頃こ

ろ

、
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

出し
ゅ
っ

勤き
ん

カ
ー
ド
を
打う

つ
機き

械か
い

が
導ど

う

入に
ゅ
うさ
れ
、
ど
う
す
れ
ば

良よ

い
の
か
分わ

か
ら
ず
、
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一ひ

と

人り

の
日に

っ

系け
い

女じ
ょ

性せ
い

に
声こ

え

を
掛か

け
ら
れ
る
（
！
）。
運う

ん

命め
い

の
出で

逢あ

い
で

あ
っ
た
。

運う
ん

命め
い

の
出で

会あ

い

　

カ
ー
ド
の
打う

ち
方か

た

を
教お

そ

わ
り
、
そ
の
時と

き

「
ニ
ー
チ
ャ
ン
、
今い

ま

い
く
ら
給

き
ゅ
う

料り
ょ
う

貰も
ら
っ
て
い
る
か
」
と
聞き

か
れ
る
。

　
た
め
ら
う
こ
と
も
も
な
く
１
８
コ
ン
ト
だ
と
答こ

た

え
る
。
実じ

つ

は

マ
ル
セ
ナ
リ
ア
で
働は

た
ら

い
て
い
た
青せ

い

春し
ゅ
ん

時じ

代だ
い

に
撮さ

つ

影え
い

し
た
一い

ち

枚ま
い

最さ
い

初し
ょ

に
呼よ

び
寄よ

せ
て
く
れ
た
山や

ま

下し
た

徳と
く

丸ま
る

ご
夫ふ

妻さ
い

。
カ
ッ
ポ

ン
・
ボ
ニ
ー
ト
市し

富
山
大
、
地
理
学
的
に
分
析

お
化
け
は
郊
外

に
引
っ
越
し
？

é  Em
pregado de m

eu pai

」(

こ
の
人ひ

と

は
父ち

ち

の
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん)

だ
っ
た
。
そ
の
程て

い

度ど

と
し
か
受う

け
入い

れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
ま
だ
ブ
ラ
ジ
ル
に
来き

て
２
年ね

ん

ち
ょ
っ
と
の
産う

ぶ

な
私

わ
た
し

な
れ
ば
、
ま
あ
ま
あ
で
、
通と

お

り
す
ぎ
て
い
っ
た
。

　

又ま
た

あ
る
と
き
は
、
大お

お

雨あ
め

で
住

じ
ゅ
う

居き
ょ

の
あ
っ
た
ジ
ャ
ル
ジ
ン
・
ペ

リ
ペ
リ
は
低て

い

地ち

な
の
で
、
川か

わ

が
氾は

ん

濫ら
ん

し
て
、
家い

え

の
近ち

か

く
は
膝ひ

ざ

小こ

僧ぞ
う

ま
で
水み

ず

に
浸つ

か
る
。
そ
ん
な
と
き 

マ
リ
ア
は
ス
カ
ー
ト
を

目め

繰く

り
上あ

げ
、太ふ

と

股も
も

ま
で
見み

え
る
。我わ

れ

は
そ
れ
を
眺な

が

め
悦え

つ

に
い
っ

い
た
も
の
だ
。

　

工こ
う

場じ
ょ
う

内な
い

に
は
職

し
ょ
く

人に
ん

が
５
、６
人に

ん

い
て
、
そ
の
な
か
で
ジ
ョ
ゼ

さ
ん
、
日に

っ

系け
い

二に

世せ
い

が
居い

て
、
ど
ん
な
仕し

事ご
と

に
も
経け

い

験け
ん

豊ほ
う

富ふ

な

職し
ょ
く

長ち
ょ
うだ
っ
た
。
こ
の
人ひ

と

に
は
ず
い
ぶ
ん
と
色い

ろ

ん
な
事こ

と

を
教お

し

え
て

頂い
た
だい
た
。
他ほ

か

に
ル
ー
ベ
ン
ス
と
言い

う
イ
タ
リ
ア
系け

い

と
若わ

か

い
者も

の

２

人り

、
そ
れ
に
塗と

装そ
う

専せ
ん

門も
ん

の
お
じ
い
さ
ん
と
ジ
ェ
レ
ン
テ
の
マ
リ

ア
だ
っ
た
。

　
こ
の
木も

っ

工こ
う

所じ
ょ

で
働は

た
ら
く
よ
う
に
な
っ
て
、
只た

だ

一ひ
とつ
の
疑ぎ

問も
ん

に
思お

も

う
こ
と
が
。
そ
れ
は
、
こ
ん
な
小ち

い

さ
な
辺へ

ん

鄙ぴ

な
所と

こ
ろに
あ
る
に
も

関か
か

わ
ら
ず
、
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

等な
ど

の
大お

お

き
な
店み

せ

の
改か

い

修し
ゅ
う、
サ
ン
ト
ス
海か

い

岸が
ん

の
目め

抜ぬ

き
の
場ば

所し
ょ

の
ア
パ
ル
タ
メ
ン
ト
の
内な

い

装そ
う

等な
ど

と
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に

契け
い

約や
く

を
結む

す

ん
で
く
る
事こ

と

だ
っ
た
。
こ
う
し
た
交こ

う

渉し
ょ
うに
は
必か

な
ら
ず
マ

リ
ア
が
当あ

た
る
の
で
あ
る
。
週

し
ゅ
う

末ま
つ

に
は
よ
く
外が

い

泊は
く

し
て
く
る
こ

と
も
あ
り
、
女お

ん
なの
魅み

力り
ょ
くを
充

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

発は
っ

揮き

さ
せ
て
居い

る
よ
う
な
感か

ん

じ
だ
。

大だ
い

失し
っ

敗ぱ
い

し
た
苦に

が

い
経け

い

験け
ん

　

そ
の
事こ

と

は
さ
て
お
き
、
働は

た
ら
き
始は

じ

め
た
頃こ

ろ

の
事こ

と

、
大だ

い

失し
っ

敗ぱ
い

し

た
苦に

が

い
経け

い

験け
ん

が
あ
る
。
そ
れ
はA

rm
ário em

butidos

、

ア
パ
ル
タ
メ
ン
ト
に
取と

り
付つ

け
る
洋よ

う

服ふ
く

ダ
ン
ス
の
図ず

面め
ん

を
渡わ

た

さ

れ
、
こ
れ
を
作つ

く
っ
て
見み

ろ
と
言い

う
。

　

日に

本ほ
ん

で
身み

に
付つ

け
て
い
た
最さ

い

高こ
う

の
技わ

ざ

を
ふ
る
っ
て
、
扉と

び
ら
も
引ひ

き
出だ

し
も
一い

ち

分ぶ

の
す
き
も
無な

い
よ
う
に
き
っ
ち
り
と
仕し

上あ

げ
る
。

所と
こ
ろが
い
ざ
取と

り
付つ

け
る
段だ

ん

に
及お

よ

ん
で
大た

い

変へ
ん

な
失し

っ

敗ぱ
い

に
気き

づ
く
。

日に

本ほ
ん

の
部へ

屋や

と
違ち

が

い
、
こ
ち
ら
の
建た

て

物も
の

、
ア
パ
ル
タ
メ
ン
ト
に

し
ろ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
持も

ち
運は

こ

び
出で

来き

る
よ
う
に
工こ

う

場じ
ょ
うで
分ぶ

ん

解か
い

し
、
現げ

ん

場ば

に
持も

っ
て
い
っ
て
組く

み
立た

て
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

日に

本ほ
ん

の
洋よ

う

服ふ
く

ダ
ン
ス
の
要よ

う

領り
ょ
うで
み
ん
な
の
り
ず
け
し
て
、
き

ち
ん
と
組く

み
立た

て
て
し
ま
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
さ
て
ア
パ
ル
タ

メ
ン
ト
の
上あ

が
り
口ぐ

ち

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
入は

い

ら
な
い
。
結け

っ

局き
ょ
くは

鋸の
こ
ぎ
りで
ひ
き
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
入は

い

る
様よ

う

に
し
て
運は

こ

び
込こ

む
。

　

大た
い

変へ
ん

な
手て

間ま

を
掛か

け
、
折せ

っ

角か
く

の
技ぎ

能の
う

も
水み

ず

の
泡あ

わ

と
化か

す
。

後あ
と

に
な
っ
て
思お

も

う
の
は
、「
ど
う
し
て
製せ

い

作さ
く

中ち
ゅ
うに
誰だ

れ

も
声こ

え

を
掛か

け
て
く
れ
な
か
っ
た
の
か
」と
い
う
こ
と
。「
こ
の
ジ
ャ
ポ
ネ
ー
ス
、

ど
れ
く
ら
い
や
れ
る
か
、
お
手て

並な

み
拝は

い

見け
ん

」
と
言い

う
所と

こ
ろで
は
な

か
っ
た
か
。

　

以い

後ご

、数か
ず

々か
ず

の
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

の
用よ

う

品ひ
ん

店て
ん

、改か
い

修し
ゅ
う

一い
っ

切さ
い

、職
し
ょ
く

長ち
ょ
うジ
ョ

ゼ
ー
さ
ん
主し

ゅ

導ど
う

の
も
と
に
手て

掛が

け
て
行い

く
。
も
と
も
と
ブ
ラ
ジ

ル
に
来く

る
前ま

え

か
ら
約や

く

４
年ね

ん

間か
ん

、
指さ

し

物も
の

大だ
い

工く

職し
ょ
く

人に
ん

と
し
て
や
っ

て
来き

た
積つ

も
り
で
は
あ
っ
た
が
、
洋よ

う

服ふ
く

ダ
ン
ス
、
事じ

務む

机つ
く
え、
戸と

棚だ
な

、
下げ

駄た

箱ば
こ

等な
ど

、
こ
ち
ら
の
仕し

事ご
と

は
全ぜ

ん

然ぜ
ん

ス
ケ
ー
ル
が
違ち

が

う
。

　

店て
ん

内な
い

の
天て

ん

井じ
ょ
う

張ば

り
変か

え
、
壁か

べ

や
化け

粧し
ょ
う

紙が
み

の
張は

り
替か

え
、

店み
せ

の
陳ち

ん

列れ
つ  

商し
ょ
う

品ひ
ん

を
納お

さ

め
る
棚た

な

、
開か

い

店て
ん

迄ま
で

の
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
仕し

事ご
と

を
引ひ

き
受う

け
る
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
目め

抜ぬ
き

通と
お

り
ピ
ニ
ェ
イ
ロ

ス
、
ラ
ッ
パ
、
サ
ン
ト
ア
マ
ー
ロ
、
イ
ピ
ラ
ン
ガ
区く

と
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に
改か

い

装そ
う

の
仕し

事ご
と

を
請う

け
負お

う
。

　

そ
う
い
っ
た
あ
る
時と

き

、
サ
ン
ト
ス
海か

い

岸が
ん

の
ポ
ン
タ
・
ダ
・
プ

ラ
イ
ア
で
の
出で

来き

事ご
と

。
こ
れ
も
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

の
注

ち
ゅ
う

文も
ん

。
ア
パ
ル
タ

メ
ン
ト
内な

い

装そ
う

の
仕し

事ご
と

を
受う

け
、
予

あ
ら
か
じめ
工こ

う

場じ
ょ
うで
製せ

い

作さ
く

し
た
も
の

を
現げ

ん

場ば

に
取と

り
付つ

け
に
行い

く
。
私わ

た
しと
ル
ー
ベ
ン
ス
と
い
う
イ
タ

リ
ア
人じ

ん

職し
ょ
く

人に
ん

と
、
そ
れ
に
マ
リ
ア
の
３
人に

ん

が
、
２
～
３
日に

ち

の

泊と

ま
り
込こ

み
で
行い

く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

昼ひ
る

間ま

マ
リ
ア
は
水み

ず

着ぎ

姿す
が
たで
プ
ラ
イ
ア
へ
遊あ

そ

び
に
。
時と

き

た
ま
手て

伝つ
だ

っ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
が
、
太ふ

と

股も
も

を
さ
ら
け
出だ

し
た
水み

ず

着ぎ

の

ま
ま
足あ

し

で
押お

さ
え
、
支さ

さ

え
て
持も

っ
た
り
し
て
く
れ
る
の
だ
が
、

目め

が
ソ
チ
ラ
の
方ほ

う

に
行い

っ
て
、
気き

が
散ち

っ
て
し
よ
う
が
な
い
。

　

夕ゆ
う

刻こ
く

に
な
っ
て
、
何な

に

か
食

し
ょ
く

事じ

を
買か

っ
て
来く

る
よ
う
に
頼た

の

ま
れ

て
、
ア
パ
ル
タ
メ
ン
ト
を
下お

り 

、
ど
こ
か
適て

き

当と
う

な
も
の
を
売う

っ

て
い
る
店み

せ

を
探さ

が

し
求も

と

め
て
、
２
、３
百び

ゃ
く
メ
ー
ト
ル
歩あ

る

き
、
や
っ

と
買か

い
物も

の

し
て
い
ざ
帰か

え

る
段だ

ん

に
及お

よ

ん
で
、
出で

る
と
き
マ
ー
ク
し

て
置お

か
な
か
っ
た
た
め
、
ど
の
建た

て

物も
の

だ
っ
た
か
、
皆み

な

入い
り

口ぐ
ち

が
同お

な

じ
な
の
だ
。

　

何ど

処こ

が
自じ

分ぶ
ん

の
い
た
と
こ
ろ
か
聞き

く
方ほ

う

法ほ
う

も
な
い
ま
ま
、
其そ

の
辺あ

た

り
を
い
っ
た
り
来き

た
り
。
そ
の
内う

ち

あ
ま
り
帰か

え

り
が
遅お

そ

い
の

で
ル
ー
ベ
ン
ス
が
探さ

が

し
に
来き

て
く
れ
、
一い

っ

件け
ん

落ら
く

着ち
ゃ
く。

気き

に
な
る
二ふ

た

人り

の
娘む

す
めの
存そ

ん

在ざ
い

　

そ
し
て
其そ

の
夜よ

る

の
事こ

と

、
我わ

れ

々わ
れ

３
人に

ん

は
各お

の

々お
の

部へ

屋や

を
別べ

つ

々べ
つ

に

し
て
休や

す

む
こ
と
に
す
る
。
昼ひ

る

間ま

の
疲つ

か

れ
で
寝ね

静し
ず

ま
っ
た
頃こ

ろ

、
真ま

夜よ

中な
か

に
な
っ
て
マ
リ
ア
が
私わ

た
しの
部へ

屋や

に
入は

い
っ
て
き
て
、「
ニ
ー
チ
ャ

ン
、
今い

ま

何な
ん

時じ

」
と
聞き

く
。

　

眠ね
む

い
の
で
時と

計け
い

も
見み

ず
に「
１
２
時じ

頃ご
ろ

だ
ろ
う
」と
言い

う
と
、

「
フ
ー
ン
」
と
い
っ
て
去さ

っ
て
行い

っ
た
の
だ
っ
た
。

　

後あ
と

に
な
っ
て
気き

付づ

い
た
こ
と
事こ

と

だ
っ
た
が
、「
ア
ー
ッ
、
し
ま
っ

た
！ 

あ
れ
は
明あ

き

ら
か
に
一い

ち

夜や

を
共と

も

に
と
言い

う
シ
グ
ナ
ル
だ
っ
た

　
【
共
同
】
大
正
時
代
は
街

中
に
出
没
し
て
い
た
お
化
け

が
、
現
代
は
郊
外
に
「
引
っ

越
し
た
」
―
。
富
山
県
で
語

ら
れ
る
怪
奇
現
象
を
地
理
学

の
視
点
か
ら
分
析
し
た
と
こ

ろ
、
発
生
場
所
の
傾
向
が
変

化
し
て
い
た
と
す
る
富
山
大

の
論
文
が
今
年
２
月
、
日
本

地
理
学
会
の
専
門
誌
電
子
版

に
掲
載
さ
れ
た
。
執
筆
し
た

鈴
木
晃
志
郎
准
教
授
（
地
理

学
）
は
「
つ
か
み
ど
こ
ろ
の

な
い
怪
奇
現
象
を
、
数
値
化

し
て
客
観
的
に
捉
え
る
新
し

い
試
み
だ
」
と
話
す
。

　

鈴
木
さ
ん
ら
は
、
主
に
大

正
時
代
に
富
山
県
の
地
元
紙

に
連
載
さ
れ
た
怪
談
話
を
集

め
た
「
越
中
怪
談
紀
行
」
か

ら
、
怪
奇
現
象
が
起
き
た

６
２
地
点
を
抽
出
。
一
方
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
怪
談
サ
イ

ト
な
ど
か
ら
県
内
に
あ
る
現

代
の
心
霊
ス
ポ
ッ
ト
５
２
地

点
を
調
べ
た
。

　

大
正
時
代
の
例
と
し
て

は
「
大
樹
の
下
に
立
つ
老
婦

人
が
、
抱
い
た
赤
子
を
往
来

す
る
人
々
に
投
げ
付
け
て
く

る
」「
深
夜
、
風
呂
屋
の
前

に
女
の
幽
霊
が
現
れ
、
行
き

先
を
尋
ね
て
く
る
」
な
ど
。

我わ
れ

が
青せ

い

春し
ゅ
ん

の
思お

も

い
出で

来き

て
只た

だ

働は
た
らく
ば
か
り
。
今い

ま

迄ま
で

ダ
ン
ス
等な

ど

踊お
ど
っ
た
事こ

と

も
な
い
。
皆み

な

楽た
の

し
そ
う
に
騒さ

わ

い
で
い
た
。

　

ふ
と
ど
ち
ら
か
ら
と
も
な
く
目め

と
目め

が
会あ

う
と
言い

う
か
、

誘さ
そ

わ
れ
て
レ
ジ
ー
ナ
と
踊お

ど

る
事こ

と

と
な
っ
た
。
ス
テ
ッ
プ
な
ど
知し

ら
な
い
。
只た

だ

音お
ん

楽が
く

に
合あ

わ
せ
て
足あ

し

踏ぶ

み
し
て
い
る
だ
け
な
の
に
、

不ふ

思し

議ぎ

に
彼か

の

女じ
ょ

と
意い

気き

投と
う

合ご
う

。

　

ぴ
っ
た
り
と
体か

ら
だを
寄よ

せ
あ
い
、
頬ほ

お

寄よ

せ
あ
っ
て
暫し

ば

し
の
間あ

い
だ
ウ
ッ

ト
リ
と
ベッ
サ
メ
ー
・
ベッ
サ
メ
ム
ー
チ
ヨ
～
。
そ
う
し
て
い
る

内う
ち

に
恥は

ず
か
し
な
が
ら
、
私わ

た
しの
下し

た

の
息む

す

子こ

が
ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ
と

い
き
り
立た

っ
て
来く

る
。

　

も
う
仕し

方か
た

な
い
の
で
、
彼か

の

女じ
ょ

の
股ま

た

の
間あ

い
だに
い
れ
て
お
く
。
相あ

い

手て

も
気き

付づ

い
て
く
れ
て
い
た
の
か
、
知し

ら
ぬ
顔か

お

し
て
、
股ま

た

の
間

あ
い
だ

に
挟は

さ

ん
で
居い

て
く
れ
た
。
そ
の
ま
ま
右み

ぎ

に
左ひ

だ
りに
体か

ら
だを
動う

ご

か
す
だ

け
。
そ
の
内う

ち

、
音お

ん

楽が
く

が
終お

わ
っ
て
し
ま
う
。
元も

と

の
席せ

き

に
戻も

ど

ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

依い

然ぜ
ん

と
し
て
下し

た

の
息む

す

子こ

は
収お

さ

ま
ろ
う
と
し
な
い
。
仕し

方か
た

な

く
ポ
ケ
ッ
ト
の
な
か
に
手て

を
突つ

っ
込こ

み
、
息む

す

子こ

を
し
っ
か
り
捕つ

か

ま
え
て
何な

ん

と
か
元も

と

の
席せ

き

に
戻も

ど

る
事こ

と

が
出で

来き

た
。

　

其そ

の
後ご

、
誰だ

れ

と
踊お

ど
っ
て
も
そ
の
よ
う
な
感か

ん

情じ
ょ
うに
ひ
た
る
女じ

ょ

性せ
い

は
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
足あ

し

の
先さ

き

が
あ
た
り
、
ひ
ど
い

の
は
ふ
ん
ず
け
た
り
、
早は

や

く
音お

ん

楽が
く

が
終お

わ

っ
て
く
れ
れ
ば
よ
い
と

思お
も

う
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

も
し
あ
の
時と

き

「
俺お

れ

と
一い

っ

緒し
ょ

に
な
っ
て
く
れ
な
い
か
」「
婚こ

ん

約や
く

解か
い

消し
ょ
うし
ろ
」
と
言い

え
る
勇ゆ

う

気き

あ
っ
た
な
ら
、
又ま

た

、
我わ

が
人じ

ん

生せ
い

も

ど
の
様よ

う

に
変か

わ
っ
て
行い

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
事こ

と

が
あ
っ

て
間ま

も
な
く
レ
ジ
ー
ナ
は
婚こ

ん

約や
く

者し
ゃ

、
ア
ウ
ト
・
メ
カ
ニ
コ
の
青せ

い

年ね
ん

の
所と

こ
ろに
嫁と

つ

い
で
行い

っ
た
の
で
あ
っ
た
。

新し
ん

入い

り
二に

世せ
い

青せ
い

年ね
ん

登と
う

場
じ
ょ
う

　

数か
ず

々か
ず

の
経け

い

験け
ん

も
積つ

み
、
仕し

事ご
と

に
も
馴な

れ
、
家か

族ぞ
く

か
ら
も
信し

ん

頼ら
い

さ
れ
、
そ
う
い
っ
た
折お

り
の
こ
と
、
一ひ

と

人り

の
日に

っ

系け
い

二に

世せ
い

、
私

わ
た
し

と
同ど

う

年ね
ん

代だ
い

の
青せ

い

年ね
ん

が
入

に
ゅ
う

社し
ゃ

し
て
く
る
。

　

仲な
か

間ま

が
出で

来き

、
そ
の
事こ

と

に
つ
い
て
異い

存ぞ
ん

は
な
い
の
だ
が
、
後あ

と

で
知し

る
。
私わ

た
し
よ
り
彼か

れ

の
給

き
ゅ
う

料り
ょ
うが
多お

お

く
支し

払は
ら

わ
れ
て
い
た
の
だ
っ

た
。
特と

く

別べ
つ

彼か
れ

の
方ほ

う

が
仕し

事ご
と

が
出で

来き

る
と
言い

う
わ
け
で
も
な
く
、

技ぎ

術じ
ゅ
つに
於お

い
て
も
決け

っ

し
て
引ひ

け
目め

を
取と

っ
て
居い

た
わ
け
で
も
な

く
、
私わ

た
しの
方ほ

う

が
先さ

き

に
入

に
ゅ
う

社し
ゃ

し
て
い
る
。

　

強し

い
て
欠け

っ

点て
ん

と
言い

え
ば
ブ
ラ
ジ
ル
語ご

が
充

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
話は

な

せ
な
い
と

言い

う
く
ら
い
で
、
今い

ま

迄ま
で

培つ
ち
か
っ
て
来き

た
も
の
は
何な

に

で
あ
っ
た
の
か
。

ほ
と
ん
ど
の
土ど

曜よ
う

日び

、
日に

ち

曜よ
う

も
祭さ

い

日じ
つ

が
あ
っ
て
も
休や

す

ま
ず
出で

仕し

事ご
と

に(

工こ
う

場じ
ょ
う

内な
い

、
以い

外が
い

の
仕し

事ご
と)

に
ひ
た
す
ら
精せ

い

を
出だ

し
、

早は
や

く
仕し

上あ

げ
、
お
客き

ゃ
く
さ
ま
に
喜よ

ろ
こ
ん
で
貰も

ら

え
る
様よ

う

に
務つ

と

め
て
来き

た
。

　

時じ

間か
ん

外が
い

手て

当あ
て

を
含ふ

く

め
れ
ば
月げ

っ

給き
ゅ
う２
０
コ
ン
ト
以い

上じ
ょ
うに
は
な
っ

て
い
た
が
、
一い

ち

年ね
ん

過す

ぎ
た
今い

ま

も
基き

本ほ
ん

給き
ゅ
うは
変か

わ
っ
て
い
な
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
い
ま
だ
に
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

と
し
て
の
登と

う

録ろ
く

が
成な

さ
れ

て
居い

な
い
事こ

と

に
も
ち
ょ
っ
と
気き

掛が

か
り
で
も
あ
っ
た
。　

　
「
よ
し
、
そ
れ
な
ら
ば
と
い
つ
首く

び

に
な
っ
て
も
よ
い
よ
う
に
用よ

う

意い

し
て
置お

か
な
け
れ
ば
」
と
考か

ん
が
え
る
。
我わ

が
将

し
ょ
う

来ら
い

の
目も

く

的て
き

は
、

独ど
く

立り
つ

し
て
身み

を
た
て
、
自じ

分ぶ
ん

の
事じ

業ぎ
ょ
うを
立た

ち
上あ

げ
る
こ
と
だ
。

そ
れ
に
は
経け

い

験け
ん

を
積つ

み
、
資し

金き
ん

も
つ
く
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
時じ

間か
ん

外が
い(

オ
ー
ラ
・
エ
ス
ト
ラ)

、
会か

い

社し
ゃ

の
仕し

事ご
と

を
打う

ち
切き

り
、自じ

分ぶ
ん

の
た
め
に
つ
い
や
す
事こ

と

に
徹て

っ

す
る
。（
続つ

づ

く
）

（中
ちゅう

）

か
」。
か
え
す
が
え
す
も
残ざ

ん

念ね
ん

に
思お

も

う
出で

来き

事ご
と

で
あ
っ
た
。

　

そ
う
い
っ
た
プ
ラ
イ
ア
に
建た

つ
ア
パ
ル
タ
メ
ン
ト
は
、
サ
ン

パ
ウ
ロ
の
実じ

つ

業ぎ
ょ
う

家か

の
持も

ち
主ぬ

し

が
多お

お

く
、
２
号ご

う

や
３
号ご

う

に
住す

ま
わ
せ
て
優ゆ

う

雅が

に
週

し
ゅ
う

末ま
つ

を
過す

ご
す
場ば

所し
ょ

な
の
だ
。
本ほ

ん

妻さ
い

は

サ
ン
パ
ウ
ロ
の
高こ

う

級き
ゅ
う

住じ
ゅ
う

宅た
く

に

住す

ま
わ
せ
て
。

　

そ
う
し
て
次し

第だ
い

に
山や

ま

田だ

氏し

と
も
信し

ん

頼ら
い

関か
ん

係け
い

が
生う

ま
れ
、

週し
ゅ
う

末ま
つ

等な
ど

、
暇ひ

ま

の
時と

き

、
将

し
ょ
う

棋ぎ

を
打う

っ
た
り
家か

族ぞ
く

同ど
う

様よ
う

の
関か

ん

係け
い

が
結む

す

ば
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日ひ

、
家か

族ぞ
く

の

誰だ
れ

か
の
誕た

ん

生じ
ょ
う

会か
い

が
開ひ

ら

か
れ
、

娘む
す
めの
多お

お

い
家か

族ぞ
く

で
あ
り
、
其そ

の
夜よ

る

、バ
イ
レ(

ダ
ン
ス・パ
ー

テ
ィ
ー)

が
始は

じ

ま
っ
た
。

　

私わ
た
し
も
招

し
ょ
う

待た
い

を
受う

け
、
隅す

み

っ

こ
の
方ほ

う

に
座す

わ
っ
て
い
た
。
２
０

歳さ
い

に
な
っ
て
青せ

い

春し
ゅ
んを
謳お

う

歌か

す

る
こ
と
も
な
く
、
移い

住じ
ゅ
うし
て

現
代
は
「
ト
ン
ネ
ル
を
車
で

通
る
と
、
後
ろ
か
ら
落
ち
武

者
の
霊
が
迫
っ
て
く
る
」
と

い
っ
た
話
が
あ
っ
た
。

　

地
理
学
の
手
法
を
用
い

て
、
地
図
上
で
分
布
を
調
べ

る
と
、
心
霊
現
象
の
発
生
地

点
が
市
街
地
の
平
野
部
か

ら
、
山
間
部
へ
移
動
す
る
傾

向
が
み
ら
れ
た
。
鈴
木
さ
ん

は
「
怪
異
が
日
常
の
中
で
出

く
わ
す
も
の
か
ら
、
肝
試
し

な
ど
に
出
掛
け
て
遭
遇
す
る

も
の
に
変
化
し
た
」
と
考
え

る
。

　

鈴
木
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ

れ
ま
で
怪
奇
現
象
を
民
俗
学

や
心
理
学
の
テ
ー
マ
と
し
て

扱
う
試
み
は
あ
っ
た
が
、
数

値
化
し
て
解
析
し
た
地
理
学

の
研
究
は
海
外
も
含
め
ほ
と

ん
ど
な
い
。
昨
年
３
月
に
学

会
で
発
表
す
る
と
、
ネ
ッ
ト

上
で
も
話
題
を
呼
ん
だ
。

　
「
か
つ
て
は
日
常
の
中
で

身
近
だ
っ
た
死
が
、
現
代
で

は
タ
ブ
ー
と
し
て
遠
ざ
け
ら

れ
る
傾
向
に
あ
る
。
人
々
の

死
の
捉
え
方
が
変
化
し
た
こ

と
が
、
心
霊
ス
ポ
ッ
ト
の
郊

外
化
に
も
表
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」
と
鈴
木
さ
ん
。

研
究
対
象
を
全
国
に
広
げ
る

予
定
で
「
客
観
的
な
分
析
方

法
を
使
っ
て
、
怪
異
を
科
学

的
に
解
明
し
た
い
」
と
意
気

込
ん
で
い
る
。
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【
共
同
】
政
府
は
９
日
、
日
本
学
術
会
議
を
行
政
改
革
の
対
象
と
し
て
検
証
す

る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
河
野
太
郎
行
革
担
当
相
は
記
者
会
見
で
、
国
費
か
ら

支
出
す
る
年
間
約
１
０
億
円
の
予
算
や
約
５
０
人
の
事
務
局
定
員
の
妥
当
性
に
つ

い
て
「
聖
域
な
く
見
て
い
く
」
と
表
明
。
菅
義
偉
首
相
は
内
閣
記
者
会
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
河
野
氏
の
考
え
を
「
歓
迎
し
た
い
」
と
追
認
し
た
。
会
員
候
補
６
人
の

任
命
拒
否
に
反
発
す
る
同
会
議
を
け
ん
制
す
る
狙
い
と
み
ら
れ
る
が
、
野
党
と
学

術
会
議
側
は
強
権
的
で
あ
り
、
論
点
ず
ら
し
だ
と
批
判
を
強
め
た
。

討
論
会
の
行
方
も
焦
点
だ
。

　
「
１
０
日
夜
に
南
部
フ
ロ
リ

ダ
州
で
集
会
に
挑
戦
し
て
み
た

い
。
翌
日
に
は
東
部
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
州
だ
」。
ト
ラ
ン
プ
氏

は
８
日
夜
、
Ｆ
Ｏ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス

の
電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
激

戦
州
で
の
集
会
再
開
に
並
々

な
ら
ぬ
意
気
込
み
を
示
し
た
。

　

岩
盤
支
持
層
の
熱
気
を
誇

示
す
る
支
持
者
集
会
は
ト
ラ

ン
プ
氏
の
活
力
の
源
泉
。
再
開

に
向
け
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
連

日
、
専
属
医
の
診
断
結
果
と
し

て
「
体
調
の
安
定
」
を
強
調
し

て
き
た
。
８
日
に
は
「
１
０
日

で
発
症
診
断
か
ら
１
０
日
目

に
な
り
、
公
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の

安
全
な
復
帰
が
十
分
見
込
ま

れ
る
」
と
の
“
太
鼓
判
”
を

も
ら
っ
た
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

だ
が
ト
ラ
ン
プ
氏
は
８
日

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
せ
き
以
外

に
、
声
が
か
す
れ
る
場
面
が

数
回
あ
り
、
完
全
に
復
調
し

て
い
な
い
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

た
。
直
近
の
検
査
結
果
を
重

ね
て
問
わ
れ
た
が
「
明
日
検

査
す
る
。
い
つ
も
受
け
る
理
由

は
な
い
」
と
は
ぐ
ら
か
し
た
。

し
た
会
員
候
補
１
０
５
人
の
う

ち
６
人
の
任
命
を
拒
否
し
た
。

こ
れ
に
関
し
、
自
身
が
決
裁
す

る
段
階
で
６
人
は
除
外
さ
れ

９
９
人
だ
っ
た
と
明
ら
か
に
し

た
。
推
薦
段
階
の
名
簿
に
つ
い

て
は
「
見
て
い
な
い
」
と
語
っ
た
。

ど
の
段
階
で
除
外
さ
れ
た
か

に
つ
い
て
は
言
及
し
な
か
っ
た
。

　

６
人
を
任
命
し
直
す
考
え

が
な
い
と
表
明
。
学
者
自
身

　

同
会
議
の
大
西
隆
・
元
会

長
は
取
材
に
対
し
、
以
前
に
も

学
術
会
議
の
在
り
方
に
関
す
る

議
論
は
あ
っ
た
と
し
て
「
任
命

拒
否
の
理
由
を
追
及
さ
せ
な
い

た
め
、
本
来
は
次
元
の
違
う
話

で
あ
る
は
ず
の
組
織
の
在
り
方

見
直
し
を
、
以
前
の
議
論
も
踏

ま
え
ず
に
持
ち
出
し
た
の
だ
と

す
れ
ば
不
適
切
だ
」と
話
し
た
。

　

首
相
は
学
術
会
議
が
推
薦

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米
大

統
領
選
の
投
票
日
ま
で
１
カ

月
を
切
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た
共
和
党
の
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
が
１
０
日
の

支
持
者
集
会
再
開
に
執
念
を

燃
や
し
て
い
る
。
テ
レ
ビ
に
電

話
出
演
し
た
８
日
は
せ
き
込

み
な
が
ら
も
「
元
気
だ
」
と

繰
り
返
し
た
。
優
位
に
立
つ
民

主
党
の
バ
イ
デ
ン
前
副
大
統
領

が
激
戦
州
の
遊
説
を
強
化
し

て
い
る
こ
と
へ
の
焦
り
が
に
じ

む
。
開
催
が
不
透
明
に
な
っ
た

首
相　
任
命
拒
否
巡
り
け
ん
制

「
推
薦
名
簿
見
ず
」と
釈
明

正
式
表
明
し
た
。
調
査
入
り
は

自
治
体
の
応
募
を
含
め
２
通
り

あ
り
、
国
の
申
し
入
れ
受
諾
は

初
と
な
る
。
寿
都
町
と
同
時
期

に
調
査
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

高
橋
村
長
は
記
者
会
見
で
人
口

減
な
ど
を
理
由
に
挙
げ
「
総
合

的
に
判
断
し
た
。
文
献
調
査
を

す
る
中
で
、
議
論
を
深
め
た
い
」

と
語
っ
た
。
最
大
２
０
億
円
の

交
付
金
は
「
村
民
の
幸
せ
の
た

め
に
使
い
た
い
」
と
話
し
た
。

　

神
恵
内
村
は
近
く
受
諾
の

文
書
を
国
に
提
出
。
国
か
ら
連

絡
を
受
け
た
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
調

査
計
画
を
作
成
し
、
寿
都
町
の

計
画
と
共
に
国
へ
認
可
申
請
す

る
。
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
は
認
可
が
下
り

の
思
想
、
信
条
が
任
命
判
断

に
影
響
す
る
こ
と
は
「
な
い
」

と
明
言
し
た
。「
任
命
権
者
で

あ
る
首
相
と
し
て
、
責
任
を

果
た
し
て
い
く
と
い
う
一
貫
し

た
考
え
方
に
立
っ
た
」
と
も
述

べ
た
。

　

行
革
検
証
を
巡
り
「
会
議

の
役
割
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
機
会
に
よ
い
方
向

に
進
む
な
ら
歓
迎
し
た
い
」
と

し
た
。
任
命
拒
否
理
由
の
説

明
な
ど
を
求
め
る
学
術
会
議

の
梶
田
隆
章
会
長
と
の
面
会

に
関
し
「
会
い
た
い
の
で
あ
れ

ば
、
会
う
用
意
が
あ
る
」
と

し
た
。
任
命
拒
否
を
巡
り
、

安
倍
晋
三
前
首
相
か
ら
の
引

き
継
ぎ
は
な
い
と
否
定
し
た
。

　

首
相
の
任
命
を
「
形
式

的
に
す
ぎ
な
い
」
と
し
た

１
９
８
３
年
の
政
府
答
弁
と
、

今
回
の
任
命
拒
否
と
の
整
合

性
を
巡
り
「
解
釈
変
更
で
は

な
い
」
と
強
調
し
た
。

　

加
藤
勝
信
官
房
長
官
は
会

見
で
、
任
命
拒
否
問
題
が
表

面
化
し
て
い
る
時
期
の
検
証
が

妥
当
か
ど
う
か
を
問
わ
れ
「
例

外
を
設
け
る
こ
と
な
く
取
り

上
げ
て
い
く
姿
勢
は
大
事
だ
」

れ
ば
計
画
を
公
表
し
、
調
査
を

始
め
る
。
両
町
村
は
北
海
道

電
力
泊
原
発
の
近
く
で
、
応
募

取
り
下
げ
に
追
い
込
ま
れ
た
東

洋
町
と
比
べ
、
住
民
の
拒
否
感

が
少
な
い
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

片
岡
町
長
は
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
に

書
類
を
提
出
し
「
こ
れ
か
ら

勉
強
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
く
。

ご
指
導
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
た
。
そ
の
後
、
梶
山
弘

志
経
産
相
に
応
募
を
報
告
。

梶
山
氏
は
「
丁
寧
に
町
の
意

向
を
聞
き
な
が
ら
対
応
し
た

い
」
と
話
し
た
。
片
岡
町
長

は
取
材
に
対
し
、
周
辺
自
治

体
へ
年
内
に
説
明
す
る
方
針

を
示
し
た
。

　

文
献
調
査
で
は
、
処
分
場
の

適
地
を
示
し
た
「
科
学
的
特

性
マ
ッ
プ
」
作
成
に
用
い
ら
れ

た
火
山
や
断
層
な
ど
に
関
す
る

全
国
規
模
の
資
料
や
デ
ー
タ
に

加
え
、
地
域
の
郷
土
資
料
や

教
育
、医
療
改
革
に
意
欲

平
井
氏
、閣
僚
と
相
次
ぎ
会
談

　
【
共
同
】
平
井
卓
也
デ
ジ
タ

ル
改
革
担
当
相
が
関
係
閣
僚

と
相
次
ぎ
会
談
し
、
教
育
や

医
療
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
意

欲
を
見
せ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル

教
育
や
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
実

現
は
来
年
創
設
を
目
指
す
デ

ジ
タ
ル
庁
が
取
り
組
む
重
要

テ
ー
マ
の
一
つ
。
官
僚
ら
事
務

方
を
交
え
な
い
閣
僚
だ
け
の

協
議
の
場
で
方
向
性
を
示
し

て
、
国
民
に
成
果
が
見
え
る

改
革
を
一
気
に
加
速
し
た
い
考

え
だ
。

　

平
井
氏
は
９
日
の
閣
議
後

記
者
会
見
で
、
河
野
太
郎
行

政
改
革
担
当
相
と
田
村
憲
久

厚
生
労
働
相
と
の
３
者
協
議

で
、
初
診
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
を
原
則
解
禁
し
、
恒
久

化
す
る
方
針
を
確
認
し
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

田
村
氏
は
９
日
の
会
見
で
、

初
診
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
と
電

話
で
の
診
療
に
関
し
「
電
話
で

は
な
く
映
像
を
原
則
に
す
る
」

と
述
べ
た
。
電
話
診
療
は
終

了
す
る
見
通
し
と
な
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
の
恒
久
化
に
向
け

た
制
度
設
計
が
本
格
化
す
る
。

　

３
者
協
議
は
菅
政
権
が
最

優
先
課
題
に
置
く
デ
ジ
タ
ル

整
備
機
構
（
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
）
を

訪
れ
、
第
１
段
階
の
文
献
調
査

へ
の
応
募
書
類
を
提
出
し
た
。

２
０
０
７
年
に
応
募
し
住
民
の

反
対
で
撤
回
し
た
高
知
県
東

洋
町
以
来
１
３
年
ぶ
り
で
、
調

査
実
施
な
ら

０
０
年
の
特

定
放
射
性
廃

棄
物
最
終
処

分
法
施
行
後
、

全
国
で
初
。

　

寿
都
町
か

ら
約
４
０
キ
ロ

北
の
神
恵
内

村
に
は
９
日
、

経
済
産
業
省

の
担
当
者
が

調
査
を
申
し

入
れ
、
そ
の
後

高
橋
昌
幸
村

長
が
受
諾
を

　
【
共
同
】
原
発
の
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
（
核
の
ご
み
）
の

最
終
処
分
場
選
定
を
巡
り
、
北

海
道
寿
都
町
の
片
岡
春
雄
町

長
は
９
日
、
処
分
事
業
を
担

う
東
京
の
原
子
力
発
電
環
境
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13
年
ぶ
り
、全
国
で
初
実
施
へ

日本プロ野球順位表（共同）

政府  学術会議を行革対象米
大
統
領　
集
会
再
開
に
執
念

「
元
気
」
強
調
も
せ
き
込
む

　
【
オ
ス
ロ
共
同
＝
尾
崎
雅
子
】

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
委

員
会
は
９
日
、
２
０
２
０
年
の

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
、
飢
え
の

な
い
世
界
を
目
指
し
食
料
支

援
を
続
け
る
国
連
機
関
、
世

Ｗ
Ｆ
Ｐ
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

「
飢
餓
と
の
闘
い
」
評
価

論
文
な
ど
を
調
べ
、
処
分
場
建

設
に
不
適
切
な
場
所
が
な
い
か

ど
う
か
確
認
す
る
。

　

北
海
道
で
は
８
月
以
降
、

２
町
村
で
調
査
に
向
け
た
動

き
が
表
面
化
。
今
月
８
日
、

と
主
張
し
た
。

　

同
会
議
を
行
革
の
検
証
対

象
に
す
る
考
え
に
つ
い
て
、
立

憲
民
主
党
の
平
野
博
文
代
表

代
行
は
「
学
術
会
議
の
本
来

の
在
り
方
を
抑
制
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
。
自
由
度
を
奪
い
か

ね
な
い
」
と
共
同
通
信
の
取
材

に
答
え
た
。

　

首
相
が
内
閣
記
者
会
の
イ

　
【
共
同
】
上
川
陽
子
法
相
は

９
日
の
記
者
会
見
で
、
婚
姻
届

や
離
婚
届
の
押
印
の
廃
止
を
検

討
し
て
い
る
と
明
ら
か
に
し
た
。

「
婚
姻
届
や
離
婚
届
の
押
印

も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
手

続
き
が
あ
る
の
で
、
そ
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
を
進
め
て
い
く
」
と

述
べ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
普
及

に
も
努
め
る
考
え
を
示
し
た
。

　

法
務
省
に
よ
る
と
、
婚
姻
届

や
離
婚
届
は
認
め
印
で
も
可

婚
姻
・
離
婚
届

の
押
印
廃
止
へ

オ
ン
ラ
イ
ン
化
普
及
も

強
権
、論
点
ず
ら
し
批
判
も日本学術会議の任命拒否問題に関する野党合同ヒアリン

グで発言する同会議元会長の大西隆氏（左）と広渡清吾
氏＝９日午前、国会 （共同）

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
る
の
は
５

日
に
続
き
２
回
目
。

核のごみの最終処分場選定を巡り、経産省の小沢
典明首席エネルギー・地域政策統括調整官（右）か
ら文献調査の申し入れ書を受け取る北海道神恵内
村の高橋昌幸村長＝9日午後、神恵内村役場 （共同）

寿
都
町
の
片
岡
町
長
が
応
募

を
正
式
表
明
し
た
ほ
か
、
神

恵
内
村
議
会
で
調
査
受
け
入

れ
の
請
願
が
採
択
さ
れ
、
高

橋
村
長
が
「
結
果
を
尊
重
す

る
」
と
し
て
い
た
。

モ
ン
ゴ
ル
の
エ
ン
フ
タ
イ
ワ
ン
外
相（
右
）

と
会
談
し
た
茂
木
外
相
＝
９
日
、
ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
（
外
務
省
提
供
・
共
同
）

能
で
廃
止
が
可
能
と
判
断
。
一

方
、
実
印
が
必
要
な
一
部
の
登

記
手
続
き
に
つ
い
て
は
現
時
点

で
、
廃
止
が
困
難
と
内
閣
府
に

回
答
し
て
い
る
と
い
う
。
法
務

省
関
連
で
は
年
間
１
万
件
以

上
申
請
が
あ
る
手
続
き
４
４

件
の
う
ち
、
３
５
件
は
廃
止
、

９
件
は
存
続
と
し
て
い
る
。

　

婚
姻
届
や
離
婚
届
を
含
め

た
戸
籍
関
係
の
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
届
け
出
は
２
０
０
４
年

４
月
か
ら
制
度
上
可
能
だ
が
、

現
時
点
で
導
入
し
て
い
る
市
区

町
村
は
な
い
と
い
う
。
導
入
し

た
場
合
の
本
人
確
認
は
、
電
子

署
名
や
電
子
証
明
書
で
行
う
。

　

上
川
氏
は
「
菅
内
閣
の
大

き
な
柱
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
を
、
国
民
の
利
便
性
向

界
食
糧
計
画
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
、
本
部

ロ
ー
マ
）
に
授
与
す
る
と
発
表

し
た
。
理
由
と
し
て
「
飢
餓
と

の
闘
い
」
や
「
飢
え
を
戦
争
や

紛
争
の
武
器
と
し
て
使
う
の
を

防
止
す
る
努
力
」
を
挙
げ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行

で
飢
え
に
苦
し
む
人
が
急
増
す

る
中
、
Ｗ
Ｆ
Ｐ
の
地
道
な
活
動

を
評
価
し
、
飢
餓
と
貧
困
の
連

鎖
が
も
た
ら
す
人
道
危
機
の

深
刻
化
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
狙
い

が
あ
る
。
同
賞
委
員
会
の
レ
イ

ス
ア
ン
デ
ル
セ
ン
委
員
長
は
記

者
会
見
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
有

効
な
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
る

ま
で
、
食
料
が
世
界
の
混
乱
を

収
め
る
「
最
善
の
ワ
ク
チ
ン
だ
」

と
強
調
し
た
。

　

委
員
長
は
、
Ｗ
Ｆ
Ｐ
が
食

て
い
る
と
明
ら
か
に
し
た
。

　
た
だ
デ
ジ
タ
ル
化
に
は
慎
重

意
見
も
根
強
い
。
萩
生
田
氏

は
９
日
の
会
見
で
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
使
っ
た
遠
隔
授
業
を

正
式
な
授
業
と
認
め
る
か
ど

う
か
の
議
論
に
関
し
、
授
業

を
受
け
る
側
と
発
信
側
の
双

方
に
教
員
配
置
が
必
要
と
す

る
要
件
の
見
直
し
に
慎
重
な

考
え
を
示
し
た
。

　

平
井
氏
は
改
革
実
現
に
向

け
「
政
治
家
だ
け
の
会
合
と

い
う
や
り
方
は
今
後
も
続
け
て

い
き
た
い
」
と
強
調
。
来
週
に

は
小
此
木
八
郎
国
家
公
安
委

員
長
を
招
い
て
、
運
転
免
許

証
な
ど
警
察
関
連
の
シ
ス
テ
ム

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
議
論
す
る
予

定
だ
。

料
安
全
保
障
を
平
和
へ
の
手
段

と
し
、
多
国
間
協
力
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
と
評
価
。

国
際
的
な
連
携
の
必
要
性
が

「
今
ほ
ど
明
白
な
時
は
な
い
」

と
指
摘
し
た
。

　

Ｗ
Ｆ
Ｐ
は
受
賞
決
定
を
受

け
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
「
平
和
と

飢
餓
撲
滅
が
連
関
し
て
い
る
と

世
界
に
知
ら
せ
る
力
強
い
注

意
喚
起
だ
」
と
投
稿
し
た
。

　

Ｗ
Ｆ
Ｐ
は
１
９
６
１
年
に

設
立
さ
れ
、
内
戦
や
干
ば
つ
、

地
震
な
ど
の
被
害
に
苦
し
む
約

８
０
カ
国
の
約
１
億
人
に
、
毎

年
計
約
１
５
０
億
食
分
の
食

料
を
支
援
。
健
康
被
害
を
受

け
や
す
い
子
ど
も
の
栄
養
状
態

の
改
善
に
も
力
を
入
れ
、
６
０

カ
国
以
上
の
学
校
に
給
食
を
提

供
し
て
き
た
。

　

新
型
コロ
ナ
の
影
響

で
休
校
措
置
が
広
が

る
と
、
給
食
に
代
わ

り
持
ち
帰
り
食
料
や

食
料
引
換
券
を
配
布
。

核
兵
器
開
発
問
題
で

揺
れ
る
北
朝
鮮
で
も

２
０
年
以
上
に
わ
た
り

支
援
を
続
け
て
い
る
。

　

近
年
、
栄
養
不
足

状
態
の
人
々
は
減
少

傾
向
に
あ
っ
た
。
し

か
し
世
界
各
地
で
続

く
武
力
紛
争
の
拡
大
や
、
気

候
変
動
に
よ
る
干
ば
つ
に
よ

り
、
２
０
１
６
年
に
増
加
に

転
じ
て
以
降
、
悪
化
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
る
。

　

授
賞
式
は
１
２
月
１
０
日

に
オ
ス
ロ
で
開
か
れ
、
賞
金

１
千
万
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ク
ロ
ー

ナ
（
約
１
億
２
千
万
円
）
が

贈
ら
れ
る
。

モ
ン
ゴ
ル
に
250
億
円
供
与

茂
木
氏
、コ
ロ
ナ
で
経
済
援
助

　
【
共
同
】
茂
木
敏
充
外
相
は

９
日
、
モ
ン
ゴ
ル
を
訪
れ
、
エ

ン
フ
タ
イ
ワ
ン
外
相
と
首
都
ウ

ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
ホ
テ
ル
で
会

談
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
世
界
的
流
行
で
影
響
を

受
け
た
モ
ン
ゴ
ル
経
済
を
援

助
す
る
た
め
、
２
５
０
億
円

の
円
借
款
を
供
与
す
る
と
表

明
し
た
。
両
外
相
は
モ
ン
ゴ
ル

と
北
朝
鮮
の
友
好
関
係
を
踏

ま
え
、
日
本
人
拉
致
問
題
の

早
期
解
決
に
向
け
て
連
携
し
て

い
く
方
針
で
一
致
し
た
。

　

民
主
主
義
や
法
の
支
配
と

い
っ
た
基
本
的
価
値
を
共
有
す

る
国
同
士
と
し
て
、
幅
広
い
分

野
で
２
国
間
関
係
を
深
化
さ

せ
る
と
確
認
。
日
本
が
提
唱
す

る
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド

太
平
洋
」
構
想
の
実
現
に
向
け

た
協
力
も
申
し
合
わ
せ
た
。

　

茂
木
氏
は
会
談
後
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
記
者
会
見
し
「
今

後
も
両
国
の
戦
略
的
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
さ
ら
に
発
展
さ

　
一
方
、
バ
イ
デ
ン
氏
は
ト
ラ

ン
プ
氏
不
在
の
空
白
を
突
い
て

着
々
と
激
戦
州
で
選
挙
運
動

を
重
ね
て
い
る
。
８
日
は
期
日

前
投
票
が
７
日
に
始
ま
っ
た
西

部
ア
リ
ゾ
ナ
州
を
副
大
統
領

候
補
の
ハ
リ
ス
上
院
議
員
と
共

に
バ
ス
で
回
っ
た
。

　

演
説
で
は
「
米
国
に
は
国

民
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
か
理
解
し
、
国
民
の

健
康
を
気
に
か
け
る
大
統
領

が
必
要
だ
」
と
、
得
意
の
共

感
力
で
訴
え
た
。
９
日
に
は

西
部
ネ
バ
ダ
州
に
移
動
し
、
て

こ
入
れ
を
図
る
。

化
推
進
や
規
制
改
革
を
実
現

す
る
た
め
、
平
井
、
河
野
両

氏
が
手
を
組
ん
で
設
定
。
２

日
に
は
遠
隔
教
育
を
巡
っ
て
萩

生
田
光
一
文
部
科
学
相
と
協

議
し
、
平
井
氏
が
「
教
科
書

の
原
則
デ
ジ
タ
ル
化
」
を
提

案
し
て
対
応
を
迫
っ
た
。

　

政
府
内
で
は
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
動
き
が
加
速
し
て
い

る
。
厚
労
省
は
９
日
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
受
け
、
勤
務
先
か
ら
休
業

手
当
を
も
ら
え
な
い
中
小
企

業
の
労
働
者
向
け
の
「
休
業

支
援
金
・
給
付
金
」
に
つ
い
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
受
け
付
け

を
開
始
。
上
川
陽
子
法
相
は

９
日
の
会
見
で
婚
姻
届
や
離

婚
届
の
押
印
廃
止
を
検
討
し

上
、
あ
る
い
は
全
体
の
効
率
性

ア
ッ
プ
と
い
う
形
で
進
め
て
い

る
。
政
府
全
体
と
し
て
見
直
し

に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
力
に

進
め
て
い
る
の
で
、
し
っ
か
り
と

検
討
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

せ
た
い
」
と
強
調
し
た
。

　

会
談
に
先
立
ち
、
フ
レ
ル
ス

フ
首
相
と
も
会
談
し
た
。
首
相

は
日
本
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
支
援
に
謝
意
を
示
し
、
茂

木
氏
は
２
国
間
関
係
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
た
い
と
応
じ
た
。

　

１
０
日
に
バ
ト
ト
ル
ガ
大

統
領
と
会
談
し
、
同
日
中
に

帰
国
す
る
。

　
【
ベ
ル
リ
ン
、
ソ
ウ
ル
共
同
】

ド
イ
ツ
の
首
都
ベ
ル
リ
ン
市

ミ
ッ
テ
区
は
８
日
、
区
内
の
公

有
地
に
９
月
末
に
設
置
さ
れ
た

元
従
軍
慰
安
婦
の
被
害
を
象

徴
す
る
少
女
像
に
つ
い
て
、
設

置
許
可
を
取
り
消
し
た
と
発

表
し
た
。
１
４
日
ま
で
の
撤
去

を
求
め
て
い
る
。
戦
時
下
の
女

性
へ
の
性
暴
力
に
反
対
す
る
と

の
観
点
で
許
可
し
た
が
、
像
は

旧
日
本
軍
の
行
為
に
焦
点
を
当

て
て
い
る
と
指
摘
。
区
と
し
て

日
本
と
韓
国
の
間
で
中
立
性
を

保
つ
べ
き
だ
と
判
断
し
た
。

　

設
置
の
中
心
と
な
っ
た
ベ

ル
リ
ン
の
韓
国
系
市
民
団

体
は
「
区
に
当
初
か
ら
像
の

独
、
少
女
像
の

許
可
取
り
消
し

日
韓
間
で
中
立
必
要
と
判
断

歴
史
的
背
景
な
ど
を
説
明

し
て
き
た
。
公
共
の
場
で
の

設
置
を
続
け
た
い
」
と
し
、

ミ
ッ
テ
区
と
協
議
す
る
と
し

た
。
日
本
側
は
加
藤
勝
信

官
房
長
官
が
像
の
撤
去
を
求

め
る
考
え
を
示
し
て
い
た
。

　
ミッテ
区
は
少
女
像
の
設
置
が

「
日
本
各
地
や
ベ
ル
リ
ン
で
、い

ら
立
ち
を
引
き
起
こ
し
た
」
と

指
摘
し
た
。
フ
ォ
ン
ダ
ッ
セ
ル
区

長
は
、像
が
二
つ
の
国
家
の
対
立

に
関
係
し
て
い
る
と
し
て
、
ド
イ

ツ
で
の
設
置
に
「
ふ
さ
わ
し
く
な

い
」
と
強
調
。「
国
家
間
の
歴
史

的
論
争
を
巡
り
、ど
ち
ら
か一方

に
肩
入
れ
す
る
事
態
は
避
け
た

い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

市
民
団
体
は
芸
術
作
品
と

し
て
設
置
を
申
請
し
、
１
年

間
の
期
限
付
き
で
許
可
を
得

て
い
た
。
ミ
ッ
テ
区
の
住
宅
街

で
は
９
月
２
８
日
、
道
路
沿

い
に
設
置
さ
れ
た
少
女
像
の
除

幕
式
が
行
わ
れ
た
。

　

韓
国
外
務
省
報
道
官
は

１
０
月
８
日
の
定
例
記
者
会

見
で
、
日
本
政
府
が
像
の
撤

去
を
求
め
る
立
場
を
示
し
た

こ
と
に
つ
い
て
「
日
本
が
自
ら

明
ら
か
に
し
た
責
任
の
痛
感

や
謝
罪
、
反
省
の
精
神
に
も

逆
行
す
る
行
動
だ
」
と
批
判

し
て
い
た
。

北朝鮮・清津の児童施設で
栄養失調の子どもを診察す
る世界食糧計画の専門家＝
2008 年 6 月（ＷＦＰ提供・
共同）
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